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I -1 総 論

I -l-l 研究の概要

a研究課題及び課題番号

木簡など出土文字資料の資源化のための機能的情報集約と知の結集

（課題番号 25220401) 

b研究期間・種目

2013 （平成 25) 年度～ 2017（平成 29) 年度 科学研究費補助金 基盤研究 (s)

c研究組織

研究代表者：渡辺 晃宏（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所副所長

(2017年度） ．都城発掘調査部副部長 (2015年度より）

・同史料研究室長。）

研究分担者：中川 正樹（東京農工大学・工学研究院・卓越教授）

研究分担者：未代 誠仁（桜美林大学 ・総合科学系 ・准教授）

研究分担者：笹原 宏之（早稲田大学 ・社会科学総合学術院 ・教授）

研究分担者：馬場 基（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・都城発

掘調査部・主任研究員）

研究分担者：山本 崇（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・都城発

掘調査部 ・主任研究員）

研究分担者：森本 晋（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・企画調

整部・部長）

研究分担者：小口 雅史（法政大学・文学部・教授）

研究分担者：久留島典子（東京大学・史料編纂所・教授）

研究分担者：高田 智和（大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所

・言語変化研究領域 ・准教授

研究分担者：朱 碧蘭（東京農工大学 ・工学研究院・助教）

研究分担者：大山 航（三重大学 ・工学研究院・助教）

研究分担者：白井啓一郎（信州大学・学術研究院工学系 ・准教授）

研究分担者：井上 幸(〈2017年度のみ〉東大阪大学 ・子ども学部 ・准教授）
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連携研究者：柴山 守（京都大学・地域研究統合情報センター・研究員）

連携研究者：及川 昭文（総合研究大学院大学・葉山高等研究センター・教授）

連携研究者：井上 聡（東京大学・史料編纂所・助教）

連携研究者：桑田 訓也（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・都城発

掘調査部・主任研究員）

連携研究者：山本 祥隆（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・都城発

掘調査部史料研究室・研究員）

連携研究者：高妻 洋成（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・埋蔵文

化財センター・センター長）

連携研究者：吉川 聡（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・文化遺

産部 ・歴史研究室長）

連携研究者：山田 奨治（大学共同利用機関法人人間文化研究機構国際日本文化研

究センター・研究部・教授）

研究協力者：高田 祐一 （独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・企画調

整部文化財情報研究室 ・研究員）

研究協力者：方 国花（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・都城発

d研究経費

交付決定額（配分額）

平成 25年度

平成 26年度

平成 27年度

平成 28年度＊

平成 29年度

総 計

掘調査部史料研究室・アソシェイトフェロー 〈当科研費

による雇用〉）

（単位：千円）

直接経費 間接経費 合計

25,000 7,500 32,500 

35,800 10,740 46,540 

25,700 7,710 33,410 

30,600 9,180 39,780 

25,900 7,770 33,670 

143,000 42,900 185,900 

＊当初配分（直接 26,000、間接 7,800) と追加配分（直接 4,600、間接 1.380) の合計額。
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I -I-2 

I -1-2-1 研究の背景

木簡を中心とする出土文字資料は、今や日

本史、特に古代史を組み立てる上で必要不可

欠の資料となっている。木簡は脆弱な資料で

あるため、後世への万全の状態での保存を図

るには、公開は限定的にならざるを得ない。

このため、木簡のもつ情報を研究者だけでな

く広く一般の方々と共有するために、調査機

関に課せられた責任は大きい。私の勤務する

奈文研では、 1961年に平城宮跡で最初の木

簡を発掘して以来、半世紀にわたる平城宮・

京跡の発掘調査を進める中で、 20万点以上

に及ぶ木簡を調査してきた。奈文研では、パ

ソコン普及以前から、 他機関に先駆けて木簡

に関するデータベースを作成し、 1999年に

は一般公開を実現した。これは世界で唯一の

木簡に関する総合的な公開データベースであ

り、奈文研のデータベースの中でも最も利

用頻度の高いデータベースとして広く活用さ

れている。

しかし、木簡は単なる文字資料ではなく、

木製品であり、考古資料としての特性をもっ

ている。このため木簡の文字 ・形状・出土状

況などの情報を総合的に提供するためには、

従来の木簡データベースでは不充分である。

このため私ほこれまでに 2期にわたる日本学

術振興会科学研究費補助金基盤研究 (S) （「推

論機能を有する木簡など出土文字資料の文字

釈読支援システムの開発」（平成 15~ 19年

研究の背景と目的

度）〈以下、第 1期研究と呼ぶ〉、「木簡など

出土文字資料釈読支援システムの高次化と綜

合的研究拠点データベースの構築」（平成 20

~ 24年度） 〈以下、第 2期研究と呼ぶ〉） に

よって、総合的かつ効率的に木簡情報の提供

を行える研究拠点データベースの構築に努め

てきた。その成果は奈文研のホームページ上

において、木簡釈読支援システム

「Mokkanshop」、文字画像データベース「木

簡字典」、「墨書土器字典」、あるいは「木簡

人名データベース」などとして公開している。

こうしてこれまでの研究は一定の成果を挙

げたと考えるが、その過程において、木簡に

関する研究の拠点的機能を強化していくため

に果たすべき、新たな方向性、課題がみえて

きた。それは、 a現在も出土し続ける厖大な

木簡資料の情報取得の効率化の必要性、 b木

簡資料に関するさまざまな知の結集の必要

性、 Cそうして集められた木簡に関する情報

や知を効率的に保管し活用するためのシステ

ムの確立の必要性、以上の3点である。これ

らを実現できたとき、木簡という文化遺産は

初めて真の意味で国民共有の財産となるであ

ろう。

I -l-2-2 研究の目的

こうした課題に対処し、日本の木簡研究拠

点に相応しい機能を果たせるようなシステム
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の構築を実現したいというのが、これまでの

2期にわたる基盤研究 (S)の蓄積の上に新たに

本研究を申請した主旨である。新しい研究の

中核を担うのは、これまでの研究で開発した

木簡の文字画像データベース「木簡字典」と、

木簡釈読支援システム「Mokkanshop」であ

る。第 1期研究で開発したこれらのツールを

もとに、第 2期研究はこれらを拡充させ総合

的な拠点データベースを担うツールとして育

て上げた。そして、将来的にこの二つのツー

ルを拡充•発展、統合させる形で、従来の木

簡データベースにかわる全く新しい研究拠点

データベース構築の青写真を描くことができ

た。今回の研究は、この青写真の実現にある。

そして、情報や研究成果を蓄積・参照するこ

とにより、新しい資料の情報取得に役立て、

その情報の蓄積が、次の新しい資料の情報取

得に役立てられるという、木簡に関するいわ

ば知の循環システムを構築 ・機能させ、木簡

学 ・歴史学 ・考古学だけでなく、周辺のさま

ざまな研究分野、例えば国語学、国文学、書

道史、文字認識、保存科学などの専門家や、

一般の方々にも広く活用していただけるよ

う、研究の還元を図っていきたい。それは、

脆弱で特殊な資料である木簡を、後世に向け

て確実に保存する方途ともなろう。

次に今回の研究の方法を具体的述べる。研

究は、次の3つの柱からなる。

A、木簡など出土文字資料の情報抽出の効率

化

(1)資料の情報を効率的に管理・活用する

システムの開発

日々増大する厖大な資料に対処するため

に、全ての情報を画像に一元的にアノテーシ

ョン（注記）の形で付与してこれを管理し、

データベース化にあたっては必要な情報を抽

出して活用する方式の構築を模索している。

この方法によれば、大幅な作業の省力化が期

待され、木簡など出土文字資料の情報の管理

・活用に飛躍的な成果をもたらすことが期待

できる。

(2) 情報そのものの拡充

奈文研で保管する木簡など出土文字資料の

既撮影資料（フィルム）のデジタル化を推進

するとともに、新たにカラーデジタル撮影を

実施して、後世に残すに足る良質なデータを

作成する。これと同時に良質な写真データの

少ない全国各地の資料について、各機関の協

力を得ながらデジタルによるカラー・赤外線

撮影を進める。そして利用者の便を図れるよ

う、これらのデータを一括して管理 ・活用で

きる拠点機能を構築する。

B木簡など出土文字資料の知の結集

(1)検索機能の強化 テキストによる検索で

は、読めた文字しか検索できない。読めてい

ない字形に対し類似した文字の検索を可能に

し、木簡の釈読の飛躍的向上を図りたい。中

心となるのは画像による検索機能で、未解読

資料の検索、記号など非文字資料の検索、木

簡の形状による検索などを実現する。また、

古代を中心とする木簡の文字の字体の研究を

深化させ、筆順を加味しない文字認識（オフ

ライン認識）の精度のさらなる向上を図ると

ともに、筆順を加味した文字認識（オンライ
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ン認識）の併用も視野に入れつつ文字認識を

向上させる。

(2) 周辺データベース群の充実

「木簡字典」を支える周辺データベースと

して、地理情報を加味した関連資料検索機能

や研究文献検索機能の構築を図り、当該資料

に関する既往の知の結集を図りたい。

C、出土文字資料統合データベースの構築と連

携の拡充

木簡に関するデータベースについて、第 2

期研究における検索機能の強化とデータの飛

躍的拡充を受けて、従来の研究で方向性を見

いだした「木簡字典」への機能統合を実現さ

せる。また、東京大学史料編纂所（電子くず

し字字典データベース。既に「木簡字典」と

の連携検索を公開している）、漢字字体規範

データベース編纂委員会（漢字字体規範デー

タベース〈HNG〉)、奈良女子大学（正倉

院文書の書状データベース。構築中）など、

他機関 ・研究者の開発した文字資料に関わる

データベースとの連携を強化する。また、緯

国、中国の木簡を中心とする出土文字資料に

関する研究機関とも連携を図り、東アジア出

土文字資料学に寄与するとともに、世界各地

の文字認識研究との交流も視野に入れ、漢字

認識研究の相対化も考えていきたい。

以上に述べたように、本研究は、歴史叙述

に重要な役割を果たすようになった木簡など

出土文字資料のもつ情報を一元的に管理し、

結集した知を新たな資料の情報抽出に役立て

る、知の循環（スパイラル）を確立させ、資源

化を図ることを目的とする。

この目的の実現のために、まず木簡など出

土文字資料の生の情報を効率的に抽出 ・保存

するシステムと、木簡に関するさまざまな知

を結集するシステムを構築した上で、それら

の成果をこれまでの研究で開発した木簡の文

字画像データベース「木簡字典」と、木簡釈

読支援システム「Mokkanshop」に組み込ん

で統合・拡充し、出土文字資料に関する情報

の効率的な資源化と活用を図りたい。そして

研究代表者の所属する奈良文化財研究所（以

下、奈文研）でなければ果たし得ない出土文

字資料のセンター的機能を果たしていきた

し＼。

本研究によって、木簡など出土文字資料に

関する知の結集と資源化の枠組みを完成さ

せ、そのシステムを軌道に乗せることができ

れば、現在も時々刻々増加している木簡など

出土文字資料の調査・公開 ・活用を飛躍的に

容易に行えるようになるだけでなく、一般の

方々にも木簡など出土文字資料を、生きた歴

史資料として身近に感じていただけるように

なろう。実現にはまだ乗り越えるべき課題も

残されているが、第1期、第2期と続けてきた

研究を統轄した総仕上げと位置付けるべき研

究成果は、木簡など出士文字資料だけでなく、

歴史を組み立てるさまざまな資料の取り扱い

の範となり得るものと考える。全国の木簡の

7割を現に保管する機関に相応しい責務を果

たすべく、申請研究を進めていきたいと考え

る。
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I -1-2-3 当初の研究計画

本研究はA・B・C・Dの4つの柱からな

る。まずその概要を述べる。

A、木簡など出土文字資料情報の検索機能

の拡充・強化 ：画像による検索機能を構築し、

未解読資料・記号など非文字資料の検索と、

形状による検索機能を構築する。オフライン

認識の強化とオンライン認識にも取り組む。

出土文字資料の字体・字形などの研究を行

う。

B、木簡など出土文字資料画像の資源化と活

用拠点の構築 ：奈文研ほかの調査・保管す

る写真のデジタル化の推進、新規カラー撮影

と全国出土文字資料画像の収集、及び収集デ

ータの一元的管理・活用機能の構築を図る。

C、出土文字資料統合データベースの構築 ：

Mokkanshopと木簡字典の統合を図り、アノ

テーションツールを活用した出土文字資料統

合データベースを構築する。

D、出土文字資料以外の資料との連携拡充

：正倉院文書を初めとする出土文字資料以外

の文字資料との連携、文字認識研究への情報

発信 ・連携を推進する。

以下では、申請当初の研究計画を略述する。

平成25年度

本研究は、 A~Dを並行して進めるが、い

ずれも長期のスパンの研究になる見込みであ

る。このため年度による仕分けの困難な部分

も多いので、初めに平成25年度の計画を摘記

した上（記号は平成26年度以降に対応）計画

の全容を記す。年度毎の研究進行予定と分担

は5頁の表に示した。

A(1)木簡の情報を一元的に管理するためのア

ノテーションソフトの開発に着手して {3版の

完成させる。

A(2)②奈文研保管の平城京跡出土木簡のうち

約2,000点のカラー撮影を行う。但馬国府・

国分寺館、下関市を初め、全国の機関の協力

を得て木簡など出土文字資料の写真撮影に赴

き、データの収集に努める。 (28年度まで継

続）

B(1)ウ厖大な削屑の出土に対応するため、形

状による検索機能をもつソフトの B版を完成

させる。

B(3)古代の木簡の文字の標準字体の一覧を作

成し、異体字関係を明らかにする。 (26年度

まで）

A(2)①奈文研保管の木簡キャビネ写真のう

ち、約2,000点をデジタル化する。(27年

度まで）

B(4)木簡研究文献データベースの基礎データ

とするため、各木簡を資料として用いた論文

リス トの作成を開始し、データベースとして

の表示方法を検討する。（データ収集は29年

度まで）

C(2)東京大学史料編纂所と「電子くずし字字

典データベース」の連携強化を図る一方、「木

簡字典」への搭載に向けて、構築中の正倉院

文書データベースの構築の連携形態を決め

る。 ．

C(3)奈良で開催される IG S (International 

Graphonomics Society) に参加する。

平成26年度以降 （研究の全体計画。年度ごと
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の割り振りは省略）

A、木簡など出土文字資料の情報抽出の効率

化

(1)資料の情報を効率的に管理・活用するシ

ステムの開発

これまでの研究で、木簡など出土文字資料

の研究拠点を担うデータベースの方向性はか

なり見通しを描けるようになってきた。とこ

ろが、反面明確になってきたのは、データベ

ース化するまでの作業の非効率性である。現

物の観察は調査者個人の力量によるとして、

調査者が引き出した情報の管理が見取図（記

帳）、写真、メモなど個別バラバラで、デー

タベース化にあたっては、そのバラバラな情

報を個別にデータ化し、それをさらにデータ

ベースに再構成する必要があった。

日々増大する厖大な資料に対処するために

は自ずと限界がある。そこで、全ての情報を

画像に一元的にアノテーション（注記）の形

で付与してこれを管理し、データベース化に

あたっては必要な情報を抽出して活用する方

式の構築を模索している。一つの画像に重層

的にアノテーションを付与して、あらゆる情

報を画像に集約管理できる機能をもつこのア

ノテーションソフトが開発に成功すれば、画

像を切り出してデータを付与するという方式

から、画像にアノテーション（注釈）を付け

て管理する方式に転換できるため、大幅な作

業の省力化と、木簡など出土文字資料の情報

の管理・活用に飛躍的な成果をもたらすこと

が期待できる。

(2)情報そのものの拡充

①既撮影写真のデジタル化のさらなる推進

奈文研が調査・保管する木簡の写真フィル

ム（残り 4割 8,000点弱）のデジタル化と、

各地の機関が調査・保管する資料の収集を、

各機関の協力を得ながら行う。

②新規撮影

各地の機関が調査・保管する資料の新規撮

影と、奈文研が調査保管する木簡の新規カラ

一撮影（優品約 1万点余り。削屑は除く）と

赤外線撮影を行う。

B木簡など出土文字資料の知の結集

(1)検索機能の強化

ア、未解読資料の検索機能を構築し、読め

ていない文字の検索を可能し、似た字形の文

字の検索を容易にする。

イ、墨書土器などに多く見られる記号など

非文字資料の検索機能を構築し、研究者の経

験と勘に頼らざるを得なかった記号研究の大

幅な進展をめざす。

ウ、形状による検索機能を構築し、相互に

接続する木簡の抽出を容易にする。これを木

簡、特に削屑の調査に活用し、厖大な資料の

整理 ・保管の効率化を図る。

エ、木簡の文字の字体の研究成果を取り入

れつつ筆順を加味しない文字認識（オフライ

ン認識）の精度向上を図り、合わせて第 2期

研究で実現できなかった、筆順を加味した文

字認識（オンライン認識）にも取り組む。

(2)画像検索の出土文字資料以外の資料へ

の応用

正倉院文書には、木簡と異なり比較的崩れ

た字形の文字が散見される。読めていない文
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字の検索を含め、正倉院文書研究との連携に

応用する。また、記号的なものという点では、

紙の文書の花押などの比較も可能になる。花

押については東京大学史料編纂所の『花押か

がみ』という研究成果があるが、経験と勘を

超えた客観的な比較検討に出土文字資料の研

究を活かしたい。

(3)出土文字資料の字体の研究

本研究には木簡文字の骨組み、すなわち筆

画の基本構成（字体）の研究が不可欠である。

単なる見かけ上の類似だけでなく、骨組みの

類似した文字を検索できるようにし、釈読精

度を高める。木簡に登場する文字種は 2,000

余りである。実例の収集とデータベースヘの

搭載と合わせ、それらの基本字形のヴァリエ

ーションを実例から帰納し、文字の筆順を加

味しない、いわゆるオフライン認識の一層の

拡充を図る。なお、字形の帰納には、楷書を

基本とする経巻の文字との比較検討が欠かせ

ないため、 DVD-Rで公開されている正倉院

聖語蔵の経巻群などのデータを積極的に活用

する。

(4)周辺データベース群の充実

当該木簡の周辺のさまざまな情報を簡便な

形で参照できるシステムを構築する。位置情

報を加味し地図上で出土地を示したり、共伴

木簡や土器 ・瓦などの関係遺物、出土遺構な

どを表示したりできるようにする。平城宮 ・

京跡の発掘成果の包括的データベースヘの発

展を視野に入れる。

また、木簡に関する研究文献データベース

を構築する。当該木簡に関して言及した文献

が即座に検索できれば、その木簡に関する研

究の現状と問題点の把握が容易になり、当該

木簡の研究水準の共有が可能になる。研究分

担者の法政大学の小口雅史氏が作成した古代

史文献データベースとの連携を図っていきた

し）。

C、出土文字資料統合データベースの構築と連

携の拡充

(1)統合データベースの構築

「Mokkanshop」を画像からの扉、「木簡字

典」をテキストからの扉と位置付け、両者に

木簡研究拠点データベースの二つの扉として

その中核機能を担わせ、これらの周辺にさま

ざまな知識データベースを、相互に往来でき

るデータベース群として配置するという新し

い統合データベースを実現する。さらに、 X

MLによるデータの蓄積を図り、画像にアノ

テーション（注釈）を付けてデータを管理す

る方向へ移行させ、あらゆる情報を画像に集

約し管理できるシステムを構築する。そして、

複数のデータベースの横断検索という従来の

方向を改め、重層的に蓄積した厖大な情報に

基づく垂直的で、かつ必要に応じてデータを

抽出して個別にもデータベース化できるよう

な、自在なデータベースヘと転換を図りたい。

これは木簡に限らず、墨書土器、文字瓦な

どの出土文字資料への汎用性をもつシステム

である。既開発の「墨書土器字典」の拡充を

初め、その他の出土文字資料全般への応用を

めざしたい。

(2)出土文字資料以外の文字資料との連携

私たちは既に奈文研と東京大学史料編纂所
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との機関相互の連携として、「木簡字典」と

「電子くずし字字典データベース」（研究分

担者の井上聡氏らが中心となって構築・運

営）との連携検索を実現している。今後正倉

院文書（東京大学史料編纂所でデータベース

を化を推進中。その中心的役割を担う山口英

男氏の基盤研究 (A)に、研究代表者渡辺晃宏

は研究分担者として参加）をはじめとする古

代の文書だけでなく、経典、典籍などの古文

書以外への拡充、また中世・近世への時代的

拡充を容易にする。経典については、漢字字

体規範データベースHNGが、研究分担者の

高田智和氏も参加した元北大教授の石塚晴通

氏を中心とするグループで構築・公開されて

いる。また、石山寺の一切経については私自

身も網羅的な調査を実施しており、巻首・巻

末について全巻の写真が奈文研に保管されて

いる。経典の文字のデータベース化は、技術

的には比較的容易に実現できる。一方、中世

以降の古文書の文字については、東京大学史

料編纂所の長年にわたる研究蓄積があり、こ

れも人的資源を投入できれば拡充は容易であ

る。

木簡以外の出土文字資料や経典、古文書と

ともに、 B(1)で述べた読めない資料のデー

タヘの応用を図る。それは、私たちのスキル

不足で読めない難読文字と、元々抽象的な意

味合いをもつ記号、ないし記号的なもの（東

京大学史料編纂所が研究を進めてきた花押な

どもその範疇）である。これまでのデータベ

ースから抜け落ちてきたこれらの資料群を、

歴史資料として活用する道を開く 。

(3)文字認識研究への情報発信・連携

2013年に奈良で開催される IGS  

(International Graphonomics Society) に参加

するほか、文字認識に関わる国際学会、 I C 

P R (International Conference on Pattern 

Recognition)、DAS (International Workshop 

on Document Anaiysis System)などに参加し、

木簡の文字認識成果を世界にアピールする。

（渡辺晃宏）
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I -l-3 研究発表

a、雑誌等掲載論文計 (68)件 うち査読付論文 計 (37)件 （ゴチックはII-1に転載したもの）

著者名 吾nllff 文 標 題

渡辺晃宏・方国花 木簡データベース・木簡庫の公開

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

奈良文化財研究所紀要2018 有 2 : 0 : 1 : 8 20・21 ． 

著者名 I 吟nllll 文 ＇標 題

渡辺晃宏 I 木簡字典15年の歩みと課題

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

情報処理学会研究報告人文科学研究会 有 vol.2017- 2:0:1:s 1-8 
第115回研究会予稿集 CH-115 ＇ ＇ 

I 

＇ 
I 

＇ 
＇ ＇ ＇ (6) I 

＇ ＇ 
＇ ＇ ＇ 

著 者名 I 玲nIIR 文 標 題

渡辺晃宏 I 木簡データベースの高次化とMOJIZO

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

奈良文化財研究所編『デジタル技術で魅せる文化財 無 2 : 0 : I : 8 69-104 
ー奈文研と ICT』

I I I 

I I I 

＇ 
I ヽ

著者名 I 吟nIHl 文 標 題

渡辺晃宏 I 出土文字資料からみた青谷横木遺跡

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

鳥取県埋蔵文化財センター 無‘‘‘ 2 : .0 : .I : • 8 227-243 
『青谷横木遺跡皿ー自然科学・総括編』 ． I 

＇ , 
＇ 
． 

著者名

渡辺晃宏

雑誌名

佐藤信編『史料・史跡と古代社会』

論文標題

宮町遺跡出土木簡と紫香楽宮

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 2 : 0 : I : 8 218-247 

著者名 I 吟nlffl 文 標 題

渡辺晃宏 I 月城核字出土木簡と日本古代木簡の比較

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

韓国木簡学会創立10周年記念国際学術会議お束アジア 無 2:0:1:7 1-18 
の古代都城の築造儀礼と月城核字木簡」予稿集

I I I 

I I I ． 

著者名

渡辺晃宏・未代誠仁

雑誌名

画像ラボ

論文標題

文字の世界をひら く一文字画像データベース＼IOJIZOの開発ー

＇査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 28-IO I 2 : O : I : 7 22-29 

著者名

Kha Cong Nguyen, Cuong Tuan 
Nguyen and Masaki Nakagawa 

雑誌名

論文標題

IEICE Trans. on Inf. & Syst. 
A segaen ta I i翫悶t号五9に言In:］亨。亨主『屯：；；2；／;
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著者名 I 吾nlffl 文 標 題

未代誠仁 | 文字画像検索システムMOJIZOについて

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

情報処理学会研究報告人文科学研究会第115回研究会予 無 vol. 2017- 2 : 0 : 1 : 7 I・ 2 
稿集 CH-115 (7) 

9 9 9 

． 
＇ 

， 
＇ ＇ ＇ 

著 者名 芸nl!8 文 標 題

未代誠仁 字形検索サービスにおける文字認識技術の活用

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

第3回日本語の歴史的典籍国際研究集会発表要旨 ・ 細ヽ•ヽヽ 2 : 0 : 1 : 7 11-12, 56-59 
発表資料集（国文学研究資料館） '''  

＇ 
． 

＇ , ． • 

著者名 吾nllll 文 標 題

Akihito Ki tadai, Miyuki Inoue, Technologies and Irnprovernents of Irnage Search Service for 
Yu i chi Tanaka, Guohua Fang, Handwritten Character Pat terns on Japanese Historical Documents 
Hai ime Baba, Akihiro Watanabe 

and Sa tosh i Inoue 

雑 誌 名 査読の有無 ・ 巻 発行年 最初と最後の頁

Proceedings of the 14th International Conference 有 2 : 0 : I : 7 1180-1185 
on Document Ana I ys is and Recognition (I CDAR 2017) '''  , 

＇ 
． 

’ ＇ 
， 

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

10. 1109/ICDAR. 2017. 195 

著者名 論 文 標 題

乗代誠仁、高田祐一、井上幸、 字形画像をキーとしだ「青報検索による古文書デジタルアーカイブ活用への

方国花、馬場基、渡辺晃宏、井上聡 効果

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

情報処理学会論文誌 有 59-2 2:0:1:s 351-359 

著者名 | 吾n11B 文 標 題

馬場基 | 歴史的文字に関する経験知・暗黙知の蓄積と資源化の試み

雑 誌 名

情報処理学会研究報告人文科学研究会第115回研究会

著者名

馬場基

予稿集

雑誌名

佐藤信編『史料 ・史跡と古代社会』

著者名

渡辺晃宏

雑 誌 名

鈴木靖民 ・荒木敏夫 ・川尻秋生編『日本古代の道路と

景観ー駅家 ・官街 ．寺ー』

著者名

渡辺晃宏

雑誌名

査読の有無 巻 発行年

vol. 2017-CH 2 : 0 : I : 7 
-115 (9) '''  ． 

＇ 
． 

論 文標題

門の格からみた宮の空間

最初と最後の頁

1-4 

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 2 : 0 : I : 8 365-391 

吾"1111 文 標 題

出土文字資料から伊場遺跡群を考える

査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

無 2 : 0 : I : 7 325-358 
＇ 

I 

＇ ， ， 
＇ 

論 文標題

いわゆる因幡国戸籍の成立と伝来

査読の有無 1 巻 1 発行年

2: 0 : 1 : 
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著者名 玲nlffl 文 標 題

渡辺晃宏 『万葉集』から平城宮を考える

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

美夫君志 細‘‘‘ 93 2 : 0 : 1 : 7 16-36 

著者名 吾nl!ll 文 標 題

渡辺晃宏 平城宮・京跡出土駅家関係木簡の再釈読

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

奈良文化財研究所紀要2016 有 2 : 0 : I : 6 34・35 

著者名 論文標題

未代誠仁井上幸，高田祐一， 木簡およびくずし字のデジタルアーカイブを文字画像で検索するサービスの

方国花馬場基渡辺晃宏井上聡 実装

雑誌名 査読の有無 巻 発行年最初と最後の頁

情報処理学会人文科学と コノ‘ ピュータンノポジウム 有 ー 2 : 0 : .I , : 6 19-24 
「じんもんこん2016」論文集 ，I I I I ． I 

著 者名 吟n1111 文 標 題

A. Ki tadai, Y. Takata, M. Inoue, A Web Based Service to Retrieve Handwritten Character Pat tern Images 
G. Fang, H. Baba, A. Watanabe, on Japanese Historical Documents 

S. Inoue 

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

Proc. 6th Conf. Japan Association for Digi ta! 有 2 : 0 : I : 6 57 
Humanities OADH 2016) '''  ． I ， ． 

著者名

乗代誠仁

雑 誌名

論文標題

デジタル技術による分析と経験値の融合にむけて

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

高田智一、他編 「漢字字謄史研究」（勉誠出版） 無 2
 

2 : 0 : 1 : 6 331-346 

著者名

馬場基

雑誌名

論文標題

歴史的文字に関する経験知 ・暗黙知の蓄積と資源化の試み

＇査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

高田智一、他編 「漢字字證史研究」（勉誠出版）

著者名

笹原宏之

雑誌名

日本語学

著者名

Jianiuan Liang, Bilan Zhu, Taro 
Kumagai and Masaki Nakagawa 

IEICE Trans. on Inf. & Syst. 

無 2 I 2 : o : 1 : 6 I 283-299 

論 文 標 題

漢字の字体・ 字形と規範意識

査読の有無 巻 発行年 I最初と最後の頁

無 35-12 2: 0: 1: 6j 30-46 

吾n冊 文 標 題

Character-Position-Free On-I ine Handwritten Japanese Text 
Recognition by Two Segmentation Methods 

無 ~118 1

著者名 論文標題

Cuong Tuan Nguyen, Bilan Zhu andl Semi-Incremental Recognition of On-line Handwritten Japanese Text 
Masaki Nakagawa 

雑誌名
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Ⅰ－1－3　研究発表
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著者名

渡辺晃宏

論文標題

城山山城出土木簡管見

雑 誌 名

奈良文化財研究所『日韓文化財論集』
査読：有無I: | 2?。[:6|最初2こ色21；8の頁

著者名 翌nlffl 文 標 題

渡辺晃宏 日本歴史学における木簡研究成果

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

日韓木簡ワークショップ発表論文集『木簡研究の成果』 無 2:0:1:6 71-98,197-21 
（ソウル大學校人文学研究院教授李丞宰編 ' ''  ， ， 

’ 
， 

＇ • ， 

論文標題著者名

笹原宏之 会意によらない一つの国字の消長ー一「甦 」を中心に

雑誌名 査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

『国語文字史の研究』和泉書院 無 2 : 0 : I : 6 65-83 

著者名 論文標題

笹原宏； 誌 名I国字（日本製漢字1)査：門：；れ1てき:唐代『1莫::E：文「；：：；：：名頁

I 2 : o : I : 6 I 『東アジア言語接触の研究』関西大学出版部

著者名

山口英男

雑誌名

日本史研究

著者名

渡辺晃宏

無 1-39 

吟nffff 文 標 題

正倉院文書の 〈書類学〉

査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

有 643 2 : 0 : 1 : 6 1-20 

委n/HI 文 標 題

都城出土の出雲・伯者・因播地域の荷札木簡

雑誌名

木簡学会『木簡研究』
．査読：有無I: I 2:。1口l:6|最初3]冒:4の頁

著者名 論 文 標 題

乗代誠仁，馬場基， 渡辺晃宏， 古文書字形デジタルアーカイブのための検索システムの試作

井上聡，久留島典子，中川正樹

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

じんもんこん論文集 有 2:0:1:s 9-15 

著者名 論文標題

渡辺晃宏 時を測るものさしとしての木簡

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年最初と最後の頁

奈良文化財研究所編・クバプロ発行 無 2 : 0 : 1 : 5 51-90 
『遺跡の年代を測るものさしと奈文研』 I I I I I I 

著 者名 | 論 文 標 題

馬場基 | 古代日本の動物利用

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

松井章編『野生から家畜へ』（食の文化フォーラム33)、 無 33 2 : 0 : 1 : 5 73-97 
ドメス出版

， 
＇ 

I 

' '  ． I 
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著者名

山本崇

雑誌名

論文標題

菅原行幸考一平城遷都前夜のヤマト盆地北部

＇査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

舘野和己編 『日本古代のみやこを探る』勉誠出版 無 2 : 0 : 1 : 5 73-97 

著者名 吾"/Hl 文 標 題

山本祥隆 都をつくる、寺をつくる一造平城京司と造輿福寺仏殿司についての覚書一

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

舘野和己編『日本古代のみやこを探る』勉誠出版 無 2 : 0 : I : 5 98-115 

著者名

山本崇

雑 誌名

奈良文化財研究所紀要20158

圭p岡 文 標 題

飛鳥寺の刻書瓦

査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

有 2 : 0 : 1 : 5 52-55 

論 文 標 題

尺 の；と技： 東京大学史料編I~；:：:：< |ず:5；:]［三：戸竺の頁
著者名

渡辺晃宏

雑 誌名

岩波講座『日本歴史』第3巻古代3

論文標題

平城京と貴族の生活

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 2 : 0 : I : 5 141-178 

著者名 | 芸nlffl 文 標 題

渡辺晃宏 | 都城出土の出雲・伯者・因播の荷札木簡

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

木簡学会出雲特別研究集会 『木簡からみた古代の山陰 無 2 : 0 : I : 4 107-156 
ー木簡と地域社会の諸相ー』

'''  
＇ 

I I 

著 者名 I 吟n岡 文 標 題

渡辺晃宏 | 古代木簡研究の意義と情報技術の価値

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

人文科学とコンピュータ（情報処理学会） 無 2014-CH- 2:0:1:4 1-5 
102(10) ＇ 

I 

＇ ． I 

＇ I I ， 

著者名 | 吾nlffl 文 標 題

馬場基 | 古代木簡研究における情報の活用と今後の課題

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行 年 最初と最後の頁

人文科学とコンピュータ（情報処理学会） 無 2014-CH- 2:0:1:4 1-3 
102(12) 

I I ， 
， I I 

著 者名 | 論 文 標 題

井上幸 | 古代木簡研究におけるデジタルデータの整理と集積

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

人文科学とコンピュータ（情報処理学会） 無 2014-CH- 2:0:1:4 1-4 
102(11) 

， I 

＇ I I I 

I I I 
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著者名 吾n11R 文 標 題

未代誠仁 古文書デジタルアーカイビングを支える情報技術

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

日本印刷学会誌 無 5 1 2 : 0 : 1 : 4 19-26 

著者名 論文標題

乗代誠仁，白井啓一郎，馬場基， 古文書デジタルアーカイブに対する横断的字形検索サービスの試作

渡辺晃宏，井上聡，久留島典子，

中川正樹

雑誌名 査読の有無 巻 発行年最初と最後の頁

情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム 無 2014-3 2 : 0 : 1 : 4 87-92 
「じんもんこん2014」論文集 ... ... . . 

著者名 呑n岡 文 標 題

未代誠仁， 白井啓一郎，馬場基 古文書字形検索サーバの設計と試作

渡辺晃宏井上聡久留島典子，

中川正樹

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

日本情報考古学会講演論文集 細’‘‘‘ 2014-13 2 : 0 : 1 : 4 75-77 

著者名

笹原宏之

雑誌名

HUMAN 

論文標題

日本における漢字に対する加工とその背景

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 7
 

2 : 0 : I : 4 58-65 

著者名

山本崇・高尾浩司•藤井裕之（共著）

雑誌名

奈良文化財研究所紀要2014

論文標題

鳥取県良田平田遺跡の出土文字資料

査読：有無I: | 2:。1□[4| 最初：2i!J.5~の頁

著者名

井上聡

雑誌名

情報の科学と技術

論文標題

東京大学史料編纂所「電子くずし字字典データベース」の概要と展望

．査読：有無I6:4 | 2 ：゜ f□［ 4 | 最初1:6~l:0の頁
著者名 論 文 標 題

桑田訓也 出土文字資料から見た水産資源

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

季刊考古学 有 128 2 : 0 : 1 : 4 80-82 

著者名 委nllll 文 標 題

Bilan Zhu and Masaki Nakagawa A Robust Method for Coarse Classifier Construction from a Large 
Number of Basic Recognizers for On-I ine Handwri t・ten Chinese/Japanese 

Character Recognition 

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

Pat tern Recognition 有 47 2 : 0 : 1 : 4 685-693 

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

http://dx.doi.org/10. 1016/i. patcog. 2013. 08. 011 
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著者名 芸n冊 文 標 題

方国花
｀ 

「岡」の使用法から見た古代東アジア諸国の漢字文化

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

国語文字史研究会『国語文字史の研究』（和泉書院刊） 無 14 2 : 0 : 1 : 4 61-87 

著者名 吾nlffl 文 標 題

Bin Chen, Bi Ian Zhu and Masaki Training of an On-line Handwritten Japanese Character Recognizer by 

Nakagawa Artificial Patterns 

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

Pat tern Recognition Letter 有 35 2 : 0 : I : 4 178-185 

掲載論文のDOI（デジタルオプジェクト識別子）

http://dx.doi.org/10. 1016/i. patrec. 2012. 07. 012 

著者名

渡辺晃宏

雑

'論文標題

誌 名

角谷常子編『東アジア木簡学のために』汲古書院刊

墨書のある木製品とその機能ー東アジア木簡学の確立のために一

．査読：有細I: | 2:。イロ[4| 最初;1~21:1の頁

著者名 論文標題

渡辺晃宏 出土文字資料からみた平城京の役所と暮らし

雑誌名 査読の有無 巻 発行年最初と最後の頁

奈良文化財研究所『日中韓古代都城文化の潮流』 無 - 2 ; 0 9 ; 1 9 ; 3 31-64 
クJ'{¥プロ刊 I 9 I 9 I 9 

著者名 吾nllll 文 標 題

Phan Van Truyen, 中川正樹， 像集録システムの設計と実現

馬場基

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

情報考古学 有 19-1・2 2 : 0 : 1 : 3 1・2 

著者名 吟nffll 文 標 題

Aki hi to Ki tadai, Kei ichi Shirai, Image processing and shape repairing for historical character 

Satoshi Inoue, Noriko Kurushima, pattern retrieval. 

Haiime Baba,Akihiro Watanabe and 
Masaki Nakagawa 

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

Proc. 16th Biennial Conference of the 有 I 2 : 0 : I : 3 58-61 

International Graphonomics Society. 
I ， ， 
I I I 

I ， ， 

著者名 翌nllll 文 標 題

K. Shirai, Y. Endo, A. Kitadai, Character Shape Restoration of Binarized Historical Documents by 

S. Inoue, N. Kurushima, H. Ba Smoothing via Geodesic Morphology 

ba, A. Watanabe,M. Nakagawa 

雑・ 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

Proc. 12th International Conference on 有 1 2:0:1:3 1317-1321 

Document Analysis and Recognition 
， I I 

＇ 
I I 
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著者名 翌pl!11 文 標 穎

未代誠仁白井啓一郎遠藤友樹 古代木簡に対する平滑化処理の適用および古代木簡解読支援システムのアッ

中川正樹馬場基渡辺晃宏 プデート

井上聡久留島典子

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

情報処理学会人文科学と コンピュータシンポジウム 有 2013-4 2 : 0 : I : 3 65-70 
「じんもんこん2013」論文集

I I I 

I I 

＇ 

著 者名

馬場基

雑誌名

角谷常子編『東アジア木簡学のために』汲古書院刊

論文標題 ・

書写技術の伝播と日本文字文化の基層

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 2 : 0 : I : 4 227-250 

著者名 I 吟nlffl 文 標 題

馬場基 I 文献資料から見た古代の塩

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

『塩の生産・流通と官術 ・集落』奈良文化財研究所研 細‘‘‘ 2 : 0 : I : 3 11-35 
究報告第12冊

I I I 

I I 

＇ 

著 者名

笹原宏之

雑誌名

野村雅昭編『現代日本漢語の研究』東京堂出版刊

著者名

笹原宏之

雑 誌名

韓国文化研究

著者名

笹原宏之

雑誌名

日本語学・日本語教育

玲nllll 文 標 題

漢語表記のゆれ

査読の有無 巻 発行年 I最初と最後の頁

無 2 : o : 1 : 3 I 261-287 

玲nffB 文 標 題

現代の韓国の漢字 ・日本の漢字

査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

有 25 2 : 0 : 1 : 3 249-263 

吟n11B 文 標 題

日本古代の習書木簡と下級官人の漢字教育 日本語の文字・表記

＇査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 3
 

2 : 0 : 1 : 3 121-154 

著者名

山口英男

雑誌名

正倉院文書研究

論文標題

正倉院文書に見る「間食」の意味について

査読の有無 1 巻 1 発行年 1最初と最後の頁

無 13 2 : 0 : l : 3 154-170 

著者名 l 論文標題

山口英男 I 正倉院文書に見る文字の世界

雑誌名 査読の有無 巻 発行年最初と最後の頁

国立歴史民俗博物館 ・平川南編 無 ー 2 : 0 : 1 : 4 146-171. 
『古代日本と古代朝鮮の文字文化交流』大修館書店刊 I I I I I 

著 者名 玲nl!ll 文 標 題

小口雅史 ・片山章雄 デジタルアーカイブ検索機能を有する木簡解読支援システム在ヘルシンキ

・マンネルヘイム断片コレクションの調査と成果概要

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

西北出土文献研究 有 II 2 : 0 : I : 3 37-50 
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著 者名 吟n/11l 文 標 題

Bi Ian Zhu and Masaki Nakagawa 贔Rob訃；tBMe.tho心forCoarse Cta6sif ier悩it闘iotrl)1pon h¥゚ma九闊靡iNu er as1c cogn1zt『for n-!Ile Wfl en C nese ese 
arac er Recogn n 

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

Pattern Recognition 有 47 2 : 0 : 1 : 4 685-693 

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

http://dx.doi.org/10. 1016/i. patcog. 2013. 08. 011 

b、学会発表計 (49)件 うち招待講演計 (3)件

発表 者 名 発 表 標 題

渡辺晃宏 耽羅鰻をめぐる耽羅と日本の交流

学会等名 発表年月日 発表場所

2018耽羅史国際学術大会（済州市、大韓民国） （招待講演） 2018年3月9日 済州市（大韓民国）

（国際学会）

発表 者 名 発 表 標 題

渡辺晃宏 木簡字典15年の歩みと課穎

学会等名 発表年月日 発表場所

情報処理学会人文科学研究会第115回研究発表会 2017年8月4日 東京大学史料編纂所（東京）

発表者名 発 表 標 題

渡辺晃宏 月城核字出土木簡と日本古代木簡の比較

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

韓国木簡学会創立10周年記念国際学術会議（国際学会） 2017年10月19日 慶州市（大韓民国）

発表 者 名 発 表 標 題

Nam Tuan Ly, Cuong Tuan Nguyen. Deep Convolutional Recurrent Network for Segmentation-free Offline 
Kha Cong Nguyen and Masaki Handwritten Japanese Text Recognition 

Nakagawa 

学会等名 発表年月日 発表場所

Int'1 Workshop on Multilingual OCR（国際学会） 2017年11月11日 京都テルサ（京都市南区）

発表 者 名 発 表 標 題

末代誠仁 文字画像検索システム＼IOJIZOについて

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

情報処理学会人文科学研究会第115回研究発表会 2017年8月4日 東京大学史料編纂所（東京）

発表者名 発 表 標 題

未代誠仁 デジタルアーカイブの利活用を促進する情報検索技術の研究を通して感じた

課題

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

情報処理学会人文科学研究会第114回研究発表会 2017年5月13日 龍谷大学大宮キャンパス

（京都市）
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発表者名 発 表 標 題

未代誠仁 字形画像による情報検索技術の可能性と課題

学会等名 発表年月日 発表場所

東京大学史料編纂所公開研究会「歴史学と情報ー研究資 2017年6月28日 東京大学史料編纂所（東京）

源の新たな利活用に向けて」（招待講演）

発 表者名 発 表 標 題

未代誠仁 字形検索サービスにおける文字認識技術の活用

学会等名 発表年月 日 発表場所

第3回日本語の歴史的典籍国際研究集会（招待講演） 2017年7月28日 国文学研究資料館（東京）

発表者名 発 表 標 題

Akihito Ki tadai, Miyuki Inoue, Technologies and Improvements of Image Search Service for Handwi t ten 
Yuichi Tanaka, Guohua Fang, Character Pat terns on Japanese Historical Documents 
Haiime Baba, Akihiro Watanabe 

and Sa tosh i Inoue 

学会等名 発表年月日 発表場所

The 14th Internal ional Conference on Document Ana!y 2017年11月15日 Kyoto Terrsa CJ apan) 
sis and Recognition（国際学会）

発 表者名 発 表 標 題

未代誠仁 「第21回P悩IUアルゴリズムコンテス トCH賞受賞式」

パネルディスカッション（パネリス トとして登壇）

学会等名 発表年月日 発表場所

情報処理学会人文科学研究会第116回研究発表会 2018年1月27日 函館コミュニテイプラザ
Gスクエア（北海道）

発表者名 発 表 標 題

未代誠仁 現代のロゼッタ ・ストーンができた！古文書の読めない文字を読み解く

アプリ

学会等名 発表年月日 発表場所

つくばサイエンスエッジ（つくばScienceEdge2018実行委員会） 2018年3月23• 24日 つくば市（茨城県）

発表標題発表者名

馬場基 歴史的文字に関する経験知 ・暗黙知の蓄積と資源化の試み

学会等名 ＇ 発表年月日 1 発表場所

情報処理学会人文科学研究会第115回研究発表会 2017年8月4日 東京大学史料編纂所（東京）

発表者名 発 表 標 題

Kha Cong Nguyen, Masaki Nakagawa Enhanced Character Segmentation for Format-Free Japanese Text 
Recognition 

学会等名 発表年月日 発表場所

International Conference on Frontiers in Handwritin 2016年10月01日 深訓市 （中国）

g Recognition (I CFHR2016) （国際学会）
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発表者名 発 表 標 題

Hung Tuan Nguyen, Cuong Tuan Preparation of an Unconstrained Vietnamese Online Handwriting 
Nguyen, Pham The Bao and Database and Recognition Experiments by Recurrent Neural Networks 

Masaki Nakagawa 

学会等名 発表年月日 発表場所

International Conference on Frontiers in 2016年10月01日 深訓市（中国）

Handwriting Recognition (I CFHR20 I 6) （国際学会）

発表者名 発 表 標 題

、 未代誠仁 古文書字形の研究成果を公開するための技術

学会等名 発表年月日 発表場所

日本デジタル ・ヒューマニティーズ学会JADH2016 2016年09月12日 福武ホール（東京都文京区）

プレシンポジウム

発表者名 発 表 標 題

未代誠仁 木簡およびくずし字のデジタルアーカイブを文字画像で検索するサーピスの

実装

学会等名 発表年月日 発表場所

情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム 2016年12月10日 国立国語研究所（東京都立

「じんもんこん2016」 川市）

発表者名 発 表 標 題

未代誠仁 歴史学の情報 part3～読めない文字への挑戦～

学会等名 発表年月日 発表場所

情報処理学会 IPSJ-One2017（招待講演） 2017年03月18日 豊田講堂（名古屋大学）

発表者名 発 表 標 題

馬場基 奈良文化財研究所における情報技術を活用した史料の利活用の促進

学会等名 発表年月日 発表場所

第5回東亜細亜史料研究編箕機関国際学術会議ー東 2016年11月08日 東京大学伊藤国際学術研究

京大学伊藤国際学術研究セ ンター会議ーアジア歴史資 センター特別会議室

料の編箕と研究資源化 （東京都文京区）

発表者名 発 表 標 題

馬場基 日本語文字情報の管理とその応用＞歴史字形データベースの可能性

学会等名 発表年月日 発表場所

日本デジタル ・ヒューマニティーズ学会JADH2016 2016年09月12日 福武ホール（東京都文京区）

プレシンポジウム

発表者名 発 表 標 題

久留島典子 学術資産とデジタルアーカイブズ

学会等名 発表年月日 発表場所

日本デジタル・ヒューマニティーズ学会JADH2016 2016年09月12日 福武ホール（東京都文京区）

プレシンポジウム



30

Ⅰ　本　　編

31

Ⅰ－1－3　研究発表

31

発表者名 発 表 標 題

久留島典子 日本における『知』の蓄積と共有一日本史史料の所蔵のあり方から考える

学会等名 発表年月日 発表場所

東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄付 2017年1月29日 東京大学法文2号館

研究部門主催シンポジウム （東京都文京区）

発表 者名 発 表 標 題

桑田訓也 日本における九九・暦関連出土文字資料とその研究動向

学会等名 発表年月日 発表場所

慶北大学BK21プラスグローカル歴史文化専門人力養成事 2016年II月18日 慶北大学校 （大韓民国・

業団・韓国木簡学会第3回国際学術大会古代世界の文 大邸広域市）

字資料と文字文化（招待講演） （国際学会）

発表者名 発 表 標 題

高田智和 ・守岡知彦 CHISEによる漢字字体のデジタル記述

一漢字字体規範史データベースを例として一

学会等名 発表年月日 発表場所

日本語学会2016年度春季大会 2016年05月15日 学習院大学（東京都豊島区）

発表者名 発 表 標 題

星野安治 ・浦蓉子 ・山本祥隆 年輪年代学的手法を用いた小型木製品の検討一平城宮・京跡出土斎串および

木簡の事例ー木簡解読支援のための画像ビューアの試作

学会等名 発表年月日 発表場所

第31回日本植生史学会 2016年II月20日 専修大学（東京都千代田区）

発表者名 発 表 標 題

星野安治・浦蓉子・山本祥隆 年輪年代学的手法による木簡研究の可能性

学会等名 発表年月日 発表場所

木簡学会第38回研究集会 2016年12月3日 奈良文化財研究所（奈良県

奈良市）

発表者名 発 表 標 題

杉本拓也藤森和博白井啓一郎 RGB色成分の線形和による木簡画像からの墨文字の抽出法

宮尾秀俊丸山稔

学会等名 発表年月日 発表場所

レーザ・レーダ研究会 ・レーザセンシングシンポジウム 2016年9月9日 長野県野沢温泉スパアリー

発表者名

笹原宏之

学会等名

上代文学会夏期セミナー

発表者名

笹原宏之

学会等名

口訣学会（国際学会）

発表標題

上代の字体入門

ナコンベンションホール

2oi二 |早稲田こ：京：こ区）

発 表 標 題

上代における日本製漢字の作製と使用

発表年月日 発表場所

2017年02月01日 韓国国立慶尚大学校統管

キャンパス
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発表者名

渡辺晃宏

学会等名

美夫君志会全国大会（招待講演）

発表者名

渡辺晃宏

学会等名

台湾中央研究院歴史語言研究所（招待講演） （国際学会）

発表者名

発表標題

『万葉集』から平城宮を考える

発表年月日 1 発表場所

2015年6月27日 中京大学（愛知県名古屋市）

発 表 標 題

奈良文化財研究所と日本の木簡研究

発表年月日 発表場所

2016年2月12日 中央研究院歴史語言研究所

（台湾・台北市）

発 表 標 題

Kha Cong NGUYEN, Masaki Nakagawa Text-Line and Character Segmentation for Offline Recognition of 
Handwritten Japanese Text 

学会等名 発表年月日 発表場所

IEICE technical report（国際学会） 2016年3月16日 産業技術総合研究所

臨海副都心センター

（東京都江東区）

発表者名 発 表 標 題

Kha Cong NGUYEN, Truyen Van A System to Annotate and Cluster Pieces of Mokkan 
PHAN, Masaki Nakagawa 

学会等名 発表年月日 発表場所

the 2015 Fourth ICT International Student Project 2015年5月23• 24日 東京農工大学

Conference（国際学会） （東京都武蔵野市）

発表者名 I 発 表 標 題

渡辺晃宏 | 都城出土の出雲・伯者 ・因播地域の荷札木簡

学会等名 発表年月日 発表場所

木簡学会出雲特別研究集会 2014年9月6日 大社文化プレイスうらら館

（島根県出雲市）

発表者名 発 表 標 題

Anh Due LE, Truyen Van PHAN, and A System for Recognizing Online Handwritten Mathematical Expressions 
Masaki NAKAGAWA and Improvement of Structure Analysis 

学会等名 発表年月日 発表場所

the 11th IAPR International Workshop on Document An 2014/4/13 Tours, France 
alysis Systems (DAS 2014) 

発表者名 発 表 標 題

Truyen Van Phan, and Masaki Construction of a Text Digitization System for N&#244;m Historical 
Nakagawa Documents 

学会等名 発表年月日 発表場所

The International Conference on Digi ta! Access to 2014/5/11 Madrid, Spain 
Textual Cultural Heritage (DATeCH2014) 
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発表者名 発 表 標 題

Truyen Van Phan, and Masaki Text/Non-Text Classification in Online Handwritten Documents with 
Nakagawa Recurrent Neural Networks 

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

The 14th International Conference on Frontiers in 2014/9/21 Crete, Greece 
Handwriting Recognition (I CFHR20 I 4) 

発表 者 名 発 表 標 題

Martin Bresler, Truyen Van Phan, Recognition System for On-line Sketched Diagrams 
Danie I Prus a, Masaki Nakagawa, 

＂ 
Vaclav Hlavac 

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

The 14th International Conference on Frontiers in H 2014/9/21 Crete, Greece 
andwr it i ng Recognition (I CFHR2014) 

発表者名 発 表 標 題

未代誠仁 古文書字形検索サーパの設計と試作

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

日本情報考古学会第33回大会 2014年9月27日 東京農工大学（東京都小金

井市）

発表 者 名 発 表 標 題

末代誠仁 古文書デジタルアーカイブに対する横断的字形検索サービスの試作

学 会 等 名

情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム

（じんもんこん2014)

発表 者 名

笹原宏之

学 会 等 名

世界漢字学会

発表 者 名

笹原宏之

学 会 等 名

漢字研究の最前線「木簡と人名の漢字について」

発表 者 名

山本崇

学 会 等 名

島根県古代文化センターシンポジウム「よみがえる古代

からのメッセージ～木簡が語る古代社会の実像

発表 者 名

発表年月日 発表場所

2014年12月13日 国立情報学研究所 (NII)

発表標題

「龍」の異様な象形文字の出現と変容

発表年月日 1 発表場所

2014年8月26日

発表標題

人名と漢字

発表年月日

2014年9月13日

発 表 標 題

因幡 ・伯者の古代木簡

発表年月日

2014年9月8日

韓国済州大学

発表場所

諸橋轍次記念館

発表場所

大社文化プレイスうらら館

（島根県出雲市）

発 表 標 題 →

山本崇 木簡調査研究におけるこけら経～堀切遺跡出土経をめぐって

学 会 等 名 発表年月日 発表場所

うなづき友学館特別講演会 2014年9月28日 うなづき友学館黒部市歴史

民俗資料館（富山県黒部市）
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発表者名 発 表 標 題

井上聡 地理情報蓄積ジステムの構築とSHIPS-DBによる活用

学会等名 発表年月日 発表場所

東京大学史料編纂所共同研究拠点と歴史情報 2015年1月24日 東京大学福武ホール

シンポジウム「史料情報の新たな発信」 （東京都文京区）

発表者名 発 表 標 題

Truyen Van PHAN, Hai irne BABA, Mok臥nnotator&#8211; A System for Archiving Mokkan Images, 
Akihiro WATANABE and Masaki 

NAKAGAWA 

学会等名 発表年月日 発表場所

Proc. 16th International Graphonomics Society 2013年06月11日 東大寺総合文化センター

Conference (IGS2014) （奈良市）

発表者名 発 表 標 題

Truyen Van Phan,. Hai ime Baba, A Re-Assembling Scheme of Fragmented Mokkan Images 
Akihiro Watanabe, and Masaki 

Nakagawa 

学会等名 発表年月日 発表場所

Proc. 2nd International Workshop on Historical 2013年08月1日 Washington D. C., USA 
Document Imaging and Processing (HIP'13), 

発表者名 発 表 標 題

A. Ki tadai, K. Shirai, S. Inoue, Image processing and shape repairing for historical character 
N. Kurushima. H. Baba, pattern retrieval 
A. Watanabe, M.Nakagawa 

学会等名 発表年月日 発表場所

Proc. 16th International Graphonomics Society 2013年6月11日 東大寺総合文化センター

Conference (IGS2014) （奈良市）

発表者名 発 表 標 題

末代誠仁 古代木簡に対する平滑化処理の適用および古代木簡解読支援システムのアッ

プデート

学会等名 発表年月日 発表場所

情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム 2013年12月12日 京都大学（京都市）

「じんもんこん2013」

発表者名 発 表 標 題

K. Shirai, Y. Endo, A. Kitadai, Character shape restoration of binarized historical documents by 
S. Inoue, N. Kurushima, H. Baba, smoothing via geodesic morphology 

A. Watanabe, M. Nakagawa 

学会等名 発表年月日 発表場所

Character shape restoration of binarized historical 2013年8月1日 アメリカワシントン、

documents by smoothing via geodesic morphology オムニホテル
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C、図書計 (11)件

著者名 出版社

奈良文化財研究所 クバプロ

書 名 発行年 総ページ数

『デジタル技術で魅せる文化財一奈文研と ICT』 2 : 0 : I : 8 194 

著者名 出版社

山本祥隆ほか（奈良文化財研究 河出書房新社

所編）

書 名 発行年 総ページ数

．．． 
見るだけで楽しめる！平城京のごみ図鑑最新研究でみえてくる奈良時代の暮らし 2 : 0 : 1 : 6 127 

＇ 
I I 

I I I 

著 者名 出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集：渡辺晃宏）

書 名 発行年 総ページ数

平城宮発掘調査出土木簡概報43 2 : 0 : I : 5 88 

著者名 出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集：渡辺晃宏）

書 名 発行年 総ページ数

平城宮発掘調査出土木簡概報44 2 : 0 : I : 5 16 

著者名 出版社

奈良文化財研究所 クバプロ

書 名 発行年 総ページ数

〈歴史の証人〉木簡を究める 2 : 0 : I : ・4 208 

著者名

笹原宏之 一
出版社

>JHK出版

書名

漢字と日本語の文化史
| 2:。1::41総ぺ2;。ジ数

著者名 出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集：山本祥隆•藤間温子
・座覇えみ）

書 名 発行年 総ページ数

地下の正倉院展 国宝平城宮跡出土木簡 2 : 0 : I : 7 16 

著者名 出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集：渡辺晃宏•藤間温子
・三輪仁美）

書 名 発行年 総ページ数

地下の正倉院展 式部省木簡の世界一役人の勤務評価と昇進一 2 : 0 : 1 : 6 16 
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著者名 ・出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集 ：桑田訓也・中村玲）

書 名 発行年 総ページ数

地下の正倉院展 造酒司木簡の世界 2 : 0 : I : 5 16 

著者名 出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集 ：山本祥隆・中川あや）

書 名 発行年 総ページ数

地下の正倉院展木簡を科学する 2 : 0 : l : 4 16 

著者名 出版社

奈良文化財研究所 奈良文化財研究所

（責任編集： 山本祥隆・渡邊淳子）

書 名 発行年 総ページ数

地下の正倉院展 木簡学ことはじめ 2 : 0 : I : 3 16 

d、研究成果による産業財産権の取得

〔取得〕 計（I)件

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

Mdkkanshop 独立行政法 商標登録第5307067号 2010年3月5日 国内

第9類木簡に記された文字 人国立文化

を判読するためのコンピュ 財機構 』

ータソフ トウェア、イ ンタ

ーネットを介してダウ ンロ

ードされるコンピュータソ

フトウェア

〔出願〕 計（3)件

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月 日 国内・外国の別

出土文字資料解読システム 馬場基・渡 独立行政法 特許、特願2016-164号 2016年1月4日 国内

及び装置 辺晃宏・方 人国立文化

國花・高田 財機構

祐ー・未代

誠仁

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

文字認識方法及び文字認識 渡辺晃宏・ 独立行政法 特許、特願2015-243661号 2015年12月14 国内

装置 馬場基・高 人国立文化 日

田祐ー・乗 財機構

代誠仁

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内 ・外国の別

出土文字資料解読システム 渡辺晃宏・ 独立行政法 特許、特願2015-234684号 2015年12月1日 国内

及び装置 馬場基・高 人国立文化

田祐一 •井 財機構

上幸・乗代

誠仁
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e、研究成果が掲載されている関係ホームページなど

木簡庫 http:/ /moi i zo. nabunken. j p/ 

古代地名検索システム http://chimei. nabunken. go. jp/ 

木簡・くずし字解読システム＼IOJIZO ht tp://moj izo. nabunken. jp/ 

『木簡庫』『電子くずし字字典データベース』連携検索 http:/ /mokkanko. nabunken. go. i p/renke ii 

木簡ひろば http://hi roba. nabunken. go. i p/ 
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I -1-4 研究の経過と成果

I-l-4-l 研究経過

研究は、当初の研究計画 (I-1-2) に

従いながらも、効率的に研究目的が達成でき

るよう、随時研究状況と成果に基づく見直し

を図りながら進めた。研究経過を毎年日本学

術振典会に提出した実績報告書 （様式 c-7-1) 

に基づいて、年度ごとにまとめておく。 ・

2013年度

A木簡など出土文字資料の情報を効率的に抽

出・管理するための研究と画像データの拡充

について、 (I)アノテーションソフ トの開発

ー木簡の情報を一元的に管理するアノテーシ

ョンソフ トのB版を完成し、平城宮跡東方官

術出土の削屑の整理で試験運用しその有用性

を確認した。 (2)画像データ の蓄積ー奈文研

保管の木簡写真約 2,500 点のデジタル化の

他、平城宮・京跡出土木簡約 1,000点のカラ

一撮影を実施した。また、下関市長門鋳銭所

跡出土木簡、浜松市伊場遺跡群出土木簡 ・墨

書土器をはじめ全国の出土文字資料の撮影を

行った。（3)文字認識とそのための画像処理

ー出土文字資料に残る種々のノイズに対処す

べく、複数のカラーチャネルを組み合わせた

墨判別基準を作成して精度向上を実現し、字

形抽出後に残るノイズ、断片化された運筆な

どを修正・復元する技術も開発した。また、

釈読支援システム Mokkanshopについて、

Windows 8などで動作可能なタ ッチパネル対

応ユーザインタフェースを実装した。

B木簡とその周辺の関連情報を効率的に活

用するための知の結集について、 (1)形状に

よる検索ソフトの開発ー厖大な削屑に対応で

きる形状による検索ソフトの開発に見通しを

得、実際の削屑画像で試用中である。 (2)字

形データの集成一木簡の文字の異体字関係を

明らかにするために標準字体の一覧を作成す

べくデータ抽出作業を進めた。 (3)木簡関係

論文データベースの基礎作業一論文リストの

作成を開始し、表示方法を検討した。

他に、 a 「木簡字典」 の外国語版（英・韓

•中）の公開 (2014 年 3 月）、 b 「木簡字典」

の枠組みによる正倉院文書データベースの構

築と画像の切り出し（約 100点約 6000文字

画像）、 c第 16回 IGS国際会議 (2013年 6

月）への参加などがある。

2014年度

A木簡資料の情報取得の効率化とデータの拡

充では、 （1)アノテーションツールによる整

理対象を削屑以外の全木簡に広げ、写真台紙

に代わる情報集約システムの基本画面案を作

成した。 （2)奈文研の木簡キャビネ写真約

2,800枚分をデジタル化するとともに、平城

宮・京跡出土木簡約 1,500点をカラー撮影

し、約 8,300文字画像を切り出して「木簡字

典」のデータ拡を充した。また、秋田県・鳥

取県・埼玉県、下関市・浜松市など、全国の

遺跡出土の文字資料を撮影した。
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B木簡資料に関する知の結集では、 (1)画像

による文字検索についてユビキタスな字形検

索サービスを設計・試作し成果を発表した。

クライアント・サーバモデルに基づくこのサ

ービスは、複数のユーザによる字形情報の共

有、及びユーザインタフェースの多様性を実

現する。今後さまざまなクライアントアプリ

ケーションの実装が期待できる。 (2)木簡の

文字の標準字体一覧作成の基礎作業を終え、

異体字関係の検討に着手し公開方法について

検討した。 (3) 『木簡研究』誌掲載論文で言

及のある木簡約 5,000点について、延べ 9,400

件余りの「木簡研究文献一覧」を作成した。

一部は「木簡字典」に搭載して公開するとと

もに、研究分担者の小口雅史氏編「日本古代

史研究文献目録データベース」と国立情報学

研究所「CiNii」へのリンクを実現した。 (4)

Mokk:anshop搭載中の地名検索について、単

独で Web公開するシステムを開発した。異

表記も検索できるよう機能拡張を検討した。

ほかに、 a 「木簡字典」の枠組みによる正

倉院文書DBの構築（基本検索版、研究者版）

とデータ切り出し（約 100点約 8,000文字画

像。当初計画の書状について完了。公開は関

係機関と調整中）、 b 「木簡字典」の検索履

歴機能、タグ検索機能などの機能拡張、 C既

公開DBの脆弱性対策、今後の再構築に向け

た設計内容の確認作業などがある。

2015年度

A木簡情報の取得とその効率化 (1)アノテ

ーションツール Mokkanotatorを活用して平

城宮東方官街の大土坑 SK19189等の削屑を

整理 ・釈読し、『平城宮発掘調査出土木簡概

報 (43)』『同 (44)』を刊行した。 (2)所内外の

木簡から約 13,000文字画像を切り出して「木

簡字典」を拡充した。また、長門鋳銭所跡、

鳥取市内遺跡ほか、全国の出土文字資料の撮

影を行った。

B木簡に関する知の結集 (1) 「木簡．＜ず

し字解読システ-MOJIZO-」を公開した。こ

れは東大史料編纂所と共同開発し連携検索と

して公開した〈画像引き〉データベースで、

検索対象の画像を解析し、木簡と古文書の双

方から類似文字画像を表示する。釈読支援シ

ステム Mokkanshopをネットワーク上で動く

Webアプリとして高次化したもので、 iOS上

で動作するソフトも作成したことで、 iOSデ

バイスのカメラで撮影した画像からも検索で

きる。 (2)古代木簡の文字の異体字関係につ

いて、約 650文字、約 1,750字形の入力作成

を終えた。 (3) 「木簡字典」の高次化を、①

検索履歴の追加、②意味分類しタグ付けした

XMLデータにより意味ツリーから選択・検

索する意味検索機能の搭載を実現した。 (4)

周辺データベース群として、漢字と読みから

検索できる「古代地名検索システム」を公開

した。また、「正倉院文書字典」の研究者用

試用版を開発した。 (5)昨年度公開の「木簡

研究文献一覧」用に約 1,000点の木節の延べ

1,200点のデータを作成した。既登録は木簡

約 2,000点の約 2.300文献となった。

c統合データベースの構築と連携拡充 B

(1)による東大史料編纂所との連携強化の他、
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台湾中央研究院歴史語言研究所と木簡・簡讀

の研究協力に関する協約を締結し、国際共同

研究の道筋を開いた。また画像引きデータベ

ースの実現で、文字引きデータベースとの統

合への基礎を築いた。

2016年度

A木簡など出土文字資料の情報抽出の効率

化、 B木簡など出土文字資料の知の結集、 C

出土文字資料統合データベースの構築と連携

の拡充、について併行して研究を進めた。

A (I)アノテーションツールについて、ホッ

トキーで現れているタブ間の推移、アノテー

ション情報のエクスポートなどの機能を追加

した。 A (2)①奈文研保管の木簡キャビネ写

真約 700枚のデジタル化、 ②静岡県静岡市、

山口県下関市、台湾など内外の機関の協力を

得て出土文字資料の写真撮影に赴いた。

B (I)古代の木簡の文字の標準字体一覧の

作成をほぼ終え、累計で見出し字 900に対し

標準字形 2250となった（後述の統合 DBで

公開予定）。 B(2)木簡研究文献一覧のデータ

拡充を図り、入力は累計で約 6,000点の木簡

に関する研究文献約 10,600件、 うち木簡字

典への搭載は累計で約 2,200点の木簡に関す

る約 2,500件となった。 B (3) 古代地名検索

システムについて、異表記データの充実のた

め木簡の地名表記約 1,900件のデータを作成

し、また異訓、部分一致、改編などのボタン

を追加した（公開は 17年度の予定）。

C (1) 16年度に公開した 「木簡 ．＜ずし字

解析システムー MOJIZO-」について、①

解析画像履歴の収集開始、② 4カ国語による

画面案内の追加、③「MOJIZO」の商標登録

出願（東京大学史料編纂所と共同） のほか、

④スマホ ・タブレッ ト版の公開、⑤画像処理

アプリ MOJIZOkinの公開を行った。 C(2)追

加配分によ り、データベースの統合、すなわ

ち従来の木簡 DBと木簡字典を一本化し、テ

キスト検索と画像検索の 2つの窓口をもつ統

合 DBへの高次化を図るための準備作業に前

倒しで着手した。 C (3)台海中央研究院歴史

語言研究所所蔵簡讀の撮影、韓国国立伽耶文

化財研究所における「MOJIZO」の紹介を含

め、国内外の研究機関との連携を推進した。

2017年度

A木簡など出土文字資料の情報抽出の効率

化。1)アノテーションツールについて、削屑

のガラス板画像に註記を追加できるツール

(MokkAnnotator I) に続き、形のある断片画

像に註釈情報を加え蓄積・分類できるツール

(MokkAnnotator II)を開発した。削屑約 16,700

点の R 番号自動割り振り ・仮釈文作成を行

い、 5年間の累計は約 67,700点になった。 2)

藤枝市、下関市などの機関の協力を得て出士

文字資料画像データの集積を継続した。

B木簡など出土文字資料の知の結集。 3)

古代地名検索システムについて、『和名類緊

抄』所収の国郡郷名データに、木簡に見える

地名データ約 1,900件を加え、 2018年 3月 29

日に「古代地名検索システム」をリ ニューア

ルオープンした

(http://chimei.nabunken.go.jp/)。これに伴い、
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検索語句の漢字・よみの自動識別を実現し

た。

C、出土文字資料統合データベースの構築

と連携の拡充。 4)2016年度の追加配分で前

倒しで作業に着手した木簡に関するデータベ

ースの統合を実現し、 2018年 3月 22日に公

開した (http://mokkanko.nabunken.go.jp/)。順

次開発公開してきた木簡を検索する「木簡デ

ータベース」と、木簡の文字画像を検索する

「木簡字典」とを両者の長所はそのままに統

合し、木簡に関する総合データベースとして

一本化したものである。テキスト表示と画像

表示の相互移動、法量や年紀の範囲指定検索

さまざまな絞り込みやリンクなどの新機能

を搭載し、木簡に関するデータベースの高次

化を実現できた。5)韓国国立慶州文化財研究

所との間で、慶州月城核字出土木簡と日本の

木簡の比較検討やデータベース連携などの研

究交流について、意見交換を行った。

以上、木簡を主体とする出土文字資料に関

する情報集約システムの構築という所期の目

的を実現できた。

I -1-4-2 研究成果

はじめに 研究成果は、 2016年 4に提出し

た進捗状況報告書 (2016/3/30現在の状況）、

及びその公表用資料、 2018年 6月に提出し

た研究成果報告書、及びその公表用資料にお

いて発表した。以下、それぞれの概要を述べ

る。

進捗状況報告書 2016年 4月に提出した進

捗状況報告書では、研究計画に対応させる形

で次の 12点の成果を報告し（①～⑫）、それ

までの 3年間の研究で、木簡など出土文字資

料に関する知の結集と資源化の枠組み完成に

向けた歩みを軌道に乗せることができたこ

と、広く 一般の方々への情報発信にも配慮し

た機能的・効率的な調査研究体制構築への基

礎を築くことができたことを紹介した。

A木簡など出土文字資料情報抽出の効率化

(1)資料の情報を効率的に管理・活用するシ

ステムの開発

①アノテーションツールの開発・運用

(2)情報そのものの拡充

②既撮影フィルムのデジタル化と新規撮影

③全国出土木簡等の撮影

B木簡など出土文字資料の知の結集

(1)画像検索機能の構築

④木簡．＜ずし字解読システム

-MOJIZOーの開発・公開

(2)木簡の文字の字体研究の深化

⑤木簡所用文字の標準字体の検討

(3)検索機能の強化

⑥木簡字典の高次化

(4)周辺データベース群の充実

⑦木簡研究論文DB

⑧古代地名検索システム

⑨正倉院文書字典

C出土文字資料統合データベースの構築と連

携の拡充

(1)統合データベースの構築

⑩統合データベースの具体像の設計
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(2)情報発信や他機関との連携

⑪木簡の実物展示「地下の正倉院展」

⑫台湾中央研究院歴史語言研究所との連携

その上で、残された課題への対応について、

次のように述べた。

A木簡など出土文字資料の情報抽出の効率

化についてにおいては、 1)アノテーションツ

ールの削屑以外の木簡への応用、 B木簡など

出土文字資料の知の結集についてにおいて

は、 2)削屑の形状による検索機能の構築、 3)

木簡の標準字体一覧の作成と文字認識精度向

上への活用、 4)正倉院文書書状字典の Web

公開、 5)古代地名検索システムヘの木簡表記

の搭載などを進める。

また、以上を受け、 C出土文字資料統合デ

ータベースの構築と連携の拡充について、 6)

従来の「文字引き」と「木簡．＜ずし字解読

システムーMOJIZO-」の「画像引き」を統

合した統合木簡データベースの構築し B版の

公開をめざす。また、 7)引き続き諸外国・機

関との連携を図り、東アジア木簡学・資料学

に寄与する。以上の課題を設定し、当初の

研究目標は概ね達成できる見込みだが、

今後広い情報発信や学校教育への活用な

どにも配慮していきたい、と述べた。

この進捗状況報告書に対しては、「A」評

価（当初目標に向けて順調に研究が進展して

おり、期待通りの成果が見込まれる）をいた

だき、意見として「本研究の開始から約 3年

間で「木簡．＜ずし字解読システムの開発と

公開」という一応の成果を上げ、また台湾と

の連携ができたことは、研究が計画どおり二

進んでいることを示している。今後は、出土

文字資料統合データベースの構築と海外との

連携の拡充などにより。当該資料等について

の研究を深化させ、積極的に社会還元や活用

を試み、さらには東アジア木簡学や資料学の

研究に寄与する成果を世界に発信することが

望まれる。なお、データベース構築には種々

の困難が予想されるが、この研究はシステム

の確立 ・成果の発信が目的とされているの

で、史料編纂所などで行われている他の史料

研究、あるいは台湾だけでなく中国との連携

を視野に入れて、これまでの実績にふさわし

い成果を上げることを期待する。」とのコメ

ントをいただいた。

研究成果報告書 2018年 5月に提出した研

究成果報告書では、まず 5年間の研究成果を

次のように総括した。

木簡画像に註釈情報を加えて管理し、

木簡の整理・活用を効率化するソフト

MokkAnotatorを実用化した。また、画

像キーによる文字画像検索を構築し、東

大史料編纂所との連携で「木簡くずし字

解読システム MOJIZO」を公開し、未解

読資料や記号等非文字資料の検索を実現

した。

さらに従来の木簡 DBと木簡字典を統

合して新木簡 DB「木簡庫」を構築し、

テキスト表示と画像表示の相互移動、法

量や年紀の範囲指定検索等新機能を実現

した。この他、木簡研究文献リストや、

木簡の地名を含む古代地名を漢字と読み

で検索できる「古代地名検索システム」
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の公開等、日本の木簡の 7割を調査・保

管する機関に相応しい拠点機能を実現し

た。

その上で、進捗状況報告書で紹介した研究

成果の項目を、その後の研究成果を加味して

次のように 22項目 (i~xxii)整理し直

した (I-2各論のタイトルのローマ数字は

是に対応する）。

A木簡など出土文字資料の情報抽出の効率化

(1)資料の情報を効率的に管理・活用するシ

ステムの開発

iアノテーションツールの開発・運用（←課

題Al)を含む）

(2)情報そのものの拡充

ii奈文研保管木簡撮影フィルムのデジタル化

（継続）

iii奈文研保管木簡のカラー写真撮影（継続）

iv全国出土木簡等の撮影（継続）

B木簡など出土文字資料の知の結集

(1)画像検索機能の構築

v木簡．＜ずし字解読システムー MOJIZO

ーの開発

vi木簡．＜ずし字解読システムー MOJIZO

ースマホ・タブレット版の開発（新規）

vii形状による検索ソフトの開発（課題B 2)) 

(2)木簡の文字の字体研究の深化

viii木簡所用文字の標準字体の検討（課題 B3) 

を含む）

(3)検索機能の強化

ix「木簡字典」の高次化

X文字認識とそのための画像処理（新規）

(4)周辺データベース群の充実

X i木簡研究論文データベース（継続）

X ii古代地名検索システム（課題 B 5)を含

む）

xiii「正倉院文書字典」（課題B 4)を含む）

C出土文字資料統合データベースの構築と連

携の拡充

(1)統合データベースの構築

xiv新木簡データベース「木簡庫」の開発（課

題C 6)) 

(2)出土文字資料以外の文字資料との連携

XV東京大学史料編纂所とのデータベース連

携（継続）

xvi漢字字体規範データベース編纂委員会

(HNG) との連携

xvii木簡調査機関との連携（継続）

Xviii奈良女子大学（正倉院文書の書状データ

ベース）との連携（継続）

xix韓国との連携（課題C 7)を含む）

xx台湾との連携（課題C7)を含む）

(3)文字認識研究への情報発信・連携

xxiIGSへの参加

xx ii地下の正倉院展（継続）

研究成果は 22項目にわたり、（ ）内は、

進捗状況報告書の段階で残されていた課題と

の対応関係を示すものである。また、「（継

続）」としたものは、進捗状況報告書の段階

以後も引き続き継続して作業を進めた項目を

示す。

研究成果の概要

A、木簡など出土文字資料の情報抽出の効率

化

(1)資料の情報を効率的に管理・活用するシ
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ステムの開発ーアノテーションツールの開発

・運用

木簡の情報を一元的に管理するためのアノ

テーションソフトとして、まず削屑のガラス

板画像に註記を追加できるツール

(MokkAnotator Iモ ッカノテータ I) を完

成させ (2013年度。以下、研究年度は西暦

の下 2桁で表記）、 削屑整理の大幅な効率化

・省力化を図った。具体的には、平城宮跡東

方官衛の大土坑 SK19189から出土した削屑

の整理に利用し（削屑の画像取り込み、 R番

号の自動付与・仮釈文作成）、約 70,000点の

削屑を整理し (14- 16）、このうち JF27地

区 (3m四方）出土の約 52,000点について、

『平城宮発掘調査出土木簡概報 (43)』を編集

・刊行できた (15)。また、 引き続き、形の

ある断片画像に註釈情報を加え蓄積・分類で

きるツール (MokkAnotatorII) を開発し (14

• 15)、削屑以外の全木簡について、写真台

紙に代わる情報集約システムツールを実現し

た (16)。

(2)情報そのものの拡充

①奈文研保管木簡撮影フィルムのデジタル化

奈文研で保管する木簡など出土文字資料の

既撮影資料（キャビネ判フィルム）のデジタ

ル化を推進した (13~ 16。計約 7,000枚）。

これにより、同資料のデジタル化をほぼ完了

した。

②奈文研保管木簡のカラー写真撮影

奈文研保管の平城宮・京跡出土木簡約

3,500点のカラー撮影を進め (13~ 17)、既

撮影のカラー画像と合わせ、累計で約 16,000

点（表裏別カウ ン ト）の木簡の約 108,000点

の文字画像を「木簡字典」 (2018年公開の新

木簡データベース「木簡庫」 ((3)①後述）に

も使用）にアップした。

③全国出土木簡等の撮影

下関市長門鋳銭所跡、浜松市伊場遺跡群、

兵庫県内・鳥取県内・静岡県内・埼玉県内・

秋田県内など、各地の遺跡出土の木簡・墨書

土器の撮影を継続して実施した。今後も所蔵

機関の諒解が得られたものから、順次データ

ベースヘのアップを図っていく予定である。

B、木簡など出土文字資料の知の結集

(1)画像検索機能の構築……従来のテキスト

入力による検索に加え、新たに画像による検

索機能を構築し、未解読資料の検索、記号な

ど非文字資料の検索、木簡の形状による検索

などの実現を試みた。

①木簡．＜ずし字解読システムー MOJIZO

ーの開発 (http://mojizo.nabunken.go.jp/、 2016

年 3月 25日公開）

奈文研と東京大学史料編纂所 （以下、史料

編纂所）と共同で、画像から検索する〈画像

引き〉文字画像データベース 「木簡． ＜ずし

字解読システムー MOJIZO-」を開発した

(15)。「MOJIZO」（モジゾー）は、文字（画

像）のクラの意味を込めた命名である。従来

の「木簡字典」は、テキストを入力して検索

する文字画像データベースであったが、

「MOJIZO」は画像入力によって文字画像を

検索する全く新しいデータベースである。こ

れは先行科研で開発した釈読支援システム

Mokkanshop（モ ッカンショップ）を、 W e
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b用プログラムに改変し、また同時に史料編

纂所の電子くずし字字典との連携も図った上

で、画像によって検索するデータベースとし

て生まれ変わらせ高次化したものである。こ

れを応用すれば、未解読資料や、記号など非

文字資料の検索の実現も可能である。

②木簡．＜ずし字解読システムー MOJIZO

ースマホ・タブレット版の開発 (2017年 3

月 17日公開）

引き続き、スマートフォ ンやタブレッ トな

どの小型端末に適した表示が行えるよう、

MOJIZOのスマホ・タブレ ット版を開発した

(16)。端末を自動判別し、端末に相応しい

画面に接続するものである。また、同時に解

析画像履歴の収集の開始、 4カ国語（英語・

韓国語・中国語〈簡体字〉・中国語〈繁体字〉）

による画面案内の追加、「MOJIZO」の商標

登録出願（史料編纂所と共同）を行ったほか、

研究分担者の未代誠仁氏作成の文字画像アプ

リMOJIZOkin（モジゾーキン）が App Store 

で公開され、解析画像の簡易な編集が可能に

なり、 MOJIZOの利便性をより高めることが

できた。

③形状による検索ソフトの開発

厖大な削屑の出土に対応するため、形状に

よる検索機能をもつソフトの開発の見通しを

得た (13)。また木目・文字・形状などさま

ざまな条件の類似から削屑を自動接合させる

技術の開発にも着手し (15)、木目の明瞭な

削屑画像を用いて実験を継続した (16• 17)。

いずれも実用化までには至らなかったが、将

来削屑の整理のための有効な工具になり得る

ことを確認できた。

(2)木簡の文字の字体研究の深化ー木簡所用

文字の標準字体の検討

古代の木簡の文字の異体字関係を明らかに

するために標準字体の一覧を作成すべく、木

簡写真からのデータ抽出作業を進めた (13

~ 17)。異体字関係を検討しつつ字種ごとの

一覧表を作成し、 5年間で約 900種の見出し

字（文字・種）に対し、計約 2,250字形の入

カ・作成した。科研期間中には公開には至ら

なかったが、できるだけ早い段階で、木簡デ

ータベースのリンク、あるいは奈文研ホーム

ページなどでの公開ができるようにしたい。

(3)検索機能の強化

①「木簡字典」の高次化 (2016年 2月 8日公

開）

検索履歴機能を追加し、検索欄に入力され

た文字を収集して検索傾向の把握に努めたほ

か、ー語ー語を意味分類してタグ付けした

XMLデータを利用し、意味ツリーから選択

し検索できる意味（タグ）検索機能を搭載し

た (15)。分類階層は主に 3階層（大分類 40

種、中分類 80種、小分類 79種）で、これに

より、異なる表記で表された同一名称を検索

できるようになった。この機能は「木簡庫」

((3)①後述）の開発・公開に伴って、その

まま「木簡をさがす」のうち の「カテゴリー

（意味）検索」にそのまま引き継いだ。

②文字認識とそのための画像処理

複数のカラーチャネルを組み合わせた墨判

別基準を作成して精度向上を実現した。また、

字形抽出後に残るノイズ、断片化された運筆
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などを修正・復元する技術についても実現し

（以上、 13)、木簡．＜ずし字解読システム

- MOJIZOーに実装した (15)。

(4)周辺データベース群の充実

①木簡研究論文データベース (2015年 3月 30

日公開）

当該木簡を対象とする研究文献を容易に参

照できるよう、「木簡字典」に「木簡研究文

献一覧」搭載するとともに、研究分担者の小

口雅史氏編の「日本古代史研究文献目録デー

タベース」（法政大学国際日本学研究センタ

ー）と国立情報学研究所「CiNii」へのリン

クを貼った (15)。研究文献としては、『木簡

研究』（木簡学会編。年刊）掲載論文や、主

要な木簡関係研究論文集を対象に、木簡約

6,000点について、延べ 11,000件に上る研究

文献のデータを作成・入力した (14- 16)。

②古代地名検索システム (2015年 12月 11

日公開、 http://chimei.nabunken.go.jp/)

Mokkanshopに搭載していた文脈処理機能

のうち、地名検索について、単独でWeb公

開するためのシステムを開発し公開した

(15)。その後、異表記データの充実のため

木簡に見える地名表記約 1,900件のデータを

作成し (16)、また異訓み、部分一致、国・

郡・郷などの改編データ参照などのボタンを

追加して機能充実を図った上で、 2018年 3

月 29日にリニューアルオープンした。これ

に伴い、検索語句の漢字・よみの自動識別を

実現した (17)。

③ 「正倉院文書字典」

「木簡字典」の枠組みを応用した上で、奈

良女子大学古代学学術研究センターの黒田洋

子氏の協力を得て、正倉院文書の書状に見え

る文字を中心とする字典データベースのWe

b公開システムを構築した。但し、著作権の

関係から、当初予定していた『正倉院古文書

影印集成』の画像が使えず、マイクロフィル

ム紙焼き版のデジタル化と切り抜き用画像の

作成を再度実施した (14)。また、宮内庁正

倉院事務所から、資料の全体画像表示の許可

がいただけなかったため、科研終了時に至っ

ても一般公開は見合わせざるを得なくなっ

た。このためデータベースシステム全体を個

々の PCに搭載できるよう研究者用 PC版を

開発し (15)、実際に運用している。

C、出土文字資料統合データベースの構築と

連携の拡充

(1)統合データベースの構築一新木簡データ

ベース「木簡庫」の開発

(2)①ア・イで述べた 2016年 3月 25日公

開の画像による検索システム「木簡・くずし

字解読システムー MOJIZO-」は、テキス

ト検索と画像検索を兼ね備えた統合データベ

ースの一翼を担うシステムで、その実現に向

けた一歩を踏み出すことができた(13~ 15)。

その後、データベースの統合、すなわち順

次開発公開してきた木簡を検索する「木簡デ

ータベース」と、木簡の文字画像を検索する

「木簡字典」とを統合して高次化を図り、新

木簡データベース「木簡庫」として開発・公

開した (16• 17。公開は 2018年 3月 22日。

http://mokkanko.nabunken.go.jp/)。「木簡庫」

は、従来の「木簡データベース」と「木簡字
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「木簡庫」
木簡 （検索対象）木門の文字JJ \'17'~~J~'~i 

「木簡DB」 「木簡字典」「MOJIZO」

tヽク 會
テキスト（検索キー） イメ ーン／

図1 「木簡庫」とこれまでのデータベー

ス群相互関係イメージ図

典」を、それぞれ「木簡を検索するデータベ

ース」、「木簡の文字を検索するデータベー

ス」として機能を明確に位置付けた上で、両

者の長所をそのまま生かす形で一つのデータ

ベースとして統合したものである。 2005年

の「木簡字典」の開発以来の課題をようやく

実現することができた。

「木簡庫」 の特徴は、 テキスト表示と画像

表示の相互移動を可能にしたこと、法量や年

紀の範囲指定検索を汎用化したこと、さまざ

まな絞り込みやリンクなどの新機能を搭載し

たことなどの点にある。また、これまで順次

公開してきたため全体構造がわかりにくかっ

た木簡に関するデータベースの機能を、階層

的に位置付けて統合した点も特記すべきであ

る。今回はまだデータベースとしての統合は

実現できなかったが、先に公開した MOJIZO

も、画像引きのデータベースとして、文字引

きのデータベースと対になるものとして位置

付け、「木簡庫」からリンクを貼ることで、

その役割を明確に示すこととした。なお、従

来の「木簡字典」や MOJIZOでの史料編纂

所「電子くずし字字典データベース」との連

携検索は、「木簡庫」公開後もそのままの機

能を維持しており、全く影響はない。

(2)出土文字資料以外の文字資料との連携

①東京大学史料編纂所とのデータベース連携

「木簡． ＜ずし字解読システムー MOJIZO

ー」の開発により、従来の「木簡字典・電子

くずし字字典連携検索システム」で構築して

きたデータベース連携をさらに緊密化するこ

とができた (15- 17)。

②漢字字体規範データベース編纂委員会 (H

NG) との連携

2015年 11月 21• 22日に開催されたHN

G公開 10周年記念シンポジウム（於国立国

語研究所）に、「歴史的文字に関する経験知

の共有資源化と多元的分析のための人文 ・情

報学融合研究」と題するセッションを設け、

研究分担者の未代誠仁・馬場基が報告した

(15)。

③木簡調査機関との連携

年 1回木簡を実際に調査し保管している機

関（「木簡字典」などへのデータ搭載で連携

する機関でもある）の方々との意見交換の場

として「木簡ワークショップ」を開催し、機

関・担当者ごとの状況と課題を共有し、研究

の方向性に生かすことができた (13-16。計 4

回開催）。記録はテープ起こしにより報告す

る予定である。

④奈良女子大学（正倉院文書の書状データベ

ース）との連携

公開の面でなお課題が残るものの、正倉院

文書の書状データベースの構築などで連携を

図ることができた (13~ 15。(2)④ウ前掲）。

⑤韓国との連携
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大斡民国国立文化財研究所の高配により、

国立伽耶文化財研究所所蔵の城山山城出土木

簡について、当研究所のカメラマンによる赤

外線撮影を実施した。その成果は釈読の再検

討として生かせた (14- 16)。また、国立慶

州文化財研究所との間で、月城核字出土木簡

の研究を初めとする学術交流や将来的なデー

タベース連携について協議を進めることがで

きた (I7)。

⑥台湾との連携

2016年 2月 17日、中央研究院歴史語言研

究所との間で、木簡・簡讀の研究協力に関す

る協約書を締結して共同研究の道筋を開き、

同所所蔵の居延漢簡の赤外線撮影を行った

(15 • 16)。その成果は同所刊行の『居延漢

簡』（戴）（参） （陣）に盛り込まれている。

(3)文字認識研究への情報発信・連携

① IGSへの参加

2013年 6月に奈良で開催された国際学会、

第 16回 IG S (International Graphnomics 

Society) に参加し、世界の文字認識研究者と

の交流を深めた (13)。

②地下の正倉院展

2007年に最初に開催した木簡展示「地下の

正倉院展」を毎年秋に継続して開催し、広く

一般の方々に木簡という資料の重要性とおも

しろさを味わっていただくことができた (13

~ 17)。

以上、今回の研究によって、木簡など出土

文字資料に関する知の結集と資源化の枠組み

をほぼ構築することができた。コンテンツの

充実と維持は長期的な課題であるが、木簡な

ど出土文字資料の調査・公開・活用の効率化

・機能化とともに、広く一般の方々への情報

発信にも配慮した調査研究体制構築の基盤を

築くことができたと考える。

最後に改めて、今回の科研費による研究の成

果の要点をまとめておく。

研究成果の概要 木簡画像に註釈情報を加えて

管理し、木簡の整理・活用を効率化するソフト

MokkAnotatorを実用化した。また、画像キーに

よる文字画像検索を構築し、東大史料編纂所と

の連携で「木簡くずし字解読システムMOJIZO」

を公開し、未解読資料や記号等非文字資料の検

索を実現した。

さらに従来の木簡DBと木簡字典を統合して新

木簡DB「木簡庫」を構築し、テキスト表示と画

像表示の相互移動、法量や年紀の範囲指定検索

等新機能を実現した。この他、木簡研究文献リ

ストや、木簡の地名を含む古代地名を漢字と読

みで検索できる「古代地名検索システム」の公

開等、日本の木簡の7割を調査・保管する機関

に相応しい拠点機能を実現した。

The software MokkAnotator was implemented, 

optimizing the organization and utilization of 

mokkan through management of mokkan 

imagestogether with annotated data. Also, a 

charactersearch system using images as the keys 

was created, and the database "MOJIZO: 

Imagematching search for mokkan or cursive 

characters" was released in collaboration with the 

University of Tokyo's Historiographical Institute, 

enabling searches for undeciphered materials and 
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non-character data such as symbols. 

Further, a new database integrating the former 

"Wooden Tablet Database" and "Wooden Tablet 

Image Database (Character Dictionary)" now 

realizes mutual transitions between text and image 

displays, and new functions such as searches in 

ranges of calendar years and dimensions. In 

addition, withlists of related research literature, and 

a search system for ancient place names, a core 

function befitting the institution responsible for 

investigating and storing 70% ofJapan's mokkan has 

been realized. 

（渡辺晃宏）
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I -2 各論

I -2-1 木簡など出土文字資料の情報抽出の効率化

I-2-1-1 資料の情報を効率的に管理・

活用するシステムの開発

l -2-1-1-1 アノテーションツールの開

発・運用一台紙アノテーションツールの開発

(i) Ill 

ツールの概要 ガラス板に木簡破片を配置し

て撮影された木簡ガラス板画像からそれぞれ

の木簡破片の画像を切り取り、アノテーショ

ンを追加できるツール (MokkAnnotatorI) を

開発した。その後、木簡の発掘が進み、出土

点数が増大し、奈良文化財研究所の専門家の

要求によって個別木簡破片を注釈するシステ

ム (MokkAnnotatorII) の研究開発を行った。

木簡破片の画像に対して、注釈情報を加え

て、蓄積、分類ができるツール

(MokkAnnotator II) を開発した。

最初に見やすさを高めるために画像を前処

理する。このために、画像の明るさ・コント

ラスト調整、拡大・縮小などの機能を提供す

る。処理対象は全体の画像、または個別領域

である。個別領域の場合、木簡破片領域を指

定し、別の画面で操作を行う。複数の違った

前処理を適用して、それらを別々に残すこと

ができる。それらに通じて、専門家に役に立

つ情報を提供できる可能性がある。前処理後

の画像に、アノ テーショ ンを付加する。この

画像をコンテンツ画像と呼ぶ。付加するアノ

テーションには次の 3種類がある。

1) 注釈文：木簡破片への説明文である。

ペン入力によるイ ンクパターン、キ

ーボード入力のコード列、および、

木簡画像を OCR認識させた結果が

可能である。

2) 形状情報：木簡破片の形、幅、高さ

などの記述である。

3) 関係情報：木簡破片の関係の記述で

ある。他の木簡破片の接続の可能性

について記述する。

ユーザインタフェースを介して、これらを

入力、確認、編集し、印刷することができる。

注釈情報にはユーザ IDとアノテーションID

を付す。したがって、専門家は互いに注釈情

報を参照し共有しやすくなる。蓄積注釈情報

に基づき、各グループに木簡破片を分類する。

最後、次の整理のためにメタデータファイ

ル (XML) への保存、木簡破片データファ

イル (CSV) への出力、 DBへの蓄積を可能

にする。ツールでの作業の流れを図 2に示す。

(I)以下、タイトルに付した小文字のローマ数字は、 I -I - 4 - 2 - 3 (43頁）に示した研究成果

報告書における研究成果項目に対応するものである。
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① 個別木筒画像 I
9 | 日 記載内容

(JPG) 

別木問情報入力 II 形状関係 ］ 
別木簡メタ IB””がが1 ヨ 関運記事

データ(XML)

分類

図2 木簡破片注釈の流れ

A
.
 

,r 亨·― ...~J-"" "、

｀ 図3 MokkAnnotator IIのユーザインタフェース
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ユーザインターフェイス 木簡破片アノテー

ションツールは、グラフィカルユーザイ ンタ

フェース (GUI) を介して、画像処理機能、

注釈機能、分類機能を提供する。この GUI

は MDI（マルチ・ドキュメント・インタフ

ェース）方式により、親ウィンドウ内に複数

の子ウィンドウを表示して管理する GUIで

ある。ツールは 4つコンポーネン トか ら構成

される。それらは、図 3に示すように、エク

スプローラ(A)、注釈場(B)、前処理されたレ

イアウト（C)、ツールバー(D)である。各ウィ

ンドウは個々に独立であり、画面上で自由に

配置、画面サイズ調整ができる。

今後の課題 木簡の文字は滲んだり、ぼやけ

たり、かすれたり、欠損したり、変形したり

しているので、通常の文字認識では、ほとん

ど認識されない。そこで、 3章で述べる変体

仮名認識ツールを漢字まで拡張して、本シス

テムに組み込む予定である。

I -2-1-2 情報そのものの拡充

I -2-1-2-1 奈文研保管木簡撮影フィル

ムのデジタル化 (ii)

奈文研が調査した平城宮・京跡で出土した

木簡については、整理がついて記帳を終え R

番号を付与して資料の同定が可能になった段

階で、できるだけ早急に写場において写真を

実施している。

最近ではデジタルカメラによるカラー画像

と赤外線フィルタを利用した赤外線画像の撮

影を基本としているが、 1961年の平城宮跡

最初の出土遺構、当初はフィルムによるモノ

クロ写真が基本であった。しかもキャビネ判

という現在ではやや特殊な規格のフィルム

（しかも当初はガラス乾板）を用いての撮影

を行っていた。

一方、カラー撮影はコスト の問題もあって、

掲載用など特別な事情のある場合に優品につ

いてのみ行う程度であった。その後、撮影対

象は徐々に増加していったが、それでもフィ

ルム撮影段階では、外部からの撮影依頼を除

いては、優品に限定される傾向が強かった。

規格は当初から 4X 5版（一時期であるが、 8

X 10版を用 いたこ ともある） の使用が一般

的だった。

こうした事情があるため、カラーフィルム

についてはデジタル化を所内で実施できる

が、 モノクロフィルムの大半は規格の関係で

外注せねばデジタル化できず、コスト面から

実現できずにいた。

しかし、今や木簡の画像はデータベースに

不可欠な資料となり、しかも出土当初のモノ

クロ写真のもつ価値は限 りなく大きい。早急

なキャビネ版のモノク ロ写真のデジタル化が

必要になってきたのである。

このため、第II期科研以来、モノクロキャ

ビネフィルムのデジタル化を継続して行って

きた。今回実施したのは、 2013年度に約 2850

枚、 2014年度に約 2800枚、 2015年度に約 700

枚、 2016年度に約 700枚で、総計約 7,050枚

に及ぶ。これにより、 キャビネ判木簡モノク

ロフィルムのデジタル化をほぼ完了すること

ができた。
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I -2-1-2-2 奈文研保管木簡のカラー写

真撮影 (iii)

前項で述べたように、奈文研ので調査で出

土した木簡については、従来より可視光モノ

クロ写真は完備しているが、カラー写真は優

品に限られる場合が多かった。

しかし、デジタル撮影の普及により、カラ

ー写真が容易に行えるようになり、現在では

デジタルカメラによるカラー撮影をベースに

して、必要に応じて赤外線撮影を併用する方

向に改められている。文字を読むには可視光

モノクロの方が便利といわれるが、文字だけ

が木簡の情報なのではなく、木簡のもつ情報

を総合的に伝えるためには、カラー写真の豊

富なデータ量に勝るものはないのは当然のこ

とであろう。外部からカラー写真の提供を依

頼されることも増え、研究書以外では、むし

ろカラー写真の利用の方が一般的なってきて

いる。第 1期科研において開発した木簡字典

において、カラー ・モノクロ・赤外線 ・記帳

という画像掲載の枠組みを構築したのはこう

した方向性を見据えてのことであった。

そこで、機会あるごとに保管している平城

宮・京跡、飛鳥地域や藤原宮・京跡出土の木

簡について、デジタルカラー撮影を鋭意進め

ている。

これまで進めてきたものとして事業として

は、指定品の撮影、及び地下の正倉院展に出

陳する資料の撮影の 2つがある。カラー撮影

はこれまでピンポイントで行うのが一般的で

だったため、カラー写真の有無は一連の遺物

であってもバラバラの状況であった。そこで、

遺構ごとに体系的な撮影を実施して、同条件

の良好な資料を作成する努力を継続してい

る。国宝指定品 3,184点のうち、削屑を除く

と、優品については約 8割の資料の撮影を終

えている。

一方、展示資料の撮影は、毎年の地下の正

倉院展への出陳に伴うもので、 1回の点数は

多くないが、 10年以上展示を続けてくると、

データの蓄積は厖大なものとなってきた。

こうして奈文研の保管の木簡についても力

ラー画像は一定量の蓄積をみるようになった

が、課題もある。一つは、まだ全木簡の量に

比べると、カラー画像のある資料が僅かなこ

とである。もう一つは、データ管理の問題で

ある。カラーフィルムによる撮影と違い、デ

ジタル撮影の場合には、データの整理がけっ

して容易ではない。撮影データを保管してい

る写場とのより密接な協力体制が必要になっ

てくるわけである。

デジタルカメラによる撮影がほぼ安定して

きた今日、出土当初の最初の撮影の段階で、

カラー・赤外線の写真を撮影しておくことも

視野に入れて、今後の資料の撮影方式を検討

してゆく必要があろう。写真データは、実物

の情報を伝えるためのかけがえのない資料で

ある。その効率的な管理・運用体制の検討が

必要な時期に来ていると思われる。

l -2-1-2-3 全国の出土木簡等の撮影ー

出土文字資料データの管理・活用 (iv)

奈文研では、全国の発掘調査機関から木簡

や墨書土器など出士文字資料の釈読依頼を受
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ける場合が多い。木簡の釈読には事例に蓄積

が重要で、普段見ることのできない都以外の

地域で出土した木簡を見る絶好の機会とな

る。資料自体をお持ちいただく場合と、こち

らから撮影に出向く場合とがあるが、いずれ

の場合も、現物観察とともに、資料の撮影を

行い、調査機関の諒解を得て、先方と当方と

にデータを保管するようにしている。これは、

当該木簡の基本的なデータとなるばかりでな

く、今後木簡の釈読を進める際の重要な参考

資料ともなる。

1980年代までは、外部の釈読依頼があっ

て資料をお持ちいただいた場合でも、写場で

の撮影を行う場合はけっして多くなかった。

1990年代以後は、そうした場合に撮影する

事例が増え始め、徐々にカラー撮影も併用す

ることが多くなっていった。しかし、その場

合でも基本は 4X 5版によるカラーフィルム

とモノクロフィルムの撮影が基本で、当時は

35 mmの赤外線フィルムはあったけれども。

これを利用することはほとんどなかった。

その後、フィルムからデジタルヘの大きな

流れの中で、木簡についてもデジタル撮影が

涌入されるよ うになっ ていく。その過程で一

番最初に変化したのは、 2002年頃からのデ

ジタルによる赤外線撮影の導入である。それ

までの 4X 5版カラーフィルム、 4X 5版モ

ノクロフィルムによる撮影も継続したから、3

種類の撮影データが残されることになった。

その際赤外線撮影の分だけはデータでしか残

らないという状況になるため、敢えてデジタ

ル撮影した赤外線画像をモノクロフィルムに

出力してフィルムを残すという方式を採用し

た。

その後、デジタルデータのフィルム出力を

行う機器の先行きが不透明になる事態が発生

し、デジタル化の一層の進行とも相侯って、

木簡の撮影もフィルムからデジタルヘの転換

を余儀なくされることになる。その結果、木

簡の撮影は、デジタルによるカラー撮影と、

フィルタ使用した赤外線撮影の 2種類とな

り、釈読依頼などで外部の木簡を撮影した場

合には、 DVDに焼いてカラー・赤外線の 2

種類の画像を先方と当方に保管する方法をと

るようになって現在に至っている。

本科研においても、全国の出土文字資料の

データを収集する必要から、さまざまな機関

が調査した木簡を初めとする出土文字資料の

撮影を行った。その主なものは以下の通りで

ある。（＊は現地に赴いて撮影したもの。そ

れ以外は奈文研にて撮影。 一部に現地撮影を

含む場合は（＊）とした）

2013年度

平城京跡出土木簡・墨書土器（奈良市教育

委員会）

山崎津跡出土木簡（京都府教育委員会）

長岡京跡出土木簡・墨書土器 （長岡京市埋

蔵文化財センター） ＇ 

難波宮跡出土木簡・墨書土器（大阪文化財

研究所） ．

大阪府中野遺跡出土木簡（四条畷市教育委

員会）

兵庫県定谷遺跡出土木簡 ・九蔵遺跡出土墨

書土器（兵庫県まちづくり技術センター）
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兵庫県深江北町遣跡出土木簡 ・墨書土器

（神戸市教育委員会）

滋賀県能登川石田遺跡出土木簡（東近江市

教育委員会）

＊滋賀県宮町遺跡出土木簡（甲賀市教育委

員会）

＊静岡県反田遺跡・赤土政所遺跡出土木簡

・墨書土器（静岡県埋蔵文化財センター）

（＊）静岡県伊場遺跡群出土木簡・墨書土器

（浜松市教育委員会）

青森県川原館遺跡出土木簡（青森市教育委

員会）

鳥取県良田平田遺跡出土木簡 ・墨書土器

（鳥取県教育文化財団）

鳥取県下坂本清合遺跡出士木簡（鳥取県教

育文化財団）

鳥取県青谷横木遺跡出土木簡 ・墨書土器

（鳥取県埋蔵文化財センター）

山口県長門鋳銭所跡出土木簡（下関市教育

委員会）

2014年度

難波宮跡出土木簡（大阪文化財研究所）

大阪府安堂遺跡出土木簡・墨書土器（柏原

市教育委員会）

兵庫県但馬国分寺跡出土木簡・墨書土器ほ

か（豊岡市教育委員会）

＊静岡県伊場遺跡群出土木簡（浜松市教育

委員会）

埼玉県内遺跡出土木簡（埼玉県埋蔵文化財

調査事業団）

＊埼玉県前中西遺跡出土木簡・墨書土器

＊秋田県岩渕蔵遺跡・厨川谷地遺跡 ・家ノ

浦遺跡・中谷地遺跡 ・払田柵跡出土木簡・墨

書土器 ・漆紙文書（秋田県埋蔵文化財センタ

＊秋田県谷地中遺跡 ・根子荒田遺跡出土木

簡 ・墨書土器（美郷町教育委員会）

（＊）鳥取県鳥取城下町遺跡出土木簡（鳥取

市教育委員会）

＊鳥取県常松大谷遺跡・良田平田遺跡出土

木簡 ・墨書土器、下坂本清合遺跡 ・常松菅田

遺跡・高住宮ノ谷 ・大梢遺跡出土木簡・墨書

土器（鳥取県教育文化財団）

＊韓国城山山城出土木簡（韓国国立伽耶文

化財研究所）

2015年度

大阪府忍ヶ丘駅前遺跡出土木簡・坪井遺跡

出土木簡（四条畷市教育委員会）

兵庫県玉津田中遺跡出土木簡 ・上小名田遺

跡出土木簡 ・兵庫津遺跡出土木簡（神戸市教

育委員会）

青森県中道遺跡出土木簡（青森市教育委員

会）

鳥取県青谷横木遺跡出土木簡・墨書土器

（鳥取県埋蔵文化財センター）

＊鳥取県大栴遺跡出士木簡・墨書土器（鳥

取県教育文化財財団）

鳥取市内遺跡出土木簡（鳥取市教育委員会）

山口県長門鋳銭所跡出土木簡（下関市教育

委員会）

山口県吉田遺跡出土木簡（山口大学）

＊居延漢簡（台湾中央研究院歴史語言研究

所）

2016年度
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長岡京跡出土木簡（向日市埋蔵文化財セン

ター）

兵庫県石道才谷・堂ノ後遺跡出土木簡・墨

書土器（兵庫県まちづくり技術センター）

兵庫県兵庫津遺跡出土木簡（神戸市教育委

員会）

滋賀県ブタイ遺跡出土木簡・塩津港遺跡出

土木簡（滋賀県文化財保護協会）

＊静岡県御殿・ ニ之宮遺跡出土木簡（磐田

市教育委員会）

鳥取県青谷横木遺跡出土木簡（鳥取県埋蔵

文化財センター）

鳥取県大梢追跡出土木簡（鳥取県教育文化

財団） ． 

山口県長門鋳銭所跡出土木簡（下関市教育

委員会）

＊居延漢簡（台湾中央研究院歴史語言研究

所）

2017年度

平城京跡出土木簡・墨書土器 （奈良市教育

委員会）

兵庫県深江北町遺跡出土木簡・墨書土器

（神戸市教育委員会）

兵庫県但馬国分寺跡出土木簡・祢布ヶ森遺

跡出土木簡．漆紙文書（豊岡市但馬国府・国

分寺館）

静岡県伊場遺跡出土木簡・城山遺跡出土木

簡（浜松教育委員会）

静岡県鳥居松遺跡出土木簡・梶子遺跡出土

木簡（浜松市教育委員会）

静岡県梶子遺跡出土木簡（浜松市教育委員

会）

＊静岡市内遺跡出土木簡（静岡県埋蔵文化

財センターほか）

＊藤枝市内出土木簡（藤枝市郷土博物館）

＊埼玉県新井堀の内遺跡出土木簡（埼玉県

埋蔵文化財調査事業団）

鳥取県青谷横木遺跡出土木簡（鳥取県埋蔵

文化財センター）

鳥取県大梢遺跡出土木簡（鳥取県教育文化

財団）

鳥取県秋里追跡出土刻書土器（鳥取県教育

文化財団）

山口県長門鋳銭所跡出土木簡（下関市教育

委員会）

香川県岸の上遺跡出土木簡（香川県埋蔵文

化財センター）

徳島県川西遺跡出土木簡（徳島県埋蔵文化

財セ ンター）
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I -2-2 木簡など出土文字資料の知の結集

I -2-2-1 画像検索機能の構築

I -2-2-1-1 木簡 ．＜ずし字解読システ

ムーMOJIZO-、及び同スマホ・タプレット版

の開発ー (v) • (vi) 

はじめに 本項では、研究課題「画像による

検索機能の構築」および「記号など非文字資

料の検索機能の構築」に対する研究活動と成

果、および今後の発展的研究向けた考察を行

う。なお、工学的な視点において、前者の「画

像」は 1文字を表す筆跡（字形）を撮影した

デジタル画像を指すものであり、後者の「非

文字資料」は 1個の記号などを表す筆跡を撮

影したデジタル画像を指すものである。これ

ら両者には、画像が示す情報の単位（量およ

び次元）に違いが存在する（データベース化

する際に付与するメタデータの形式と数が異

なる）のだが、本章では敢えて「文字」と「記

号など」の違いに踏み込んだ扱いは行わない。

むしろ、情報検索の実現という視点に立つと、

両者が多くの類似点を持っており、共通のア

プローチで解決を図り得る課題グループであ

ることが明らかになった。このことは、本科

研における研究成果の一つであると考えてい

る。

課題内容の検証 我々は、既存の様々な情報

検索技術（とそれらを支えるデータベース技

術）について調査を行い、我々自身が本科研

を通して向き合う「出土文字資料から抽出さ

れた手書き文字等の筆跡を表す画像情報」を

検索するために必要となる未知の技術（本科

研において研究 ・実現する技術）について精

査を行ってきた。その調査 ・検証の過程にお

いて、上記 2課題が「符号によるラベリング

が困難な画像情報の検索技術が実現可能か否

か」という工学的な問いによってグループ化

され得ることを確認した。

筆跡を「文字あるいは文字に起因する情

報の記録手段」として捉える場合、それぞれ

の筆跡を表す画像は 1個以上の字種によるラ

ベリングが可能である。筆跡が文字を表す字

形そのものではない（記号など非文字の）場

合についても、筆跡に対するメタデータとし

て字種の列（名称、説明文など）を付与する

ことでラベリングできる。我々は手書きの文

書やメモ書きを対象として「コンピュータに

よるテキスト化」、「プリンタ、 印刷機等に

よる活字化」を行うことがあるが、これらは

筆跡を「字種という符号」によってラベリン

グした例といえる。厳密には、コンピュータ

内部では字種の代わりに文字コードと呼ばれ

る符号を用いており、字種と文字コードとの

対応付けは古文書を扱う際にも大きな課題に

なるものではあるが、この点は前述 2課題に

関しては本質的ではないため、詳細な言及は

避ける。

既存情報検索技術において文字コー ドに

代表される符号が果たす役割は極めて大き

い。多くの Web検索サー ビスでは、利用者
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が検索したい情報（検索キー）を文字コード

の列として入力する。入力手段として手書き

文字認識、音声認識などを用いる事は可能だ

が、最終的に入力される検索キーはキーボー

ドで入力した場合と同等の文字コード列であ

る。情報検索サービスは、検索キー、および

検索対象となる膨大な情報群 (Web検索で

あれば世界中の Webサーバが発信する情報）

が持つ文字コード列を比較し、類似性に関す

る評価値を算出する。利用者が受け取る検索

結果は、検索対象内で評価値が高いとされた

情報群となる。

符号化された情報を「変換」することで

情報検索の多様性につながる。 例えば、数値

を表す文字コードだけで構成された情報の列

は、大きさを有する数値として解釈すること

ができる。この解釈に従い、文字コード列を

数値に変換することで、大きさを基準とする

範囲検索 (3000人未満、 5月以降、等）が可

能となる。大文字と小文字、全角と半角とい

った違いを吸収する情報検索も、変換によっ

て実現できる点では同様である。

符号による筆跡のラベリングは、人間が

文字を扱うより以前に獲得した能力である。

事象を抽象化し、符号として記録、伝達しよ

うとした古い試みは、文字が利用されるより

も前の時代に描かれた壁画の絵柄にも見るこ

とができる。ただし、絵柄と符号との対応付

けには幾分の曖昧さが存在したと考えられ

る。その後、文字が発明され、筆跡（字形）

と符号（字種）の対応付けに共通化・プロト

コル化が図られたことで、このラベリングの

有用性は飛躍的に高まることになった。その

後に作成された膨大な数の文書、および活版

印刷、タイプライターといった技術の存在は、

このラベリングと人間との高い親和性を示す

一つの例といえる。このように人間が長年慣

れ親しんできたラベリングが、文字コードと

いう新たな符号を得て、高度なコンピュータ

ネットワークとデータベースの上に成立する

情報検索においても高い有用性を発揮してい

ることは、ある種の必然といえる。

しかし、古文書解読においては符号であ

る文字コードと筆跡である字形の対応付けに

おける課題が発生する。まず、前述 2課題の

前者に対応する「字形」についてだが、古文

書には読むことが難しい難読字形が多数存在

する。難読字形には、筆跡が明瞭であるにも

関わらず現代の言語的知識では特定の文字コ

ードでラベリングできないもの、あるいは、

古文書研究の進行に伴って対応付けられる文

字コードが変更されるものなどが含まれる。

このような問題が生じる原因は、古文書が書

かれた時代の字形・字種の対応付けに関する

プロトコルが現代の人々と共有されていない

ことにある。このため、私たちは古文書の文

字に対して適切なラベリングを行うことがで

きない。同様のことは、前述 2課題の後者に

対応する「記号など」を表す筆跡にもいえる。

現代の人々は、古文書に書かれた筆跡に対す

る解釈、あるいは類似した筆跡を適切に区別

する方法などを十分に継承していない。した

がって、字形の場合と同様に、適切なラベリ

ングを行うことに困難が生じる。
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以上のことは、古文書の字形研究の成果を

デジタルアーカイブとして蓄積し、広く利用

してもらうことを考える上での重要な注意点

である。古文書のデジタルアーカイブは、 一

端を現代の利用者、もう一端を古文書の作者

あるいは当時の人々として、時空を超えた情

報共有を実現する橋渡しとなる存在である。

両者の間に共有されるべきプロトコルが失わ

れているのであれば、新たなプロトコルを専

門家の視点で定め、再び両者を結びつけるこ

とが、デジタルアーカイブを提供する研究機

関および研究者にとっての極めて重要な課題

であると、我々は考えるに至った。

画像による検索機能の価値 前述 2課題の示

す「情報検索」は、利用者を特定の研究者グ

ループ／研究組織に限定せず、幅広い利用者

にとっての有用性を目指すものである。した

がって、利用者間での新たな合意形成を必要

とする複雑なプロトコルの新規作成は現実的

PC用ブラウザでの検索例

＂ ... ·•,. 
""↓.,.........● 1 
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言

HaJ"tu い鯛・＜ずし字鱗絨システム

な選択肢とはいえない。ただし、情報検索の

性質上、検索キーにはデジタルデータとして

の定型書式（フォーマット）を定めることが

望ましい。検索キーのフォーマットを定める

ことで、検索対象となる各情報と検索キーを

比較するプロセスが明確となる。また、利用

者が検索キーと検索結果の関係を的確に把握

し、検索キーの状態を客観的に評価した上で

編集・再検索する形での SearchRefinementも

可能になる。

本科研における研究活動において実現した

古文書 Webデジタルアーカイブ検索サービ

ス「MOJIZO」（図 4) において、我々は共通

フォーマットとして「筆跡を黒、背景を白と

するモノクロ画像、あるいはそれに準ずるコ

ントラストの明瞭な画像」を採用した。この

フォーマットは、多くの利用者にとって明瞭

である。サービスを提供する Webサーバは、

検索対象となる画像を検索キーと比較し、パ

スマートフォン・タブレット
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検索キー（画像）入力領域

※白黒または高コントラストの文字画像

r l 門

以下デジタルアーカイブに対する検索結果

•奈良文化財研究所
「木簡字典」

・東京大学史料編纂所

「電子くずし字字典データベース」

図4 MOJIZOと検索の例（奈良文化財研究所Webサイトからアクセス）
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ターンマッチング技術を用いた類似性評価に

よって検索結果を出力する。

検索キーのフォーマットは、事実上のプロ

トコルとなる存在である。ただし、 MOJIZO

で採用した「画像」は、字種あるいは文字コ

ードのような符号化されたプロトコルに比べ

ると曖昧さを含んでいる。このことは、

MOJIZOの検索が前述の「壁画の絵柄」の段

階に回帰したと捉えられるかもしれない。た

だし、 MOJIZOは文字コードを検索キーに用

いる既存のデジタルアーカイブ検索（木簡字

典、電子くずし字字典データベース）と並立

している。

MOJIZOは、既存の符号による情報検索を

置き換える存在ではない。前述の通り、符号

によるラベリ ングは人間にとって非常に有用

性の高い手段である。MOJIZOが目指すのは、

符号による「共通化・プロトコル化」が困難

な状況における情報検索の補完である。この

補完による定性的なメリットは、文字コード

によるラベリングが困難な字形を検索対象に

できることが挙げられる。ここでの「ラベリ

ングが困難な」というのは、古文書の専門家

の知識レベルによる限界を指すものとは限ら

ない。 MOJIZOの一般的な利用者が手元に保

有する字形の画像を「読むことができない」

という場合も含んでいる。検索キーが画像で

あれば、字形を読めないことは問題ではない。

さらに、ラベリングに依存しないという特性

は、画像が示す情報の単位が異なる記号への

対応においてもメリットがある。検索対象と

なるデジタルアーカイブの追加整備を要する

ことではあるが、古文書に描かれた図形、挿

絵などを、テキスト化されたメタデータの書

式及び記載内容に依存せずに検索することも

可能になる。

なお、 MOJIZOの有用性に関する定量的な

評価については、後述する評価実験の結果を

もって示すものとする。

MOJIZOの実装 MOJIZOの設計及び技術面で

の詳細は、本科研の研究業績である情報処理

学会論文誌掲載の論文「字形画像をキーとし

た情報検索による古文書デジタルアーカイブ

活用への効果」に記した通りである。本章で

は、同論文の補足および概要の抜粋を行う。

MOJIZOの実装に当たっては、本科研の研

究期間の中で効果的に研究成果を達成・公開

し、幅広い研究分野への波及効果を得るため、

画像検索キーによる検索対象を科研費メンバ

ーが所属する奈良文化財研究所の「木簡字典」

および東京大学史料編纂所の「電子くずし字

字典データベース」の 2つのデジタルアーカ

ィブに登録された字形画像とした。もちろん、

この検索対象の選択は最終形態ではない。今

後の活動を通して、検索対象となる筆跡画像

を拡張していくことは継続的かつ重要な課題

であることを認識している。ただし、この検

索対象の選択によって、科研費の研究期間内

で比較的長い時間を掛けた一般公開での評価

実験を実施することが可能になった。

MOJIZOが検索キーと検索対象の類似性を

評価する字形評価手法については、以前から

本科研のメンバーらが開発を行ってきた

Mokkanshopと呼ばれるソフトウェアで実現



60

Ⅰ　本　　編

61

Ⅰ－2－2　木簡など出土文字資料の知の結集

61

したものを改良して用いた。 Mokkanshopは

Windows PCにインストールして利用するス

タンドアロンモデルを採用しており、単一の

ソフトウェア内に、①古文書画像の読み込み、

②字形画像の切り出し、③筆跡抽出のための

画像処理、④筆跡による類似字形検索（前述

の字形評価手法を含む）、⑤解読結果（釈文）

管理、などの機能を包含した統合解読支援環

境を提供した。このソフトウェアは研究業績

として高い評価を得るに至ったが、スタンド

ァロン方式では利用者向けのサポート業務に

関する負担が大きく、利用可能な OSにも制

限が生じるなど、広範囲への研究成果の波及

という点では課題が残っていた。

そこで、 MOJIZOではスタンドアロンモデ

ルに代わってクライアント・サーバモデルを

採用し、 Webブラウザ上でユーザインタフ

ェースを動作させる Webアプリケーション

としての実装を行った（図 5)。Webアプリ

ケーションは、 Webブラウザを持つ多様な

コンピュータで利用可能である。また、演算

処理をサーバサイドで実施することにより、

クライアントコンピュータ

計算負荷およびバッテリーの消耗に敏感なス

マートフォン等の小型携帯コンピュータでの

動作も可能となる。ただし、多数の利用者か

らの同時要求に備えたサーバ内での負荷分散

と処理の多重化、および検索対象となるデジ

タルアーカイブとのスムーズな連携を考慮す

ると、検索サービスを複数のモジュールに分

割し、スケーラブルな動作を可能にする分散

コーディ ングを行うことが望ましい。これに

伴い、字形評価手法は「字形評価エンジン」

として、ユーザインタフェースから独立した

コーディングを要することになった。その際

の手間は大きなものとなったが、幸いなこと

に現在に至るまで字形評価エンジンを含む

MOJIZOを原因としたサーバコンピュータの

クラッシュは発生しておらず、安定した動作

を継続している。

ユーザイ ンタフェースと字形評価エンジ

ンの実装を分離したことは、複数名での研究

開発を行う本科研のグループにとって適した

ものとなった。 MOJIZOは奈良文化財研究所

の Webページで公開を行っているが、同研

サーバコンピュータ

デジタルアーカイブ

図5 クライアント・サーバモデルによるMOJIZOの実装
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究所のメンバーを中心としてユーザインタ

フェースを開発した結果、同研究所の Web

ページの管理ポリシーを大きな課題なく遵守

することができている。一方で、字形評価エ

ンジンは桜美林大学のメンバーが中心となっ

て開発を行ったが、ユーザインタフェースと

の間での情報通信に関する規約を事前にある

程度固めておくことで、工程に支障を来すこ

となく実装を完了し、平成 27年 3月に一般

公開を開始することができた。

クライアント・サーバモデルを採用した

MOIJZOにおいて、字形抽出のための画像処

理についてはサーバサイドでの処理を採用し

なかった。画像処理は、利用者の操作に対し

て迅速かつ頻繁に表示結果（処理後の画像）

を更新する必要があるが、サーバサイドでの

処理を実装すると、利用者側のコンピュータ

とサーバとの間で頻繁な通信が発生し、特に

公衆電話網を用いた通信では利用者側の金銭

的負担が無視できなくなる恐れがあること、

および非営利の研究レベルで利用可能なサー

バの処理能力では頻繁な処理による負荷に耐

：：： 0 MOJIZOKin 
"~• • I I""。：：： 0 MOJ120kin 

"~~· I 

u、91-1J
lu "°"" '"""心 ● | ：̀”し炉 噸＇ユ心●9299

’̀' 

(1ぁ) iOSのPhoto (2)背景除去処理
に る画像を開く (MOJIZOkin組込）

| ．ら• O 

uuc釦

えられないことを考慮した。また、近年のパ

ーソナルコンピューターには様々な画像処理

ソブトウェアが用意されており、 利用者が慣

れ親しんだものを利用するメリットが大きい

ことにも配慮した。ただし、スマー トフォン

については字形抽出に適した画像処理ソフト

ウェアが普及していないため、 iPhoneで動作

する字形抽出用の画像処理ソフトウェア

「MOJIZOkin」を開発し（図 6)、AppleStore 

で無償配信した。 2017年 3月のリリース以

降、 MOJIZOkinは 2,500を超える Apple ID 

によるダウンロードが確認されている。

なお、 MOJIZOに関連する本科研での主な

活動履歴を以下に示す（表 1)。

評価実験と結果および考察 前述の通り、

MOJIZOは既存のデジタルアーカイブ検索と

並立してサービスを提供する。すなわち、既

存サービスとの共生・補完の実現が最も好ま

しい結果となる。そこで、 MOJIZOを公開し

ている奈良文化財研究所の Webサイトに利

用ログの機能を設置して、 (1) MOJIZOを用

いた検索件数、 (2) MOJIZO公開の前後にお

’~“ 
“°ハ9C心 ・い~ l | ＝ 0 

MOJ9zoun □’ 

l“ 
m "？n+9ー

塁 心`…

塁塁"•- ． ＂
|u-

二 戸 • 0 • I .....、 .. 

(3)タッチアップ機能（指先 (4)筆跡の 2値化
での操作）による画像補正 （完成）

図6 MOJIZOkinによる画像処理の例
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表 1 MOJIZOに関連する活動履歴

日時

平成 28年3月 25日

平成 29年2月

平成 29年 3月

平成 29年3月 17日

活動内容

MOJIZO公開

MOJIZO商標登録出願 (2017-010237)

※奈良文化財研究所・東京大学史料編纂所の共同出願

Apple Storeでの MOJIZOkin配布開始

MOJIZOユーザインタフェースの機能拡張を実施

・スマートフォン・タブレット用の画面（自動判別）を実装

•韓国語・中国語（簡・繁体字）・英語による画面案内追加

・検索キー画像収集機能追加（検索精度向上のために利用）

ける文字コードによるデジタルアーカイブ検

索（木簡字典および電子くずし字字典データ

ベースの横断検索）の件数の変化、の 2つを

評価実験によって調査することにした。

調査期間は、 MOJIZOが平成 27年 3月

(MOIZO公開時点）から平成 29年 9月まで、

文字コードによる検索が平成 26年 5'月から

平成 29年 9月までとした。以下に年度ごと

の検索件数の変化を図 7のグラフに示す。

評価実験の結果、 MOJIZOを持ちいた検索

件数が十分に多いだけでなく、文字コードに

よる検索も MOJIZO公開後に増加している

ことが明らかとなった（グラフ中の H29年

度は 6か月分の件数である点に注意）。この

ことから、画像を検索キーとした情報検索に

対して利用者の大きなニーズが存在していた

こと、および文字コードを検索キーとした情

報検索との間に共生・補完の関係が構築し得

ることが明らかとなった。

今後の課題 評価実験の結果、符号によるラ

ベリングが困難な古文書の字形に対して、画

像を検索キーとした情報検索サービスを構築

・提供することの効果を示すことができた。

ただし、前述の通り、現在の MOJIZOの検

索対象は「古文書の字形」に限られている。

記号などの非文字資料の検索機能の構築は、

MOJIZO／文字コードによる検索件数

800,000 

600,000 

平成 29年度は
~9月の 6カ月分

平成 27年度の
MOJIZOは 3月分のみ

400,000 

200,000 

゜

平成 26度は
5月～の 11カ月

--143,093 

H26年度 H27年度 H28年度

272,853 

593,836 

■MOJIZO 

■文字コード

144,058 

H29年度(~9月）

図7 利用者数の変化
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工学技術的には MOJIZOの発展形として実

装可能であり、その提供が急務であると考え

ており、 画像による情報検索への対応に必要

となるデータベース側での作業、および継続

的なサービスの提供など今後行うべきことは

多い。さらに、検索精度向上に向けた技術研

究も継続的に実施していく必要がある。

いずれにしても、古文書デジタルアーカイブ

のための情報検索技術の研究は、現時点をも

って完了し得るものではない。本科研での研

究活動を経て実現した様々な技術を発展的に

継承し、今後の継続的な検索サービス提供に

結び付けるべく、研究活動の継続を行ってい

く所存である。 （未代誠仁）

I -2-2-1-2 形状による検索ソフトの開

発一削屑断片接合処理技術の開発 (vii)

本研究では、削屑の接合を容易に行えるよ

う、類似木簡破片の検索システムの構築に向

けて、木簡破片画像の類似度を計算する方式

を開発している。

閾値処理による木領域の取除 木簡破片画像

の類似度計算には木の色や木目を用いている

ため、墨字を含む領域検出し、取り除く作業

を最初に行う。

． 

木簡破片画像に対し、各ピクセルの彩度と

明度に閾値関数を適用し、閾値以下のピクセ

ルを含む領域は次の節で説明する識別機に入

れる領域には使用しないこととしている（図

8)。

木簡破片の特徴抽出器の作成 木簡破片の特

徴抽出器を作成するための前処理として、複

数の大きな木簡の部分画像を作成して、元の

木簡の IDを教師とする教師あり学習をよっ

て、どの木簡から切り分けられた画像を識別

する学習機を作成する（図 9)。

この識別機の出力層だけを取り除くと、こ

の識別機が木簡の判別に用いている特徴のベ

クトルを得ることができる（図 10)。

この出力層を取り除いたネットワークを

特徴抽出器とし、出力されるベクトルを特徴

とすることで、次の節では木簡破片同士の類

図8 閾値処理による文字領域の取除

日・-ti入力層h疇I中間層I•• ． 
＊ ＊ ｀ . ＊ 
.. " ＊..,. 

国
零`

拿

“

囮9 木簡破片画像の識別器
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入力層 I．劇 中間層 1. .  

各部分画像の

特徴ペクトル
＾・．．•．•一． ．．•．．．．•・ •一． ． 、

f(f) 

臀

鎗

＊

図10 木簡破片画像の特徴抽出

似度を計算する。

疑似度の計算と評価 木簡破片の部分画像を

特徴抽出器に通すことによって得られた特徴

ベク トルを比較することで木簡破片画像同士

の類似度を計算している。

特徴抽出器から出力される特徴ベクトル

の例を図 11に示す。

この例では、左と中央の画像が同じ木簡

のもので、右の画像が別の木簡の画像とな

っている。同じ木簡の破片画像の特徴ベク

トル同士がより近いことが確認できる。

木簡破片の部分画像生成補助GUIの作成 木

簡破片画像の解像度が高くない場合、部分

画像の生成に失敗する場合があることか

号
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2134 0.7342 0.6841 
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図11 特徴ベクトル（一部抜粋）
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図12 木簡破片の切り分け補助GUI

ら、部分画像の切り分けを補助する GUI

を作成した（図 12)。

左の画面で実際の切り分け状況を確認し

ながら切り分けの範囲などを調整すること

ができる。左の画面上のうち、青が部分画

像として利用している範囲、黄が利用可能

だが利用していない範囲、赤が利用できな

い範囲となっている。

この GUIを用いることで、従来の自動

での切り分けでは対応できなかったような

細かな木簡破片画像からでも特徴抽出器に

入力する部分画像を生成できるようになっ

た。

今後の開発課題 現在のネットワークでは

特徴抽出器の精度が低く、似ているが別の

木簡からきた部分画像を識別できない場合

があるため、今後は特徴抽出器の精度向上

が必要である。

また、この類似度を実際に用 いて破片画像の

類似破片の検索を容易に行うことができる シ

ステムも今後開発する。 （中川正樹）

I -2-2-2 出土文字資料の字体の研究

I -2-2-2-1 木簡所用文字の標準字体の

検討 (viii)

古代木簡使用文字字体一覧 「古代木簡使用

文字字体一覧」（以下、 一覧表と称す）とは、

古代の木簡に書かれた文字を文字種で分け、

文字種毎の字形・字体のパターンをピックア

ップし、 一覧化したものである。「古代木簡」

とあるように、中世・近世の木簡は対象とし

ていない。
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収録文字は基本印刷版『木簡字典』（八木

書店）によるが、本書未収録文字も一部追加

している。

調査対象は、印刷版『木簡字典 』が奈良

文化財研究所で発掘調査を担当した飛鳥地

域、藤原宮・京跡出土木簡及び平城宮・京跡

出土木簡を対象としているのに対し、本一覧

表は全国の古代木簡を対象とする。そこで、

収録字形は印刷版『木簡字典』に比べ、多く

なる例が多い。

一覧表の作成は 2016年度に始め、 2017年

度まで 900字の見出し字（文字種）に対し、

計 2250字分の字形を入カ・作成している。

一覧表の作成方法 一覧表の作成する手順は

以下の通りである。

1、文字毎の使用例を「木簡データベー

ス」及び「木簡字典」（両データベースとも

2018年 6月に閉鎖。同年 3月にオープンし

た後継サービスとなる「木簡庫」に移行。）

で調べる。

2、字形を類型化し、頻度別に分ける。

3、字形をイラストレーター等で作成し、

使用頻度が高い順に一覧表に並べる。

文字（種）全体の並び順は印刷版『木簡字

典』にしたがい、部首・画数の順に並べてい

る。このようにしてできあがった一覧表は、

図 13のようである。

なお、上図のような一覧表を作成する際、

文字毎の字形を調べるにあたって、木簡群に

より特徴が見られる場合は、それをメモする。

例えば、参河国の幡豆郡の異表記となる「芳

図郡」 の「図」字は、他が国構えのない「品」

字形で書かれるのに対し、国構えの付く「圏」

字形で書かれる。 また、多く の先行研究によ

り明らかにされている、 7世紀には「ア」字

形、 8世紀か ら 「マ」字形が使用されるとい

った「部」字の使用状況についても再確認し、

記録する。

字形データの運用方法及び課題 以上のよう

にしてできあがった字形データは、まだ実装

はされていないものの、以下のよ うな運用方

法が想定できる。

a. 「木簡庫」に字形データを搭載し、検索

された文字の字形のパターンを表示。作字さ

れた字形をクリックして、同じ字形で書かれ

た木簡の文字画像を表示。

b. 「木簡庫」に一覧表の字形データだけで

なく、部首・部品（パーツ）で分解できるも

のはそのデータをも登録し、部首・部品で検

索できるようにする。例えば、上図に掲載さ

ノ~ヽ

れる「多」字の字形一覧には「夕」の字形が

見えるが、これは「八」と「夕」に分解でき

る。「八」と「夕」といった、漢字を構成す

るパーツで検索できるようにするのである。

C. 「MOJIZO」（モジゾー）の愛称で呼ばれ

る「木簡．＜ずし字解読システム」に一覧表

の字形データを登録し、収録する文字画像数

を増やすことで、解析結果の精度向上に貢献

する。

このように、一覧表の字形データの「木簡

庫」または「MOJIZO」への搭載は、両デー

タベースの機能性向上・充実につながり、さ
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図13ー古代木簡使用文字字体一覧の一例

らに多くの利用者に利便性を与えることにな

ろう。 （方国花）

I -2-2-3 検索機能の強化

I -2-2-3-1 木簡字典の高次化一意味検

索機能の追加 (ix)

木簡の文字画像データベース「木簡字典」

は、後述のように「木簡データベース」と統

合して新たなデータベース「木簡庫」として

の公開を実現しているため、現在では公開を

停止している (2018年 6月 28日公開停止）。

しかし、「木簡字典」の段階で追加した新し

い機能は、基本的に「木簡庫」にも受け継が

れている。そこで、「木簡字典」において追

加した新しい機能である「意味検索機能」に

ついて、ここで紹介しておく。

意味検索機能の追加を考えた契機は、木簡

に見られる多様な表記にある。漢字は当時の

日本人にと っては外国の文字であり、日本の

言葉を漢字で表記する際には、漢字の意味か

ら離れて、音が共通するさまざまな漢字が充

てられることが多かった。木簡に見られる表

記も同様で、同じ言葉に対して多様な表記が

用いられている。例えば、サメを鮫•佐米、

アワビを飽．鰻．蜆、イワシを鰯・伊委之、

鯛 ・多比、イカを烏賊・伊加、アオイを葵・

阿夫比と表記するといった具合で、 記載され

た文字への知識がないと、その用例の全てを
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検索することは不可能であった。

これを解消するためにはシソーラス作成の

求められるが、その前段として、記載文字を

知らなくても意味内容から検索できる仕組み

の構築を考えることにした。

まず、検索方法として、意味によって分類

したリストから選択する構造を設けることに

した。分類は、主に 3段階の階層からなる。

分類数は、大分類 40種、中分類 80種、小分

類 79種である。例えば、物品一食品一水産

物、といった要領である。

2016年 2月公開当初のデータ数は、「木簡

字典」に搭載されている木簡のうち約 1,200

点とした。

これによって、以下のような検索が可能に

なった。例えば、食品に関する木簡を探した

い時、大分類“物品名”のうち中分類の“食

品”を選択すると、魚や米、瓜など、食品に

関する木簡のいずれもヒットする。さらに、

しぼり込みも可能で、小分類の“水産物”を

選択すると、魚や海藻などに関する木簡を絞

り込んで検索することができる。

検索後の詳細画面においては、本文の分類

結果が表示される。

期待される効果 この意味検索機能の追加に

よって、より身近な語句・概念から、興味の

あるテーマにあわせて、気軽に検索すること

が可能になった。

また、古代の人びとのモノとの関わりなど、

当時の生活を知る手がかりが得やすくなる。

例えば、身近な地域の特産品を調べて、地域

おこしのヒントにしてもらうなど、活用範囲

頌戴

物品名

中 •中

加工品

図14 意味検索の分類の階層

の拡大が期待できよう。

そして何よりも、木簡解読支援ツールとし

ての機能である。これまで大きな分類（木簡

の形や記載内容） ＜らいしか記録できていな

かったため、これをより詳細に分類し、蓄積

することで解読を手助けするものとなろう。

さらに、分類した語句の画像上での位置に

ついてデータを蓄積していけば、木簡上に同

類の語句がどの位置に書かれることが多いの

かなど、記載様式の傾向分析が可能になろう。

シソーラス機能だけでなく、今後の研究の深

化が期待できる新機能といえよう。

（渡辺晃宏）
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I -2-2-3-2 文字認識とそのための画像

処理 (X)

Mokkanshopの改良 ここで報告する内容は、 5

年にわたる本科研の研究のうち、 2013年度

の研究成果であり、古代木簡釈読支援システ

ム Mokkanshop（モッカンシショップ）の改

良に伴うものである。この成果を搭載した新

Mokkanshopは、現在 MOJIZOへと技術継承

され、運用を停止しているが、 MOJIZOの基

礎になる技術開発成果として、ここに紹介し

ておくこととする。

新Mokkanshopの画像処理技術開発 カラー画

像に対して字形を抽出するために、我々は画

素が持つ情報を元に墨（字形）とそれ以外の

判別を行う墨判別基準を作成し、タイリング

ウィンドウによって視認性と操作性を高めた

新しい古代木簡解読支援システム

Mokkanshopに搭載した。新 Mokkanshopでは、

動作環境となる PCがタッチ操作に対応して

いる場合にはマウスだけでなく指による直接

的かつ直感的な操作が可能になっている。

判別基準となる画素情報は、 RGB、CM

Yといったカラーチャネル、およびHSVチ

図15 タッチ操作に対応した新Mokkanshopの

画面

ャネルの各値となる。新 Mokkanshopのユー

ザは、プリセットされたチャネルの組合せを

選択し、マウス／タッチ操作によって単一閾

値による判別を適用することができる。閾値

の設定方法については、マウスによる操作ス

ライダバーの移動に加えて、タッチ操作によ

るボタン／パネル長押しでの連続変化をサポ

ートしている。古代木簡解読という高度な知

的作業を支援する上で、操作を直感的かつ容

易にすることは重要であると考える。また、

判別結果として得られる画像の各画素には各

チャネルの値を保存し、別の画像処理を重畳

できるようにしている。これにより、各チャ

ネルが定義する多次元空間内で複雑な分布を

構成する字形画素を容易な操作の組合せとし

て抽出できるよう工夫している。

但し、以上の操作による判別処理でも墨判

別の結果が不十分となることがある。そこで、

墨／背景の 2値で構成される画像を対象とし

た、距離画像変換と異方性拡散を組み合わせ

た字形修正・復元のための平滑化技術につい

ても新 Mokkanshopに搭載した。なお、平滑

化技術の適用に必要となるパラメータの種類

を削減することは今後の課題である。

（未代誠仁）

I -2-2-4 周辺データベース群の充実

I -2-2-4-1 木簡研究論文データベース

-「木簡関係研究文献一覧」の作成 (Xi) 

「木簡関係研究文献一覧」とは 「木簡関係

研究文献一覧」は、木簡字典の機能を補完す

る周辺データベース群の一つとして開発した
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もので、当初は木簡字典にリンクを貼る形で

2015年 3月に公開した。その後、木簡に関

するデータベース群の「木簡庫」への統合・

拡充に伴って、「木簡庫」の機能の一つに移

行させている。

このデータベースを考案した背景には、木

簡が史料として注目されるようになった結

果、個々の木簡を取り上げた論考が多数公に

されるようになってきたことが挙げられる。

木簡字典の公開によって木簡の画像や詳細な

情報が公開されるようになると、その木簡に

ついてさらに詳しい情報を得たいという要望

も強くなってくる。しかし、そうした研究文

献を探すのは一般的に容易なことではなく、

簡便に検索できるシステムの構築が課題とな

っていた。

一つひとつの研究文献のチェックは現状で

は手作業で行わざるを得ないが、研究文献の

データを蓄積した文献目録がいくつか公開さ

れている。したがって、どの文献が当該木簡

を取り上げて論じているかさえ確認すること

ができれば、それらの既存の文献目禄とリン

クを貼ることによって、その文献のメタデー

タを容易に参照することができるようになる

はずである。

そのような研究文献データベースの一つ

が、本科研の研究分担者でもある法政大学の

小口雅史教授が永年にわたって構築に尽力さ

れてきた「日本古代史研究文献目録データベ

ース」である。このデータベースは限定され

た形ではあるが、法政大学国際日本学研究所

のホームページにおいて、公開されており、

日本古代史に関する研究文献データベースと

しては、他に追随を許さない規模・内容を誇

り、現在の収録件数は 20万件を超えている。

今回、幸いにも小口教授のご高配を得て、

木簡字典（木簡庫）へのリンクについてご快

諾をいただくことができ、運用に当たっては、

2016年 11月に、奈文研の松村恵司所長と、

法政大学国際日本学研究所の小口雅史所長と

の間で、「独立行政法人国立文化財機構奈良

文化財研究所と法政大学国際日本学研究所と

の学術交流・協力に関する基本協定書」を締

結して現在に至っている。

一方、国立情報学研究所が公開している

CiNii (NII学術情報ナビゲータ［サイニィ］）

も日本の論文、図書、雑誌などの学術上法を

検索できる便利なデータベースである。 CiNii

令
一

面`
1£
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■研究文献情報
当該木簡を取り上げている研究文献一覧を表示します。

一図16 木簡庫における「研究文献清報」 へのリン

クボタン（左下のピンク色部分）とその拡

大
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図18 「日本古代史関係研究文献目録

データベース」（上）とCiNii;（下） への

リンク

への静的なリンクは自由である旨明示されて

いるので、木簡字典・木簡庫においても、国

立情報学研究所が行っているサービスである

旨を明記の上、各文献へのリ ンク を貼らせて

いただくことにした。

検索方法 当該木簡に言及する研究文献が登

録されている場合には、木簡データのカード

表示の末尾に、「■研究文献情報」が表示さ

れ、「研究文献」のピ ンク色のボタ ンをクリ

ックすると、研究文献一覧が別ウィ ンドゥで

示される。

研究文献情報は、研究文献名（タイトル、

著者、掲載誌等・巻号、出版年の順）、小口

雅史氏編「日本古代史関係研究文献目録デー

タベース」（法政大学国際日本学研究所）へ

のリンク、「CiNii」（国立情報学研究所）へ

のリ ンク 、及び備考からなる。両データベー

スヘのリンクは、当該論文等のそれぞれのデ

ータベースにおける IDで示すこととした。

クリックすれば、それぞれのデータベースの
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当該文献の欄が別ウィンドゥで立ちあがる。

掲載誌等については、原則として初出情報

を表示するものとした。但し、単行本等に再

録するにあたり再編 ・補訂されたものについ

てはこちらを優先し、章のタイ トルを示すこ

ととした。そのため、複数の論文 IDにリン

クする場合があり、その場合は備考欄に「既

出の二篇を補訂」、あるいは「第〇節のみ既

出。 他は新稿。」のように注記し、わかる範

囲で再編状況を示すようにした。

期待される効果と課題 従来木簡一つひとつ

について、これを取り上げる研究文献を一覧

できるものはなかったが、今回研究文献をリ

ス ト化して表示することで、容易に研究文献

を知ることができるようになった。

研究文献には研究書や学術雑誌に収録され

た論文だけでなく、一般向けの新書等も広く

含める方針としたので、研究者はもちろん、

一般のカタカタにも木簡を通して新たな歴史

認識を得るのに役立てていただけるものと思

う。

また、日本古代史関係研究文献目録データ

ベースとのリンクによって、研究文献の初出

・再録情報が入手可能になった。また、 Cinii

とのリンクによって、 PDFが公開されてい

るものについての閲覧が容易に行えるように

なった。

但し、課題もある。何よりも、データの充

実である。木簡を取り 上げた文献の蒐集は、

今の ところ手作業で行うしか手立てがない。

現在登録できている研究文献は 1,000点余り

の木簡に関する約 2,000件程度で、残念なが

ら木簡学会編『木簡研究』などの学術雑誌の

ほか、「木簡」をタイトルに含む研究書など

に収録されたものに限られている。これをい

かに増やしていくかが大きな課題である。現

時点で仮に全てをカヴァーできるようになっ

たとしても、研究文献はその後も日々増加し

ていくはずである。データベースには必ずつ

きまとう課題である。 （渡辺晃宏）

| -2-2-4-2 古代地名検索システム (x

ii) 

『和名類棗抄』の古代地名とそのデータベー

ス化 古代の木簡には、荷札木簡を中心に地

名が頻出する。租税貢進者の本貫地を示す、

クニ ・コオリ ・サトの行政区画の地名が基本

である。これらの古代の地名については、平

安時代中期の辞書『和名類緊抄』に全国規模

で記載があり、古代の地名を考える上で欠か

せない資料になっている。もちろん 8世紀段

階の地名と比較すると、若干の変動はあり、 8

世紀の木簡に登場するのに『和名類緊抄』に

は見えない地名や、逆に『和名類緊抄』に見

えながらこれまで 8世紀の木簡の事例が確認

できない地名は存在する。あるいは、表記の

るとしても、古代の行政地名を網羅した資料

........,,—•.,,—· — 
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図19 古代地名検索システムのトップペ

ージ
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変動も多々起きている。それらの点は考慮す

として貴重であり、木簡の地名を釈読使用と

いう場合、なによりもまず『和名類緊抄』を

参照しなければならない点に揺るぎはない。

そこで、 2005年に公開した木簡釈読支援シ

ステム Mokkanshopに搭載する形で、データ

ベース化して利用 に供してきた。

しかし、『和名類緊抄』の地名は、木簡釈

読にのみならず、広く古代史全般にとって単

独でデータベース化して利用するに足る重要

なデータでもあるし、その後 Mokkanshop自

体が MOJIZO（後掲）として高次化する運び

になったこともあって、 Mokkanshopから切

り離し、「古代地名検索システムと」して単

独で Web上で機能するデータベースを立ち

上げることとした。

「古代地名検索システム」としての古代地名

データベースの高次化ノ本科研における「古

代地名検索システム」の開発・公開は 2段階

に分けて行った。

第一段階は、 2014年度に基本機能、すな

わち漢字 ・よみからの検索、異表記ボタンか

ら異表記を検索できる機能を開発し、 2015

年度にデータの追加修正、異表記表示機能の

修正を経て、 2015年 12月 9日から試験運用

した。Mokkanshopに搭載していた『和名類

緊抄』の地名のみを対象として収載したもの

である。その際、地名データは、『和名類緊

抄』の古代地名に関する研究として、先駆的

かつ包括的な業績である池邊禰『和名類緊抄

郡郷里騨名考證』（『和名類緊抄郷名考證』

としての初版は 1966年刊行。その後、 1970

年に増訂版刊行。さらに、駅家名などを増補

し、諸本との校合を経た改定版として、書名

を変更した上で 1981年刊行）に依拠した。

立項データ数は約 4,200件である。

第二段階は、 2016• 2017年度に行ったも

ので、『和名類緊抄』の古代地名に加えて木

簡に登場する古代地名のデータを増補すると

ともに、池邊氏が前掲書において考証した地

名についても、古代のものについては出典も

含め極力搭載するように努めた。また、この

搭載資料の大幅増補に合わせて、検索キーワ

ードの漢字と読みの自動判別機能を新たに設

けたり、異訓ボタン、改編ボタンなどを追加

したりするなど、ユーザインタフェイスを考

慮した全面的にリニューアルを実施した上

で、 2018年 3月 29日から公開した。立項デ

ータ数は約 6,300件であ る。

現在公開しているのはこ の第二段階のリー

ニューアル版であるので、以下、基本的に二

段階のリーニューアル版に即して説明し、必

要に応じてそれとの比較において、第一段階

の状況についても言及することとする。

立項地名（漢字） まず、池邊禰著『和名類

緊抄郡郷里騨名考證』が校訂を経て本文とし

て掲載する『和名類緊抄』の国・郡・郷・駅

家の地名については、その表記のまま立項す

るのを原則とした。但し、『和名類緊抄』の

明瞭な誤記は正しい表記に直し、『和名類緊

抄』（一部の写本の場合も含む）の誤記の可

能性が考えられるものは、「（ ）」で示し、

立項した表記と代わる可能性を含む（どちら

が誤記かにわかには判断できないなど）と考
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えられるものには「※」を付した。

次に、池邊氏が他の古代の史料によって考

証を加え、『和名類緊抄郡郷里騨名考證』に

収録している地名についても収録することと

した。これには三種類があって、 2015年 12

月公開版に収録したデータには「＊」を、ま

た 2018年 3月のリニューアルの際に新たに

追加した西暦 1000年までのデータ（同書「古

代郷名集成」第六表まで）には、「△」を、

さらに 2018年 3月のリニューアルの際に新

たに追加した西暦 1000年以降のデータ（同

書「古代郷名集成」第七表から）には「＊」

を付して区別した。

次に、 2018年 3月のリニューアルにあた

って、『和名類緊抄』に見えず、木簡によっ

て新たに確認される古代地名のデータを、概

ね次の方針に従って追加した。

『和名類緊抄』に見える地名と表記は異な

るが、同一地名と判断できるものは、当該地

名の「異表記」（後述）に追加し、木簡が出

典であることを「＜木〉」として示した。

『和名類緊抄』に見えない地名については、

最も代表的と思われる表記で新たに項目を立

て、それ以外の表記は「異表記」に収めた。

木簡に記載される地名のなかで、所属国は

わかるものの、所属郡あるいは所属郷がわか

らないものについては、当該国の備考欄に示

した（例：須佐里（知多郡、所属郷不明）。

なお、地名の漢字表記のうち、 UTF-8の文

字コードで表示できない文字は、解字形式で

表記した（例：「草冠十補」）。

立項地名（かな） 地名の読み方については、

『和名類緊抄』に読みが示されている場合は

これに従うのを原則とした。その他は概ね『日

本歴史地名大系』（平凡社、 1979-2004年），

と『古代地名大辞典』（角川書店、 1999年）、

『角川日本地名大辞典 CD-ROM版』（角川

書店、 2002年）などを参照し、最も一般的

と思われる読みを一義的に選んで表示した。

それでもなお疑問の残る場合には、「？」を

付した。

異表記 立項した表記以外の漢字表記は「異

表記」とし、その出典を「〈 〉」 で括って

表示した。出典が複数ある場合には「 ／ 」

で区切って表示した。

出典は、一部下記のような略号を用いて表

記した場合がある。

延（延喜式）

記（古事記）

姓氏録（新撰姓氏録）

要略（政事要略）

旧事本紀（先代旧事本紀）

大資（大安寺伽藍縁起井流記資財帳）

要録（東大寺要録）

紀略（日本紀略）

三実（日本三代実録）

紀（日本書紀）

霊異記（日本霊異記）

文徳実録（日本文徳天皇実録）

扶（扶桑略記）

法資（法隆寺伽藍縁起井流記資財帳）

万（万葉集）

符宣抄（類緊符宣抄）

三代格（類緊三代格）
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義解（令義解）

集解（令集解）

今昔（今昔物語）

釈紀（釈日本紀）

続後紀（続日本後紀）

続紀（続日本紀）

伊本（『和名類緊抄』（伊勢本））

高本（『和名類緊抄』（高山寺本））

急本（『和名類緊抄』（東急本））

編纂史料については下記のような略記方法

も用いた。

『大日本古文書』編年文書

大日古 3-590(『大日本古文書』 3巻 590頁

『平安遺文』

平遺 236(『平安遺文』所収 236号文書）

『鎌倉遺文』

鎌遺 236(『鎌倉遺文』所収 236号文書）

なお、正倉院文書の中でよく知られている

戸籍・正税帳などの場合には、一般的な通称

も使用した（例：「御野戸籍」「駿河国正税

帳」など）。

金石文については、基本名称を用いたが、

「多胡碑」 のように一般的に用いられる通称

名で表記するものもある。

木簡については、調査主体が奈良文化財研

究所の資料については、〈木〉とのみと記し、

その他の機関が調査主体である場合は、〈遺

跡名＋木〉・のように表示した（例 ：〈大宰府

木〉（大宰府跡出土木簡））。

異訓 立項した読み（かな）以外のよみは 「異

訓」として列記した。読みが時代によって変

化する場合や、読みを一義的に決められない

場合などである。

改編 古代地名には、行政地域の併合・分割

・改称などにより、立項地名として並列でき

ない場合がある。これらについてはその変遷

を「改編」の項に記述した。

例えば、阿波国名方郡は 896年に名東郡と

名西郡に分割されている。これを「改編」の

項に、「名方郡→く名東郡名西郡〉 (896年）」

とように記すごとくである。また、備前国和

気郡は、同国の邑久郡と赤坂郡の一部の郷を

割いて 721年に新設された藤原郡をその前身

とし、 726年に藤野郡に改称した。 766年に

は邑久郡の香登郷、赤坂郡の佐伯郷、珂磨郷、

上道郡の物理郷、肩背郷、沙石郷、そして美

作国勝田郡の塩田村を編入して範囲を広げ

た。その後、 769年に和気郡に改称され、平

安時代に至り、『和名類緊抄』には「和気郡」

と記載される。これらの経緯については、「改

編」の項に、「邑久・赤坂 2郡の郷→藤原郡 (721

年）→藤野郡に改称 (726年）；藤野郡に邑久郡

香登郷、赤坂郡佐伯郷・珂磨郷、上道郡物理

郷・肩背郷・沙石郷、美作国勝田郡塩田村を編

入 (766年）→和気郡に改称 (769年）」と記述

した。

里（コザト） 717年から 740年までの間、

いわゆる郷里制が施行され、サトの表記を

「里」から「郷」に改め、その下に「里」と

表記する「コザト」を置いたことが知られて

いる。この時期の木簡には、他の時期には確

認できない里（コザト）の地名が書かれてい

る場合が多い。そこで、木簡から確認できる

コザト（里）名を「里（コザト）」 の項に表



76

Ⅰ　本　　編

77

Ⅰ－2－2　木簡など出土文字資料の知の結集

77

●●● ●● ↓・ • 

,',It鴫名檎傘システム

9● 99日・ ； ■検索文字

,；：：’忠只只ttてs.
ゞニぶむ， ：：ぶ：が品守や•
苧；叫·:；ぷ二記；· ~ •＇｀ ！②文字入力 ，

•一・n2· ••．．．て 9

ミ；ら．，'1み・~-:i•-.:;c.~ ｀し 9 ．吋
:.“と；；；；パ・ ： 例大和
！ぶ？克：：：:-,;,a:,!(,~応を疇 :i

;--ミ＝t：屯．む ．，六mご屯，,,;~• • • ・.... .........．.．．...．.．.. • • 
•一ユ疇．ュ.'”`＇‘’｀と・，．ヽ雫··りに●● ●｀●—· •'‘-’’‘'C｀ペヽ

ぷぢ証．丑丑m如--· '`』'輪 ．cm9●^~-～,.…“`S9~•- i●'·" 心• •”.·• - « 

図20 旧版古代地名検索システムの検索の流れ

示した。

備考 木簡に記載される地名には、所属国は

わかるものの、所属郡あるいは所属郷がわか

らないものがある。それらについては、備考

欄に表示した（前述）。

リニューアル版古代地名検索システムの検索

フローとその特徴

本システムリニューアル版は、前述のよう

に、収録データ・表示項目に大きな改善点が

あるだけでなく、 トップ画面のデザイン及び

検索方法にも変更がある。

・検索方法

旧版の場合は、図20に示したように、まず

は検索対象が「漢字」か「読み」（ひらがな）

かを選択し、その後検索文字を入力して検索

を行う必要があった。

リニューアル版の場合は、図 21のように、

検索文字（漢字か読み（ひらがな）いずれで

も可）を入力後、必要に応じて「部分一致」

か「前方一致」、「後方一致」を選択し、検

索ボタンをクリックして、検索を行う。

旧版と異なる点は、検索文字を入力する際、

漢字か読みをラジオボタンで選択するのを撤

廃し、代わりに「部分一致」、「前方一致」、

”印｀l．．to.....

己の入五•F~-.-::-::i ポタン ト
g . .. ． 古ー・;;;.::;,;~u·

図21 リニューアル版古代地名検索システムの検

索の流れ

「後方一致」を選択できるようにしたことで

ある。これは、検索文字の種類を毎回ラジオ

ボタンで選択するのは手間であり、どちらで

も検索できるようにしたほうが便利だと考え

たからである。また、 1文字で検索する場合、

特に地名によく使われる文字は検索結果が多

くヒットし、求める結果をさがすのに多くの

時間を要する。しかし、「前方」か「後方」

かの位置を指定できると、検索範囲を絞り込

むことができ、 1文字しか解読できない地名

の解読の 効率アップにつながる。

・トップ画面のデザイン

図20・21に示すように、旧版においては

凡例、使い方をト ップ画面に貼り付けている

が、リニューアル版においては、凡例と使い

方の説明内容が増えたこともあり、 トップバ

ナーにボタンで表示するようにした。検索結

果画面からも、随時凡例や使い方を表示する

ことができる。

また、リニューアル版には木簡を出典と

する地名データが多く収録されており、当該

木簡の情報を閲覧．参照しやすくするため

に、木簡に関連する様々なデータベースのリ

ンクをも貼りつけている。これも結果画面か

らアクセスできるようにしている。
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図22 検索結果の一例（「なら」で検索）

まとめ及び今後の課題 上記の説明の中で言

及した点も含めて、古代地名検索システム（リ

ニューアル版）の特徴を整理しておく 。

(1) 木簡の地名データを含む古代の地名の

ほぼすべてが検索できる

(2) 地名の出典情報を収録

(3) 地名の読みを一つに限定せず、すべて

て収録

(4) 地名表記の変遷がたどれるよう、併合

•分割・改称情報となる改編データを収録

このように、 2017年度のリニューアル版

において、地名に関するほぼすべての情報を

収録し、画面のデザイ ンも見直すことでシス

テムの利便性を向上させることができた。

その結果、アクセス数も大幅に上がってい

る。 2016年度に 11000件ほどだったアクセ

ス数が、 2017年度には 10000件ほど増え、

20500件以上に達している。一月あたりの平

均アクセス数は、 2016年度に 970件だった

のが、2017年度は 1660件と伸び、 2018年 3

月のリニューアル版公開後は 2200件以上を

維持している。多くの利用者に認知され、ご

利用いただいた結果である。

しかし、課題もまだ残されている。 2018

年度のリニューアル版においては、木簡の地

名データを追加したが、今後墨書土器を含む

他の出土資料に記載される地名データをも追

加していく必要がある。また、木簡について

も、新出土資料のデータだけでなく、釈文変

更により地名と判読された例を追加し、

タを拡充していく必要がある。

デー

その他、機能を充実させていくことも重要

である。古代の地名を現代の地図とリンクす

ることで位置情報を示したり、遺跡・遺物の

情報も搭載したりといった機能を追加し、よ

り便利なシステムにしていく考えである。

地名には、その土地に長く伝わる独特なも

のが多く、本システムを、自分の住んでいる

場所や、身近な地名のルーツ・変遷をさぐる

手段にするなど、より多くの利用者に使って

いただけることを期待してやまない。

（方 国花・渡辺晃宏）

1-2-2-4-3 正倉院文書字典一正倉院文

書書状データベース (Xiii)

正倉院文書は、正倉院宝庫に伝わった約 1

万点といわれる古代の文書群である。皇后宮

職系統の造東大寺司管下の写経所の写経事業

の管理帳簿を主体とし、そこで二次利用され

た結果残った戸籍・計帳・正税帳など地方進

上公文の数々や、造東大寺司関係文書、写経
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所官人の周辺で交わされた文書群なども含

む、古代史料の一大宝庫といってよい。木簡

とは媒体は異なるものの、平城宮・京跡出土

木簡とほぼ同時代の史料群であるばかりか、

共通する人物が登場する例もあるなど、相互

にごく近くに位置付けられる史料群であり、

ごく近しい環境下で作成されたものである。

当然書かれている文字もは、媒体の垣根を越

えて類似したものであり、木簡の解読にとっ

て大いに参考になる史料群である。

とはいえ点数が厖大であるため、全てを参

照するのは当面困難であるため、正倉院文書

に含まれる書状を検討した奈良女子大学古代

学学術研究センター協力研究員の黒田洋子氏

の研究（科学研究費基盤研究 (C) 「書状文化

の源流を求めて」〈2012- 2015年度〉）との

連携によって、正倉院文書のうち約 240通の

書状に限定する形でデータベース化し、正倉

院文書の書状の文字の字典を構築することと

した。

収録データ 本データベースにおいて、各書

状について集録したデータは、書きの 24項

目である。

本文、本文 2、文書名 l、文書名 2、奈文

研 ID、東大 ID、所属、、紙数、寸法、、所蔵

者、内容分類、出典、小口目録、丸山目録、

地名、人名、筆者、和暦、西暦、接続情報、

紙背、紙質、その他記載、画像情報。なお、

この他に非公開項目として、備考、メモ 1~

7、研究者更新日時、更新研究者、更新日時、

更新ユーザの 12項目を設定している。

図23 正倉院文書書状データベースの トッ

プページ

--mしたい文亨●入力し●●●クン●”してくた●い．

●●鳳A9

•99••,.. . ・̀ ｀’‘J 
L 一鳥 9m....でa999.ュ..し●漕• 一 -~-room•
...，．たり••スト●二＾｀99 巳●彎 ●●●"•つ"=”ら←9 べ»

して．．.. ー・し,....‘‘
9 ,．9999●99●てU •S亭口L¢囀●が•

て●が

—•事ケテキス，．．し”"ra●"ん．
n-→ ・| 

..真｀フ9• シ 9 貴三に巳＾集9C ●●●

細””`心99あり•..
,....入n“’̀..9は會てヽ 〉文マ●●示し
....し•」 9999 . cco●盲．

•スヘースロ碍9て●べr •ェ．ー4彎:"＇,

0..“”"• 
9,、≪n.--・●●沢9●書●9ン●●L

• 999シュ、999ク...II 屯い“`．．．．．．．いくmm•,
9 ●拿9重し:.【＾奮町9二•こ9しくに

e9 ヽ~

●●鵬鼻懺暴について

9 檎素文亨と寛●に＿散した文字と攣み切っていない文字 1 （力）として裏示9e●●の文字と●して輪集裏示し軍す．

....L.... ： r...,という●文のO I9 ［文ヵ9●●』や「天 9 1鴫省n99 Uとが観鸞

2 重み切ってい“い文字く <nlとして●示） C納糟の文字と遍して検霊で，．T．

鵞つ●で艘零． 9只．ー（麟nl富J"どが艘賞

9→9•44 e"”'山-↓し込←J. ＇““bo“““'・→ふし•

--―- •»•参ユ··でご•したと・し0

艘●したい文●●入力し鸞タンを＇してくたさい會
, -....,駄鼻tで“99..ュ..し·9• 一n-• ••• -L" 
...示●た..専スト量｀の裏｀乃●し●し●●て• ”"`~”-ユ2099^'....  ~ 

し 9 ご•｀亡 •9 ヽ
2,..9● 99990 5ヌ亭上9`’”可•ev”
...みかテ喜スト•示し”遍•ee●ビん

.....“'’’シュ ●テし巴＾曇示し裏9騎蜘ゲか•“---’| こと”●9拿••
,．．．．入れ“‘‘..CO會ての皇マ亀ヽし^↓ 9． ● 

●●●人9

•以ヽ·い麟● ●99-"●拿 寅會●●拿 ●しは”.”””ゥ•9
~スベース●●9て●＾た●●’“...コ•9aaし●●し

09•9. 
’`•9n、,．9↓贔●●●●し●竃事夕9●●してくた•

` ‘~ 

．．．．＂． 
• 999シュの999ィン＂ィンス 9-̂ •9てい4‘‘’u..皇ぶ●●●してくだどい．
9 ●●"上につ 9て雹鴫鴫』ニュ2•こらんくださいロ

＂纏... ・-・--、9999爪ックス●●冑 9●●胃9 ●●●入”ucてけう事●●●・・・- •竃序●ン••してく Eeぃ~

●瓦

●玄

””. ．...... 嶋剛心・』ワ● 霞鼻0•

≪ ..．.. 
．．． 0 ~ 員 0

●9●●● 

人集．． 
•一·暉•文

t

t

 
～` 

＊` ．．．
 

・ ●● 

そ P●

•A... ..`... 
●● ●U●● 

・→ しよ”-~—- h仄＾心幻 c“'“'----

•--
図24 簡単検索（上）と詳細検索（下）の、

検索画面

このうち、小口目録とは、小口雅史氏の作

成された目録における番号（小口雅史『日本

古代土地経営関係史料集成ー東大寺領・北陸
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編（デジタル古文書集）』同成社刊、2000年）、

また、丸山目録とは、丸山裕美子氏の作成さ

れた啓状の一覧表における番号である（丸山

裕美子「書儀の受容について一正倉院文書に

みる『書儀』の世界一」『正倉院文書研究』 4、

1996年）であり、それぞれ検索の便宜を考

慮して。データとして附載した。

簡単検索 木簡字典の簡単検索に準じるもの

で、一文字から四文字までの検索と、字数無

制限の検索のボタンで選択した上で、検索文

字を入力して検索を行う。 但し、フラッシュ

表示は一文字から四文字検索の場合に限って

有効で、無制限検索では、画像表示とテキス

ト表示のみとなる。

詳細検索 詳細検索では、木簡字典に準じる

詳細検索条件は、文書の内容 ・文書の形・

形で、テキスト入力とともに、詳細検索条件

が利用できる。

文書情報に 3つに大別した上で、文書の内容

では、本文、内容分類（チェックボタンによ

り、経典の請求状、経典の返却 ・送り状、物

品の請求状、物品の進上状、地方からの書状、

貢進 ・出仕願状、消息、上日 ・歴名願・勘籍

状、請暇願状、月借銭解、その他、より選択）、

和暦、西暦、日付、国郡郷里、人名、筆者の

指定ができる。このうち西暦と日付について

は範囲指定も可能である。

次に、文書の形では、文書名 l、接続情報、

縦・横 ・厚さ、紙質、紙背、その他記載の指

定ができ、このうち縦 ・横・厚さはそれぞれ

範囲指定が行える。

文書情報では、文書名 2、所蔵者、奈文研

ID、所属、小口目録、丸山目録の各項目の

指定ができる。

検索結果一覧表示 木簡字典と同様に検索文

字を含む部分を切り出した画像を一覧の形で

表示する。表示件数は、 14件をデフォル ト

とし、 28件、 42件も選択できる。

各画像の下に、「拡大」・「全体」・「詳細」

の 3つのボタンを設け、これをクリックする

ことで、当該文字の拡大画像、その文字を含

る令 泣
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図25 検索結果一覧表示画面（「啓」 で

検索）（上）とカード表示画面（上段左か

ら4つめの「啓」 を含む書状のデータ）
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Ⅰ－2－2　木簡など出土文字資料の知の結集

81

．
 図26拡大表示

画面

む文書の全体画像、当

該文書の前述の項目に

該当するメタデータを

それぞれ表示する（図

25に検索結果表示の一

例を示す）．o

語句検索 語句検索

は、木簡字典の意味検

索を応用して構築した

検索機能で、各書状に含まれる語句のう ち、

語旬定義した単語（字形）を検索できる。

検索は、階層構造で表示される語句ツリー

から語旬を選択して行う 。検索は語句検索と
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図27 語句検索の検索ツリー（開いた状態）
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図28 語句検索の検索結果（「書式」を選

択）

語句検索（代表字形表示）の 2種類があり、

前者はテキスト一覧、後者は選択した語句名

以下の階層の 「語句名」と「代表語句」、「代

表字形」を表示する。

木簡と同時代の、しかもほぼ同一階層の手

になる史料である正倉院文書は、・一連で取り

扱うに相応しい資料群である。それぞれの研

究が相互に資するのはもちろんであるが、欠

損や劣化によって不完全文字であることを特

徴とする木簡の解読にと って、正倉院文書、

ことに書状に用いられた既解読の文字群が貴

重な類例となることは明 らかであろう。

また、黒田洋子氏の啓・書状研究によって

提起された、使用する場面によって書式ばか

りでな く書体を使い分けていたという視点

は、古代文書の解明ばかりでなく、木簡の解

読・研究にとってもまことに有益な視点であ

ろう 。木簡字典の枠組みを応用して、正倉院

文書の書状に関するデータベースの構築を図

った所以である。

本データベースは、試行版を完成させ、非

公開の形で所内 Webで限定的に閲覧できる
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ほか、スタンドアロンの研究者版も構築し、

利用に供している。当初の方向性としては公

開をめざしたところであるが、諸般の事情に

より、公開の実現には至らなかった。

その最も大きな要因は、全体画像の表示と

いう木簡字典を受け継いだ大きな特徴を生か

した形での公開ができなかった点にある。

そのため、書状の全体画像に代わるデータの

搭載なども検討したが、研究の最後の段階で

は、木簡字典の木簡庫への統合・拡大という

目標の実現に全力を注ぐことになったことも

あって、最終的に方針を定めることができな

かった。今後何らかの形での木簡庫への搭載

も含め、今回の科研によって蓄積できた正倉

院文書の書状に関する貴重なデータの活用を

有効に活用できるよう、諸方面と諸方面との

調整を図り つつ検討していきたいと考えてい

る。 （渡辺晃宏）
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Ⅰ－2－3　出土文字資料統合データベースの構築

83

I -2-3 出土文字資料統合データベースの構築

I -2-3-1 統合データベースの構築

l -2-3-1-1 新木簡データベース「木簡

庫」の開発 (Xiv)

奈文研の木簡に関わるデータベース群 奈良

文化財研究所では、既にPC普及以前の1980年

代初めの時点において、業務に用いる木簡デ

ータベースの構築を開始している。その後、

80年代末から90年代初頭にかけての長屋王家

木簡・ニ条大路木簡という厖大な量の木簡出

士に対処するために別途データベースの構築

を図り、従来のそれまでのデータベースと統

合の上、 1999年に初めての木簡に関するデー

タベースとして「木簡データベース」を公開

した。木簡学会の協力も得て、『木簡研究』

に掲載された全国出土の木簡情報も搭載し、

日本で唯一の総合的な木簡データベースとし

て広く活用されてきた。

「木簡データベース」では木簡の全体画像

が閲覧できるが、さらに個々の文字を比較検

討できるようにしたいと考え、第 I期科研に

おいて木簡の文字画像データベースを構築

し、 2005年に「木簡字典」として公開した。

その結果、木簡を検索するデータベースと、

木簡の文字画像を検索するデータベースの 2

種類のデータベースが並立することになっ

た。

「木簡字典」開発後に取り組んできた課題

が2つある。第ーは、画像入力によって木簡

の文字画像を検索するシステムの開発であ

る。「木簡字典」開発の当初の目的は、木簡

解読の参考に資することにあった。しかし、

「木簡字典」では文字を特定しなければ文字

画像を検索できない。読めていない文字の類

似画像の検索は難しいのである。そこで、本

科研研究において、テキスト入力による文字

画像検索システムである「木簡字典」に対し、

画像入力による文字画像検索システムを開発

した。 2016年にPC版、 2017年にスマホ・タブ

レット版を公開してきた、 MOJIZO（モジゾ

ー）である（第 I期科研によ り2007年に公開

した木簡の文字自動認識システムMokkanshop

〈モッカンショップ〉をベースにして開発し

たもの）。

第二は、「木簡字典」と従来の「木簡デー

タベース」の統合である。「木簡字典」のメ

タデータは「木簡データベース」のデータに

基づいているから、両者のシステムは統合が

可能なはずである。統合データベースの構築

を本科研における研究課題の最終目標に設定

したのはこのような理由による。

統合データペース「木簡庫」の構築 統合デ

ータベースを構築するにあたっては、まず既

存のデータベースの役割を明確に位置付け直

す必要がある。既存データベースは前述のよ

うに、その時々の必要性に応じて段階的に構

築してしてきたものであるため、全体として

の位置付けにやや不明確な面が残っていたの

は否めない。
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表2 新統合木簡データベース「木簡庫」と従来のデータベ＿ス群との関係

新統合データベース「木簡庫」 従来のデータベース群

〗〗：：~味）検索」 1 □：ロニ;;~;:~;卜 指定
------―五―（五―スー［元―よる蒻桑―-------l----f―禾面承直」＿＿＿ぷ基ー五機能―----------------
--------------------------------------------・----------------------------------------------

画像（イメージ）による検索 「MOJIZO」へのリ ンク

そこで、木簡を検索する「木簡データベー

スと木簡の文字を（画像）を検索する「木簡

字典」という機能分担を明確にした上で、ユ

ーザイ ンタフェイスの充実を図り、 両者を統

合することとした。そして、新たに構築した

新データベースには、木簡に関するあらゆる

情報資源を収納するクラの意味を込めて、「木

簡庫」という名称を採用することとした。

「木簡庫」は2018年3月に公開し、新しい

木簡に関するデータベースとして広く 利用さ

れている。 (http://mokkanko.nabunken. go.j p/)。

1999年5月の「木簡データベース」の公開以

来、約19年ぶりの更新となる。

「木簡庫」の構造 「木簡庫」においては、

トップ画面においてまず、「木簡をさがす」

「文字画像をさがす」の二つの大きなタブの

中から、検索方式を選択する構造とした。「木

簡をさがす」はさらに「すべて」 ・「本文」 ．

「カテゴリー」の 3つ、 「文字画像をさがす」

はさらに「テキス トから」 ・「画像から」の

2つのタブに分け、計 5つの機能の中から選

択して検索を開始することとした。従来のデ

ータベースとの対応関係は次のようになる。

表 2のようになる。 「木簡庫」の特徴と新機

能 「木簡庫」の特徴について、新機能を中

心に整理すると、 概ね次の 4点にまとめるこ

とができる。

a木簡を検索するデータベースと、木簡の文

字（画像）を検索するデータベースの共通プラッ

トフォームの構築

木簡を検索する「木簡データベース」と木

簡の文字（画像）を検索する「木簡字典」と

は開発時期が異なるため、 別個に運用されて

きたが、相互の関係を明確にし、同一画面か

ら選択して使えるようにした。

b「木簡をさがす」と「文字画像をさがす」の検

索結果一覧の相互移動機能

検索の入口を共通化するだけでなく、「木

簡をさがす」の検索結果一覧（テキス ト表示）

と、「文字画像をさがす」の検索結果一覧（文

字画像表示）の相互移動ができ、 別個だった

2つのデータベースの行き来が可能になっ

た。 但し、登録してある木簡全てに画像がリ

ンクしているわけではないため、画像表示に

移動すると、 画像が登録してある木簡の文字

画像が自動的に選択表示される。
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c多彩な検索機能の効率化と汎用化

「木簡をさがす」では、すべての項目を検

索対象とする検索方式をデフォル トとする

「木簡データベース」の方針を受け継ぐ一方、

検索項目を指定する「木簡データベース」の

フィ ールド検索については、検索頻度の高い

木簡本文の検索を「本文検索」として独立さ

せて効率的な検索を可能にするとともに、「木

簡字典」で開発した多彩な検索機能を木簡の

検索でも使えるようにした。

すなわち、法量についての範囲指定検索（例

えば、 幅が 20mmから 30mmまでの木簡、など

の指定） 、図に基づく木簡の形状の検索〈形

や切り込みの有無などと型式番号との併用〉、

地図を用いた国名検索、タグ付けによる意味

検索など、「木簡字典」のみに備わっていた

便利な機能を、そのまま 「木簡をさがす」に

引き継いだ。

d個別木簡のメタデータからの再検索・リンク

機能

「木簡庫」の最も深い検索結果である個別

木簡のメタデータ一覧（「木簡をさがす」と

「木簡の文字をさがす」とで共通）の主な項

目について、共通する属性をもつ木簡を直ち

に再検索する機能を設けた。また、奈文研の

木簡概報を出典とするものについては、奈文

研ホームページで公開している「全国遺跡報

告総覧」に リンクをはり、当該木簡概報をダ

ウンロー ドできるようにした。

「木簡データベース」は奈文研の数あるデ

ータベースの中でも最も広く利用 されてきた

ものの一つである。 これまでほぼ公開当初の

まま運用してきたが、改善すべき点が多々生

じていた。そこで、木簡の文字画像の切り出

しが一定程度蓄積されたのを機に、「木簡字

典」の公開以来の懸案だった両データベース

の統合を実現して機能の充実を図り、木簡に

関する総合的な情報倉庫としての新データベ

ースを構築する運びとなったのである。「木

簡庫」と命名した所以である。

e東京大学史料編纂所との機関の枠組みを

越えた連携の継続

研究の推進力としては、東京大学史料編纂

所との連携も重要である。「木簡字典」 ．

「MOJIZO」については、東京大学史料編纂

所の「電子くずし字字典データベース」との

連携検索を実現している。「木簡庫」の開発

により「木簡字典」は「木簡庫」の一部とし

て再構築されることになったが、連携検索の

根幹はそのまま継承している。一方、

「MOJIZO」については、リンクをはるだけ

で「木簡庫」とは独立した運用を続けること

にしたため、「木簡庫」構築の影響は受けて

いない。

| -2-3-1-2 木簡庫のメタデータについ

て

木簡庫においては、従来の木簡データベー

スや木簡字典で用いていたメタデータの枠組

みに若干の変更を加えている。この点につい

て初めに紹介しておく。

従来のメタデータは次の30項目で、このう

ち＊を付した19項目が公開データであった。

それ以外は木簡管理のための業務用に便宜付
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与しているデータであり、木簡そのもののデ

ータではないため、非公開としていた。

木簡番号＊

本文＊

型式番号＊

出典＊

遺跡名＊

発掘次数＊

地区名＊

遺構番号＊

寸法（ミリ） ＊ 

バット番号

所在地＊

原稿番号

内容分類＊

写真番号

西暦＊

形状＊

樹種＊

木取り＊

和暦＊

国郡郷里＊

人名＊

R番号

保存処理

レプリカ

公開

備考

調査主体＊

キーワード

更新日時

更新者

木簡データベースの検索における検索のデ

フォルトは、特に明示はなかったが、木簡庫

の「すべて」検索と同様に、これらの各項目

全てを検索する方式になっていた。項目を指

定して検索するには、「フィールド指定」と

いうボタンを操作して、フィールド一覧を表

示し、検索したい項目にキーを入力する必要

があった。木簡庫で設けた「本文」検索は、

この従来の木簡データベースの「フィールド

指定」検索の うち 、最も利用頻度の高かった

「本文」の検索を独立させたものということ

ができる。

木簡庫に統合するにあたり、上記のメタデ

ータに変更・追加を行った部分がある。木簡

庫のメタデータの項目は、下記の 53項目で、

このうち＊を付した 24項目が公開版木簡庫で

公開しているメタデータである。それ以外は

従来の木簡データベース同様、木簡管理のた

めの業務用に便宜付与しているデータであ

り、木簡そのもののデータではないため、非

公開としている。

URL* 

木簡 ID

木簡番号＊

本文＊

寸法 (mm)縦＊

横＊

厚さ＊

型式番号＊

出典＊

文字説明＊

形状＊



86

Ⅰ　本　　編

87

Ⅰ－2－3　出土文字資料統合データベースの構築

87

樹種＊

木取り＊

遺跡名＊

所在地＊

調査主体＊

発掘次数＊

遺構番号＊

地区名＊

R番号

バット番号

棚番号

原稿番号

写真番号

保存処理

レプリカ

展示情報

木簡形状

内容分類（検索用）

内容分類＊

国郡郷里＊

人名＊

和暦＊

西暦＊

木簡説明＊

木簡 DB画像表記有無

木簡字典画像表記有無（カラー）

木簡字典画像表記有無（モノクロ）

木簡字典画像表記有無（赤外）

木簡字典画像表記有無（記帳）

画像ファイル

キーワード

公開

釈文変更

R番号変更

備考

備考 l

備考 2

備考 3

備考 4

備考 5

更新日時

更新者

更新者

従来のメタデータとの対応関係を示すと、

表 3のようになる。

データの種類が 30項目から 53項目へと大

幅に増加したのは、遺物としての木簡管理、

木簡データベースそのもののデータ管理に必

要な項目を増補したためである。公開データ

は基本的に従来の木簡データベース・木簡庫

を踏襲しているが、木簡データベースで一括

した項目となっていた寸法（法量）を構成す

る長さ（縦）・幅（横）・厚さのデータを、

縦、横厚さに分けたことが最大の変更点であ

る。長さ、幅、厚さごとの検索やその範囲を

指定した検索ができなかったのが木簡データ

ベースの最大の難点で、この点は木簡字典で

はデータを分割して範囲指定検索を実現して

いた。今回をこれを踏襲することとした。

公開項目の追加事項としては、ほかに

URL、文字説明、木簡説明がある。 URLは

各木簡の詳細画面のデータを簡便に直接表示

できるようにするものである。文字説明は従

来項目がなかったために、便宜的に形状の
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表3 木簡データベース・木簡字典と木簡庫のメタデータ項目の比較（＊は公開データ）

木筒データベース
木簡庫 変更 ・追加理由

木節字典

URL* 各木筒の詳細画面のURLで該当ページの直接表示用

木箭 ID データ管理用に新たに付した番号

木節番号＊ 木筒番号＊

本文＊ 本文＊

寸法(mm)縦＊

寸法（ミリ）＊ 横＊ 個別に検索できるようデータを分割

厚さ＊

型式番号＊ 型式番号＊

出典＊ 出典＊

文字説明＊ 従来便宜的に形状欄に記載していたものを独立

形状＊ 形状＊

樹種＊ 樹種＊

木収り＊ 木取り＊

追跡名＊ 遺跡名＊

所在地＊ 所在地＊

調杏七体＊ 調介七体＊

発掘次数＊ 発掘次数＊

迫柄番号＊ 迫拷番号＊

地区名＊ 地区名＊

R番サ R番号

バッ ト番サ バッ ト番サ

棚番号 木筒収蔵廂における収納怜理用

原稿番号 原稿番妙

写兵番号 写呉番号

保存処理 保存処理

レプリカ レプリカ

展示情報 「地ドの正倉院展j ・外部貸出などの展示履歴管理川

木簡形状 分離や欠損情報など追物怜琲用

内容分類（検索用） 木筒庫で新規に設けた内容による絞り込み機能川

内容分類＊ 内容分類＊

国郡郷里＊ 国郡郷弔＊

人名＊ 人名＊

和暦＊ 和謄＊

西歴＊ 西歴＊

木簡説明＊ 正報告の解説などの転載襴

木筒DB画像表記有無 木筒データベースにおける全体画像の リンク情報

木筒字典両像表記有無（カ ラー） 木筒字典における画像リンク情報

木楠字典画像表記有無（モノクロ） 木簡字典における画像リンク情報

木簡字典画像表記有無（赤外） 木筒字典における画像リ ンク情報

木簡字典画像表記令無（記帳） 木簡字典における画像リンク情報

両像ファイル

キーワード キーワード

公開 公開

釈文変更 釈文変更履歴管理用

R番号変史 R番号変更履歴管理用

備考 備考 ． 
備考l 項目追加に備えた予備用

備考2 項目追加に備えた r備用

備考3 項目追加に備えた—f備用

備考4 項目追加に備えた予備J-fj

備考5 項目追加に備えた予備用

更新日時 更新日時

更新者 更新者
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図29 木簡庫の トップページ

欄に記載していた、異体字をはじめとする木

簡に書かれている文字に関する情報を収める

ためのもの、また木簡説明は、『平城宮木簡』

『平城京木簡』など、木簡の正報告書の解説

など、当該木簡について公表されている解説

情報を収めるためのものである。

なお、備考 1- 5は、登録すべき項目が増

加した場合に供えた予備用である。

I -2-3-1-3 木簡庫のト ップページ

木簡庫のトップページの構成 木簡庫のトッ

プページ（図29) には、広めに設けたキーワ

ー ド入力欄（全角 20文字までの入力が可能）

と「検索する」の検索ボタン、及び「項目検

索」の 7つのボタン（焦げ茶色） （検索キー

に関わるこれらについては、 1- 2 - 3 - 1 

- 3で項を改めて紹介する）の上に、「木簡

をさがす」、「木簡画像をさがす」の 2つの大

きなボタンがあり、「木簡をさがす」は「す

べて」・「本文」・「カテゴリー（意味検索）」

の 3つのボタンに、また、「木簡画像をさが

す」は、「テキストから」・「画像から」の 2

つのボタンに分かれている。検索方法に 5つ

の選択肢が設けられていることになる。

デフォルトは「木簡をさがす」の「すべて」

検索で、現在どの方法による検索ができる画

面になっているかがわかるように、キーワー

ド入カ・検索ボタン欄の周囲は、基本的に選

択している検索種類のボタンと同色に塗るよ

うになっている。色分けは次の通りである。

「木簡をさがす」

「すべて」検索：緑色（デフォルト）

「本文」検索：ベージュ色

「カテゴリー（意味検索）」検索：黄色

「文字画像をさがす」

「テキストから」検索：水色

「画像から」検索： MOJIZOが別ウィン

ドゥで立ちあがる

トップページの構成要素としては、ほかに

「お知らせ」欄、「木簡庫とは」・「使い方」
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図30 「木簡をさがす」の「すべて検索」

同「本文検索」、同「カテゴリ ー検索」 、

「木簡画像をさがす」の「テキストから」

検索（上から順に）

・「ヘルプ」 のリンクボタン （中央の隅丸円

形のもの、及び上部の木簡型のものの 2箇所。

木簡型のボタンは、 マウスをあてると上部に

延びる仕掛けがある）がある。 また、 ページ

下部には、 奈文研で公開している出土文字

資料関係のさまざまなデータベ-スなどへの

リンクのためのバナーを設けた。左から順に、

『木簡庫』『電子くずし字字典データベース』

連携検索、木簡． ＜ずし字解読システム

MOJIZO、木簡人名データベース、古代地名

検索システム、画像データベース墨書土器字

典、木簡総合コミュニティサイト木簡ひろば、

木簡展示室「地下の正倉院展」（木簡ひろば

の一部）、全国木簡出土遺跡・報告書データ

ベース、全国遺跡報告総覧の 9つである。

また、左上の 「木簡庫」 のロゴは「木簡庫」

の トップページに、 また右上の、 「奈良文化

財研究所」 のロゴはホームページの トップペ

ージに、それぞれリンクボタンを兼ねている。

また、右上の奈良文化財研究所のロゴの下に

は、ツィッター、グーグル、フェイスブック、

はてなブックマークヘのリンクボタンも設け

ている。

なお、ややわかりにく位置であるが、 「ヘ

ルプ」 へのリンクの真下の画面右端やや下寄

りに、現在木簡庫に収録されている木簡の総

点数を記載している。データは日々更新して

おり、常時微変動がある （キーワード欄に何

も入力せずに検索すると、収録されている全

ての木簡がヒットするので、 この方法によっ

ても収録点数の確認は可能である）。

「木簡庫とは」 「木簡庫とは」 のページで
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は、

l「木簡庫」 (MOKKAN-KO) とは

2沿革

3制作担当者

4関係する研究プロジェクトと科学研究費

補助金

5木簡文字画像の掲載許可をいただいた機

関

6ご協力者・機関

を記載した。

「使い方」 「使い方」には、検索方法（使

い方）と凡例を記載した。検索方法（使い方）

では、検索の流れ ・検索画面 ・詳細画面の概

要を説明したあと、「木簡をさがす」の①す

べて ・②本文検索、 同絞込検索、③カテ

ゴリー検索、「文字画像をさがす」の④「テ

キストから」検索に 4つに分けて、検索方法

を詳細に紹介した。

凡例は下記の 24項目について説明した。

末尾の研究文献情報と本文の語句分類の 2項

目以外はいずれもメタデータの項目の説明で

ある。

URL 

木簡番号

本文

寸法

型式番号

出典

文字説明

形状＊

樹種＊

木取り＊

遺跡名

所在地

調査主体

発掘次数

遺跡番号

地区名

内容分類＊

国郡郷里

人名

和暦

西暦

木簡説明＊

研究文献情報

本文の語旬分類

このうち「出典」については、ページ内で

閲覧するにはそれ自体が長大であるため、別

ウィンドウを開いて、出典とその略号を紹介

するようにした。

ページのデフォルトは使い方（検索方法）

のトップであるが、ページが長大であるため、

「使い方」と「凡例」に分けて該当箇所に容

易に移れるよう、ページの左端一覧を設け、

リンクを貼った。

「ヘルブ」 「ヘルプ」には、「よくある質

問」、「利用条件」、「お問い合わせ」、「関連

リンク」の 4つを記載した。 関連リンクは

トップページの 9つの関連データベースなど

のほか、内外の他機関の関連データベースな

ども掲載している。

多言語対応について 漢字によるデータベー

スであるため、データそのものの翻訳は困難

であるが、外国人の方にも容易にお使いいた
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図31 外国語版のトップページ （上から、

英語中国語（簡体字）、中国語（繁体字）・韓国語）

だけるよう、 トップページ、 及びそこから リ

ンク を貼り別ウィ ンドゥで表示する「木簡庫

とは」、「使い方」、「ヘルプ」については、

日本語のほかに、英語、中国語（簡体字）、

中国語（繁体字）、韓国語の 4種類の外国語

版を設け、各言語で閲覧できるよ うにした。

言語はトップページ上部のボタンで選択でき

る。 デフォルトは日本語である。

また、言語の選択は、データベース選択の

ページにおいて、 木簡庫 (Wooden Tablet 

Database)、木簡庫 (WoodenTablet Database) 

（韓国語版 対丑叶）、木簡庫 (WoodenTablet 

Database) （中国語繁体字版 繁麓中文）、木

簡庫 (WoodenTablet Database) （中国語簡体

字版筒体中文）、木簡庫 (Wooden Tablet 

Database) （英語版 English) の 5つを併記

しているので、ここから直接選択して開くこ

ともできる。

なお、検索結果ページも各言語で閲覧でき

るが、翻訳はページの不変部分のみで、デー

タそのもののは翻訳が困難であるため日本語

のままである。本文データはともかくとして、

それ以外の各メタデータをいかに外国語で紹

＇介するかは、今後の検討課題である。トップ

ページの「お知らせ」欄も現状ではまだ多言

語対応は取 られておらず、外国語版でも日本

語表示となっている。

I -2-3-1-4 木簡庫の検索条件の設定

本項では、「木簡庫」 の トップページのう

ち、検索キーに関わる部分について紹介する。

「木簡をさがす」「木簡像をさがす」か ら

選択する 5つの検索法のうち、「すべて」検

索・「本文」検索・「テキストから」検索の 3

つについては、キーの設定は共通の方法によ

ってお り、キーワード欄への検索語の入力、

及び項目検索欄による検索条件の指定の 2つ

の方法がある。これらは随時併用が可能で、
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順次絞り込んでいくこともできるし、初めか

ら複数の条件を設定して検索することも可能

である。

キーワード検索 キーワード欄へ検索語をテ

キストで入力して行う検索である。キーワー

ド欄には全角 20文字まで入カ・設定が可能

である。キーワードを入力し、「検索する」

ボタンを押す、あるいは Enterキー操作によ

り、検索が始まる。 キーワード入力後に検索

方法を切り替えることも可能である。従来の

木簡データベースでは、 Enterキー操作では

検索を開始できなかったので、操作上ストレ

スが多かったが、この点の改善で検索の操作

性が大幅によくなった。

項目検索 もう一つの検索キーの設定は、「項

目検索」によるもので、 7つに大別したボタ

ンを設けている。 「内容」・「国名」・「木簡の

形」・「出典」・「年紀・人名」・「大きさ・樹

種等」・「遺跡」であり、従来の木簡データ

ベースのフィールド指定検索を受け継ぐもの

で、木簡字典においては、簡単検索と詳細検

索の（詳細）検索条件に分散していた絞り込

み機能の長所を統合したものとなっている。

木簡データベースのフィールド指定検索で

は、項目を羅列する形式で入力欄が表示され、

必要な項目にテキストでキーを入力する方法

をとっていた。木簡庫においては、メタデー

タの項目を関連するものごとに上記の 7つの

・大項目にまとめた構成とし、必要に応じて開

いたり閉じたりできる構造とした。もっとも、

全部開くとかなり長大となるので、スクロー

ルしなくても検索をスタートできるよう、キ

ーボックス脇の検索ボタンとは別に、 7つの

項目の脇それぞれに検索ボタンを設け、スト

レスなく検索を行えるようにした。

また、テキスト入力だけでなく、予め設定

した選択肢（テキストのみでなく、模式図や

地図なども併用）からチェ ックボタンで選ぶ

など、専門の研究者だけでなく一般の方々の

利用も想定したわかりやすいものとなるよう

心がけた。これは木簡字典で導入した方式を

を基本的に受け継ぐもとのなっている。

「項目検索」のボタンは、選択しない状態

では、焦げ茶色に塗られ、下向きの白抜きの

三角印（▼)が表示されている。これをクリ

ックして選択すると、色が黄土色に変わり、

下向き三角印は上向き三角印（▲)に置き換

わる。そして、選択したボタンに対応する内

容の、キーワード入力欄やチェックボックス

が開く仕組みになっている（再度閉じれば、

また全て元の状態に戻る）。一度に 7つ全部

が開くとスクロールがたいへんであるので、

必要な部分のみ開いてキーを入力できるよう

にしているわけである。

以下、個々の項目について説明する。

内容：木簡の内容分類をチェックマークで選

択できる。文書、付札、荷札、伝票、題簸

封鍼、習書・落書、木製品、将棋の駒、呪符、

塔婆、こけら経、その他の 13分類を設定し

た。

国名：地図とチェ ックボックスを併用し（選

択は両者が連動する）、国を選択できる。

これは木簡字典の簡単検索において導入し

た地図による選択方式を踏襲し、さらに改良
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図32項目検索（上から、「内容」、

郷里」）

「国郡

を加えたものである。改良点は、全国一律だ

った色を五畿七道別に色分けしたこと、及び

プルダウンによるテキスト選択方式をチェッ

クボタンに改めたごとである。後者のチェッ

クボタンでは五畿七道の大括りの選択も行え

るようにした。複数国の選択が自在に行える

のは従来の機能を踏襲している。

なお、国名より下のレヴェルの郡・郷・里

名については、 テキストボックスにテキスト

を入力することで検索が可能である。

木蘭の形：木簡の型式番号と形状を選択でき

る。

型式番号については、模式図とチェックボ

タンを併用し （選択は両者が連動する）、木
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図33項目検索（上から、「木簡の形」、「出

典」・「年紀・人名」・「大きさ・樹

種等」・「遺跡」）

これも木簡字典の蘭単検

索において、木簡の型式番号を知らなくても

直感的に木蘭の形を選べるように導入したも

のを踏襲し、改良したものである。改良点は、

羽子板形の木簡の図を増補したこと、木節字

典の詳細検索条件にあったチェックボタンを

統合したことである。

出典：木簡番号と出典をテキストボックスに

より指定できる。木簡番号については、条件

として完全一致か部分一致かの選択が可能で

ある。

年紀・人名：和暦・西暦・人名の条件を指定

できる。いずれもテキスト入力によるが、西
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図34 検索履歴の表示

暦については、年 ・月 ・日ごとに範囲指定が

可能である。

大きさ・樹種等 ：寸法 ・樹種・木取りの条件

を指定できる。

このうち寸法は、縦 ・横 ・厚さそれぞれに

ついて範囲指定検索が可能である。これは木

簡字典の詳細検索において初めて設けた検索

機能を踏襲している。

樹種 ・木取りについては，, チェックボック

スによる選択のほか、テキス ト入力による条

件指定も可能にした。

遺跡 ：遺跡名 ・所在地・地区名・遺構番号 ・

発掘次数 ・調査主体の条件を指定できる。い

ずれもテキスト入力によるが、遺構番号と発

掘次数については、条件として完全一致か部

分一致かの選択が可能である。

検索条件の表示 検索に用いた条件は、テキ

ストボックスヘの入力か項目検索条件指定か

にかかわらず、順次「■検索条件」として、

表示されていく。これによって、どのレヴェ

ルの絞り込みを行っているかを視認すること

ができる。このうち、テキストボックスヘの

テキス ト入力によった検索条件については、

テキス トボックス内に順次表示されていくよ

うになっている。例えば、「平城宮」「若狭」

「031」の順にテキスト入力で絞り込んでい

った場合には、「平城宮X 若狭X 031 X」

のごとく表示され、「 X」をクリックするこ

とによってその条件を消去することができ

る。例えば「若狭x」を消去して、「平城宮」

と「031」の条件に当てはまるものだけ残す

ことができる。途中の条件を抹消できるのは

木簡庫で初めて設けた機能である。但し、順

次絞りこんできた検索の各段階へも即座に戻

ることが可能であった従来の木簡データベー

スに比べると、テキス ト入力に拠らず、検索

条件指定によって絞り込んだ分について条件

消去を行えない木簡庫には、やや不便な点が

あるのは否めない。

I -2-3-1-5 木簡庫の検索結果ページ

（一覧表示）

検索結果一覧表示 「木簡をさがす」の「す

べて」または「本文」の検索を何らかの条件

で実行すると、検索条件、検索結果の件数表

示の下に、ヒットした木簡がまず一覧表の形

で表示される。ここでは、検索者が最も知り

たいと思われる木簡の基本情報に限って表示

を行うようにした。本文、寸法（縦 ・横・厚

さ）、型式番号、出典、遺跡名の 5項目であ

る。木簡の本文は青字（次項で説明するカー

ド表示に移動後、再び一覧表示に戻ると、カ

ード表示済みの木簡の本文はピンク色とな

り、表示履歴がわかる）、ほかの項目は黒字

で表示されるが、 キーワード入力による検索

条件にヒットした部分のみは、赤字で表示さ

れるようになっている。続けて本文で絞り込
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みを行った場合には、赤字が累積的に表示さ

れる。

一度に表示する件数は、デフォルトを 16

件とした上で、表右上のボタンにより 16件、

32件、 48件、 96件の 4種類から選べるよ う

にした。また、複数頁に分けて表示される場

合には、一覧表右上の表示件数設定ボタ ンの

下、及び一覧表右下の2箇所に頁ボタ ンを設

け、見たい頁に移動できるようにした。

一覧の右に、あらたに 2つの機能をもつボ

タンを設けた。一つは検索横断ボタンであり、

一つは簡易絞り込みボタンである。

検索横断機能 一覧の右上にある「画像一覧

表示」の水色のボタ ンは、今表示している一

覧表と全く同じ検索条件で、「文字画像をさ

がす」の「テキストから」の検索を実行した

結果の一覧表示に平行移動するためのもので

ある。移動先からは、「テキスト一覧表示」

¥...A●鍼ゴヒ彎"“` >I/

ト簡令Wooden Tablet Database 
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8碍召嶋王そ！

•召』王召： ITべて検索,, ［桟案文字】畏屋籟王宮

a嶋召迅令： 3

のベージュ色のボタンによって、再び元の「木

簡をさがす」の検索結果一覧表示に戻ること

が可能である。

従来の木簡データベースと木簡字典のそれ

ぞれの検索結果の間を、検索条件の入力まで

戻らずに、結果間で相互に行き来することが

できる便利で画期的な機能である。

絞込機能 一覧表に示された検索結果につい

て、型式番号と内容分類の内訳と件数を表示、

簡易に絞り込みを行うことができる機能であ

る。内訳項目部分を青色に表示し、絞り込み

ボタンに用いている。

これは、「全国遺跡報告総覧」で採用して

いる機能を応用したもので、木簡データベー

スを使用していて、実際に内訳を知り絞り込

み検索を行う頻度が高い項目を勘案し、型式

分類と内容分類の 2項目を所与として定めた

機能である。これにより、簡便な内訳の把握
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図35 検索結果テキスト一覧表示（「長屋親王宮」で「すべて検索」）
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が可能になり、テキス トボックスや項目検索

に戻らなくても絞り込み検索を行うことが可

能になった。

I -2-3-1-6 木簡庫の検索結果ページ

（カード表示）

検索結果カード表示 検索結果一覧表示で、

データを見たい木簡の本文の任意の箇所（キ

ーワードの赤色部分、それ以外の青色部分、

一度カード表示した木簡本文のピンク色部分

のどこでも同じ）をクリックすると、当該木

簡のデータのカード表示に移動する。カード

表示は、「添付画像」と「詳細」からなる。

なお、このカード表示は、「木簡画像をさが

す」「テキストから」で検索し、画像検索結

果の「詳細」ボタンから移動してくる画面に

も相当する。キーワード入力欄右端にある「検

索結果一覧へ戻る」のピンク色のボタンによ

り、検索結果一覧画面に戻ることができる。

添付画像 「添付画像」には、まず木簡デー

タベースで公開していた全体画像が表示され

る。全体画像はモノクロの可視光写真が基本

で、原寸大に引き延ばして台紙（木簡台紙。

アノテーションシステムのモデルとなったも

ので、記帳ノート並んで木簡の情報を集約し

た基礎的資料）に貼って管理している写真を

スキャンしたものである。この画像は、画像

上をクリックすることで、拡大画像を閲覧で

きるものがあり、一部には拡大画像をさらに

＋ボタンで拡大できる場合がある。

全体画像以外に撮影した写真がある場合に

は、添付画像右下の「さらに見る」の茶色の

ボタンで開くことができる。これは木簡字典

で公開していた画像に相当するもので、可視

光モノクロ画像以外に、カラー画像、赤外線

画像、記帳ノートの 4種類がある。同じ撮影

方法による画像が数種類ある場合には、これ

らを全て収録している。

「さらに見る」で表示する画像は、 1画像

につき 2種類で、所与の検索条件に従って切

り出した画像、及びその元になった全体画像

からなる。例えば、カラー画像 2と全体カラ

ー画像 2、モノクロ画像 lと全体モノクロ画

像、赤外線画像 1と全体赤外線画像 1といっ

た要領で、それぞれを縦に並べた上で、カラ

ー、 モノクロ、赤外線、記帳の種類ごとに段

をかえて表示する。また、同じ種類の画像が

複数ある場合には、種類毎に左から右に並べ

て表示する。

なお、「さらに見る」で展開した画像群は、

再度「さらに見る」ボタンをクリックすれば

閉じられる。なお、 3面以上に墨書のある木

簡があるため、面は 1面、 2面、 3面、……

の要領で表示し、表面 ・裏面の表記は用いな

かった。

「さらに見る」で表示される各画像は、画

像上をクリックすることで、当該木簡の全体

画像の拡大画像を別ウィンドウで見ることが 」

できる。この拡大画像からは、左上部のカラ

ー ・モノクロ ・赤外線・記帳を示す 4つのボ

タンによって、ほかの種類の画像へ移動する

ことができる（収録されていない種類の画像

のボタンは表示されない）ほか、＋ ーのボタ

ンによってさらに段階的に拡大・縮小して見
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図37 別ウィンドウで画像をひらく

ることができる。

-」

二」

詳細 「詳細」は当該木簡のメタデータであ

る。前述のように公開項目は 24項目である。

各項目については、凡例を参照されたい。

メタデータからもいくつかのリンクが貼ら

れている。青色文字・アンダーラインを施し

た型式番号 ・ 遺跡名・調査主体 • 発掘次数 ・

遺構番号 ・地区名・内容分類・国郡郷里の 8

項目で、検索結果から離れ、未検索状態から

再検索することができる。当該木簡と共通す

るメタデータをもつ木簡を検索するのに便利

な機能である。検索方式は、現在表示してい

る検索方式がデフォルトで、方式を変更する

場合は、上部の「木簡さがす」の「すべて」

「本文」、「木簡画像をさがす」の「テキス

トから」の 3つのボタンによって、現在の検

索結果はそのまま残した状態で選択すること

ができる（キーワード回りのが変わることで、

検索方式がわかる）。

また、出典欄のデータのうち、緑色表示で

アンダーラインを施した奈文研の報告書類

（『平城宮木簡 1』、『同 2』、平城と飛鳥藤原

の木簡概報）については、「全国遺跡報告総

覧」を通じて当該木簡概報の PDFファイル

をダウンロードすることができる。

研究文献情報 これは木簡字典にリンクする

形で、 2015年 3月に公開した「木簡研究文

献一覧」を、木簡庫においても踏襲したもの

である。法政大学国際日本学研究所の「日本

古代史研究文献目録データベース」（本科研

の研究分担者でもある法政大学の小口雅史氏

作成）や、国立情報学研究所の CiNiiへのリ

ンクを貼っている。詳細は、 I -2-2-4-1 

「研究文献データベースの作成」を参照され

たい。

本文の語句分類 木簡本文に含まれる語句

を、意味から分類した結果を示すものである。

分類は大中小の 3階層で、カテゴリー検索（意

味検索）に用いる意味分類に準拠し、それに

該当する語句を表示する。表示した語句のう

ち、「木簡ひろば」の関係用語集の用語解説

やコラムに項目のある語句（分類項目・木簡

語句）については、青色アンダーライン表示

を行い、リンクを貼っている。
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I -2-3-1-7 木簡庫の検索結果ページ

（文字画像一覧表示）

「木簡画像をさがす」の「テキストから」

の検索を何らかの条件で実行すると、検索条

件、検索結果の件数表示の下に、ヒットした

木簡の検索条件に該当する部分の文字画像が

1段に 8点ずつ一覧表示される。表示件数は

テキスト一覧表示の場合と同様に 16件をデ

フォルトとした上で、右上の選択ボタ ンによ

って、 16件、 32件、 48、件、 96件の 4種類

を選ぶことができる。

各木簡画像の表示構成は、木簡字典を踏襲

しており、木簡画像の下に、カラー・モノク

ロ・赤外線・記帳の各画像を選択するボタ ン

を置き（画像のあるもののみ表示）、その下

に「拡大」と「詳細」のボタ ンを配置する。

「拡大」ボタ ン （画像上でも同様）をクリッ

クすると、当該木簡の全体画像の拡大画像が
＼＂玉でひらく木●の憧鼻 I

木簡令Wooden Tablet Database 

別ウィンドウで立ちあがる。これは検索結果

のカード表示の「さらに見る」で示される各

画像をクリックして立ちあがる画面と機能を

含めて全く同じものである。

一方、「詳細」ボタンをクリックすると、

当該木簡のカード表示画面に移行する。キー

ワード入力のテキストボックス欄右端にある

「検索結果一覧に戻る」のピンク色のボタン

によって、画像一覧表示に戻ることができる。

なお、画像一覧表示状態で、一覧右上の「テ

キスト一覧表示」のベージュ色のボタンによ

って、「テキスト一覧表示」と「画像一覧表

示」の間を相互に往き来できることについて

は、テキスト一覧表示の項でも述べたとおり

である。

8匹 鶴停中文 鸞■中文 •ミ0l

こ〗二［ロ
沼`U文化財研究I祈—-. 

G• 

aテキストから

キーワード ー 一
項目檎・ —------
■検素条件： 1文字iii像検索1,I桟索文字111厘霞E宮 テキストー翼履；；；

表示件該： 16. 

國像憤業の検索給果： 3件

DJ 
し竺贔大4 U編

Cop"ight(c)..喪文化財研究所 AJIRights-

回38 検索結果画像一覧表示（「長屋親王宮」 で 「テキス トから」 検索）
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I -2-3-1-8 カテゴリー検索（意味検索）

カテゴリー検索（意味検索）は、木簡字典

の意味検索を踏襲する機能である。

「木簡をさがす」の「カテゴリー検索（意

味検索）」を選択すると、黄色に塗られた意

味検索ツリーが表示される。意味ツリーの中

から、検索したい内容を表すものを選択する

と、該当する木簡の一覧が表示される。意味

検索のタグは木簡本文に語句に付けられてい

るので、カテゴリー検索は、予め決められた

所与の検索条件（意味）によって行う本文検

索という位置付けとなる。したがって、検索

結果の一覧表示は、本文検索を示すベージュ

色の背景を伴って表示されることになる。

意味ツリーは、 3段階の階層構造になって

おり、 ＋をクリックすると、下位分類が展開

する。上位分類で検索すると、それ以下の分

類を全て含めた検索結果が示される。検索結

果の表示方式は、「木簡をさがす」の「すべ

て」「本文」の検索結果と、それ以後の遷移

も含めて全く同じである。

但し、絞り込みは型式番号・内容分類によ

るもののほか、再度一覧の右に表示される意

味ツリ ーを用いて行うことができる（但し、

木簡字典の場合とは異なり、該当しない部分

も含めて意味ツリー全体が表示される）。検

索条件の表示も同様で、意味ツリーを用いた

場合は、 【意味検索語句】として、同様に累

積して表示される。

画像表示については、木簡字典の意味検索

では独自にボタンを設けていたが、検索結果

の表示方式を他と同ーにすることで、独自ボ

タンは不要になった。すなわち、テキストー

覧表示と画像一覧表示を往来することで、 他

の検索方式の検索結果と同様の方法で画像を

閲覧することができるようになった。

なお、前述のように、カテゴリ ー検索にお

けるカテゴリーの選択は、実質的には、本文

検索の検索条件の指定の一手段に他ならない

から、「木簡をさがす」の「すべて検索」や

「本文検索」、「木簡画像をさがす」の「テ

キス トから」と併用することが可能である。

「すべて検索」、「本文検索J、「テキス トか

ら」の検索結果について、カテゴリー検索に

よってさらに絞り込むことが可能であるし

（結果はテキス ト表示される）、逆に、カテ

ゴリ ー検索の結果をその他の検索方法によっ

て絞り込むこともできる。

l -2-3-1-9 「文字画像をさがす」「画

像から」ーMOJIZOへのリンク

今回の科研において、東京大学史料編纂所

との連携によって開発した「木簡 ．＜ずし字

解読システム MOJIZO」（以下、 MOJIZO)は、

木簡の画像を画像入力によって検索するシス

テムである。テキストによって木簡画像を検

索するシステムと対になるシステムであるか

ら、両者はシステム統合を図ることが可能で

あるが、開発からまもないこともあり、今回

の科研においては独立した運用のままとし、

木簡庫にリンクを貼るにとどめ、システム統

合は将来の検討に委ねることとした。

MOJIZOの名称は、文字のクラ（蔵）とい

う意味合いで付した愛称であるが、語句の二
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ュアンスとしては、画像検索のみでなく、む

しろテキスト検索と画像検索を統合したデー

タベースの呼称としてこそ相応しかったよう

に思う。すなわち、「木簡庫」のうちの「文

字画像をさがす」と「電子くずし字字典デー

タベース」との連携全体の呼称に格上げすべ

きものと思われる。その意味で言えば、従来

の「MOJIZO」はいわば「MOJIZOイメージ」、

従来の「『木簡画像データベース・木簡字典』

『電子くずし字字典データベース』連携検索」

は「MOJIZOテキスト」とでも称すべきもの

ということになろう 。実現は将来に委ねざる

を得ないが、今回の科研においてこのような

枠組みだけでも見通せすことができた意義は

けっして小さくないと思われる。

データベースは再構築が容易ではなく、何

よりも日常的なデータの拡充・メンテナンス

が不可欠である。今回約 20年ぶりにシステ

ム更新を実現できたが、今後も長期的視野に

立って、木簡に関するより使いやすいデータ

ベースのあり方を模索していきたいと考えて

いる。
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I -2-4 研究成果の公開と活用

I-2-4-1 木簡ワークショップの開催

木簡ワークショッブの意図 木簡は日本古代

において、律令国家の申し子とも呼ぶべき存

在であり、その支配のための手段として用い

られたという側面を顕著に有している。この

ため、古代の遺跡、ことに官術の遺跡にと っ

ては普遍的な存在といってもよいと思うが、

木という媒体の特質に起因してか、必ずしも

どの調査においても出土するとは限らない。

いつ出土してもおかしくないけれども、好条

件が整わないと良好な状態での出土は望めな

いという、出土には偶然の左右するところの

大きいまことに厄介な遺物である。多数の木

簡が埋もれていることの明らかな平城宮・京

跡でさえ、木簡が出土しない年は現実存在す

るのである。

そんな遺物であるから、木簡が出土した際

の遺物の取り扱いのノウハウはなかなか承継

が難しいという側面がある。木製品に準じた

取り扱いで当面は済ませられるとしても、文

字資料としての木簡の扱いには、さらに考慮

せねばならないさまざまな観点が付随する。

数年に一度、あるいはさらに少ない頻度での

出土が一般的な遺物について、充分な調査体

制が組めないのは必定であろう。その点で、

平城宮・京跡や藤原宮・京跡をフィールドと

して発掘調査を実施している奈文研は、全国

的にみて最も高い頻度で木簡を調査している

機関であり、実際に全国の 7割近い数の木簡

を調査し、保管している。木簡を発掘・整理

・解読・保管する調査機関の結節点としての

役割を果たすのが、奈文研に課せられた責務

であるといわなければならない。

とはいえ、それぞれの機関において蓄積さ

れてきている独自のノウハウはあるはずで、

それらを木簡調査機関動詞が共有する仲立ち

をするところから始められたられたらという

のが、木簡ワークショップを開催を考えた趣

旨であった。調査機関どうしの意思疎通の架

け橋になれればというわけである。

ワークショップの活動自体は、既に第 I期

科研の最終年に開始しており、第 II期科研に

おいて年 1回のペースで進めてきた。今回の

科研においてもこれを継続して実施すること

とした。最終年度は残念ながら、諸般の事情

で開催できなくなってしまったが、 2013年

度から 2016年度までは毎年 1回、計 4回の

木簡ワークショップを開催した。通算第 7回

から第 10回までのワークショップにあたる。

ワークショップを始めた当初は、毎年特定

のテーマを定めて各機関の参加者に報告をお

願いし、それに基づいた議論を展開した。し

かし、回を重ねるにつれ、議論すべき課題も

多岐にわたるため、特定の課題を設定せずに、

各機関の事情に即した報告をお願いすること

とし、最新の課題の共有に努めるようになっ

た。

本来ならばそうした議論を整理した上で、
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木簡調査機関が抱える最新の課題をより深く

検討するべきなのであるが、まずは各回のワ

ークショップのテープ起こしを、皿記録編に

収載し、 今後の議論の礎として提供すること

で、一応も責めを果たさせていただくことと

したい。参加者のみなさまをはじめ、関係各

機関のご諒解を得たいと思う。

各回の開催日時とテーマは次の通りであ

る。

第 7回木簡ワークショップ

2014年 3月 19日（水）

第 8回木簡ワークショップ

2015年 1月 30日（金）

第 9回木簡ワークショップ

2016年 1月 29日（金）

第 10回木簡ワークショップ

2017年 2月 16日（木）

テープ起こしにあたっては、参加者のみな

さまのお目通しを得ているが、あくまで機関

としての公式見解というわけではなく、機関

に属する研究者個人としての見解であり、か

つ主催者側の責任において活字化したもので

あることをお断りしておく。内容についての

責任は、全て本科研の研究代表者渡辺晃宏が

負うものである。

I -2-4-2 木簡展示への活用

木簡の実物展示 木簡の展示そのものは、奈

良文化財研究所の事業であり、科研費の研究

の直接の成果ではない。しかし、科研費によ

る研究成果は、私たちの木簡の調査、整理、

情報抽出・蓄積、公開、保存活用というサイ

クルの確立をめざし、研究拠点機能を構築す

るところに集約されるから、木簡展示は科研

費による研究の一般への公開、還元と位置付

けられる事業である。研究成果をわかりやす

く伝える努力を今後とも継続していきたい。

奈良文化財研究所では、 2007年以来、毎

年秋に、 一定の期間を定めて木簡の実物展示

を行ってきた。「地下の正倉院展」である。

現在では、企画調整部展示企画室を主体とす

る平城宮跡資料館における秋期特別展として

の位置付けも確立し、都城発掘調査部史料研

究室は、これに協力する形で展示事業を行っ

ている。

今回の科研に関わって実施した「地下の正

倉院展」は下記の 5回である。

第 7回地下の正倉院展

「地下の正倉院展ー木簡学ことはじめ一」

会期 2013年 10月 19日から 12月 1日まで

於平城宮跡資料館企画展示室

I期 (10/19~ 11/1) 

27点十 3群（うち削屑 1群）

（初出陳 24点を含む）

II期 (11/2~11/17)

27点十 3群（うち削屑 1群）

（初出陳 23点を含む）

皿期 (11/19~ 12/1) 

26点十 3群（うち削屑 l群）

（初出陳 21点を含む）

今回は、今日の日本の木簡学の基礎を形作

るのに重要な役割を果たした木簡群、1963

年発見の内裏北外郭官術の土坑 SK820出土

木簡に注目した展示を行い、当時の調査員た
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ちの試行錯誤、苦労の過程にも思いを馳せて

みた。

展示構成は以下の通りである。

プロローグ はじまりの木簡たち

I空前の大出土！ SK820

木簡学の基礎、確立一

II広がる木簡学

第 8回地下の正倉院展

「地下の正倉院展ー木簡を科学する一」

会期 2014年 10月 18日から 11月 30日まで

於平城宮跡資料館企画展示室

I期 (10/18~ 10/31) 25点

（初出陳 13点を含む）

II期 (11/1~11/16) 25点

（初出陳 14点を含む）

m期 (11/18~11/30) 25点

（初出陳 15点を含む）

今回は従来とは少し視点を変え、記載内容

だけでなく、カタチをもつ物質としての側面、

すなわちモノとしての木簡を見つめ直してみ

るという趣旨で展示を構成した。

展示構成は以下の通りである。

木簡と探査

木簡を観察する

木簡を保存する

木簡と動植物

もっと！！木簡を科学する

第 9回地下の正倉院展

平城宮跡発掘調査50周年記念特別展

「地下の正倉院展ー造酒司木簡の世界一」

会期 2015年 10月 17日から 11月 29日まで

於平城宮跡資料館企画展示室

I期 (10/17~ 10/30) 25点

（初出陳 13点を含む）

II期 (10/31~ 11/15) 25点

（初出陳 14点を含む）

III期 (11/17~ 11/29). 25点（うち削屑 2点）

（初出陳 14点を含む）

「造酒司跡出土木簡」 568点が重要文化財

に指定されたのを記念し、造酒司という酒や

酢の醸造を担当する一つの役所の木簡に注目

した展示を行った。

展示構成は以下の通りである。

プロローグ 造酒司とは？

造酒司の発見

酒づくりの日々

聖武天皇の大嘗祭

造酒司の諸相

第10回地下の正倉院展

平城宮跡資料館秋期企画展

「地下の正倉院展ー式部省木簡の世界一」

会期 2016年 10月 15日から 11月 27日まで

I期 (10/15~ 10/3 1) 

61点（うち削屑 34点）

（初出陳 52点を含む）

II期 (11/1~ 11/13) 

60点（うち削屑 34点）

（初出陳 51点を含む）

皿期 (11/15~ 11/27) 

60点（うち削屑 36点）

（初出陳 48点を含む）

前年に引き続き、一つの役所の木簡の内容

を深く掘り下げる展示を行った。取り上げた

のは、 1966年に平城宮跡東南隅で見つか っ
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た 13000点に及ぶ役人の勤務評定のための木

簡（考選木簡）の削屑を中心とする一群で、

式部省で使われた木簡である。削屑のまとま

った展示は今回が初めてであり 、展示方法に

も斬新な工夫を行った。

展示構成は以下の通りである。

プロローグ 式部省木簡 13000点の発見

I勤務評価に使われた木簡

II考選木簡の削屑の世界

皿式部省木簡の広がり

w木簡にみる式部省の移転と跡地利用

第11回地下の正倉院展

「地下の正倉院展一国宝平城宮跡出土木簡ー」

会期 2017年 10月 14日から 11月 26日まで

於平城宮跡資料館企画展示室

I期 (10/14~ 10/29) 

31点＋レプリカ 2点

（初出陳 19点を含む）

II期 (10/31~ 11/12) 

32点＋レプリカ l点

（初出陳 17点を含む）

III期 (11/14~ 11/26) 

32点（うち削屑 2点） ＋レプリカ 1点

（初出陳 21点を含む）

2003年以来 4回に分けて遺構（官司）ごと

に重要文化財に指定されてきた平城宮跡の木

簡について、 2017年 3月に国宝指定に向け

た答申が出され、同年 9月の官報告示によっ

て「平城宮跡出土木簡」として国宝に昇格し

たのを記念する展示である。

展示は、遺構ごとに、新指定の木簡を中心

に、遺構ごとに、

下ッ道西側溝 SD1900出土木簡

内裏東大溝 SD2700出土木簡

大膳職推定地出土木簡

内裏北外郭官術出土木簡

造酒司出土木簡

内膳司推定地出土木簡

土坑 SK1979出土木簡

に分けて行った。

地下の正倉院展リーフレット合本の刊行

毎年の地下の正倉院の開催に際しては、

部ではあるが展示木簡を掲載し展示の概要を

わかりやすく解説したカラー版 16頁仕立て

のリーフレットを編集 ・刊行し、展示木簡の

個別解説を行った解説シー トともに、観覧者

に無償で配布してきた。 2016年度に第 10回

を迎えたことを記念し、 2017年度には、こ

れまで刊行してきた地下の正倉院展のリーフ

レットの合本を、『10周年記念 地下の正倉

院展 10年のあゆみ』企画調整部展示企画室

と共同で刊行した (2017年 3月刊）。

刊行にあたっては、単なる合本ではなく、

図録として有効に活用していただけるよう、

木簡に関する詳細な索引を編集して末尾に附

載した。索引は写真を掲載した木簡そのもの

の出典に関するものと、木簡に記された語句

や文字に関するものとからなる。前者は、木

簡掲載報告書一覧（各頁に掲載した木簡の正

報告書における出典を探すためのもの）、出

典（出土遺構）別木簡索引（正報告書ごとに

合本所収木簡を探すためのもの）からなる。

また、後者は事項索引として、掲載木簡に登

場する歴史的に重要な語句をできる限りピッ
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クアップし、食品名、物品名、動物など、単

位、文書様式など、租税、官司・官職ほか、

建物・施設など、勤務評価関係、位階、地名、

年紀、個人名、内容、雑件に分けてその掲載

頁と本書における当該木簡番号を示した。本

来は一字索引を設けたいところではあった

が、それらの機能については木簡庫に譲るこ

ととした。

なお、リーフレットのうち、平城遷都 1300

年記念特別展として開催した 2010年、及び

第一次大極殿院の展示として開催した 2012

年の地下の正倉院展のリーフレットは、有償

で販売しているため、合本からは省くことと

した。

（附）「平城宮跡出土木簡」の国宝指定

前稿でも触れたように、 2017年 9月、平

城宮跡の木簡が、木簡として初の国宝に指定

された。第 I期科研以前から続く、当研究所

の平城宮 ・京跡出土木簡に関する調査研究、

ひいては平城宮・京跡の発掘調査成果を踏ま

えた指定であり、本科研もその意味では、国

宝指定の基礎となった研究の一翼を担ってい

るといえよう。

そこで、本科研の研究の直接の成果という

わけではないけれども、国宝指定の経緯につ

いて、簡単に紹介しておくこととしたい。

2017年 3月、既に重要文化財に指定され

ていた下記①から④までの木簡群に、未指定

有形文化財である⑤の aから eまでの 5地点

出土木簡を新たに加え、一括して「平城宮跡

出土木簡」として国宝に指定する答申が文化

審議会から出された。

① 2003年重要文化財指定の平城宮大膳職推

定地出土木簡 39点 (SK219• SE31 l) 

② 2007年重要文化財指定の平城宮跡内裏北

外郭官術出土木簡 1,785点 (SK820)

③ 2010年重要文化財指定の平城宮跡内膳司

推定地出土木簡 483点 (SK870・ SK2101 ・ 

SK2102 • SK2107) 

④ 2015年重要文化財指定の平城宮跡造酒司

出土木簡 568点 (SD3035・ SE3046 ・ SD304 7 

・SD3050) 

⑤未指定有形文化財

a平城宮跡西南隅の二条大路北側溝

SD1250出土木簡（第 14次調査、 1963

年度） 7点

b平城宮跡内の下ツ道西側溝 SD1900出

土木簡（第 16・ 17次調査、 1963• 64 

年度） 9点

c平城宮跡西南官街の土坑 SK1979出土

木簡（第 18次、 1964年度） 16点

d平城宮跡内裏東辺の暗渠 SD2000出土

木簡（第 21次、 1964年度） 2点

e平城宮跡内裏東大溝 SD2700出土木簡

（第 21次、 1964年度） 275点 以上

計 309点

①から④までは重要文化財から国宝への格

上げ、⑤は新規指定で、最初から国宝。手続

きとしは、①から④までの重要文化財を統合

し、⑤の aから eまでの有形文化財（未指定）

を追加して、「平城宮跡出土木簡」として国

宝に指定する、ことになる。
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図39 平城宮跡の既指定木簡出土地（黄緑色）と、新指定木簡出土地（水色） （赤色は100点以上の木

簡出土遺構）

これにより、平城宮第 22次調査北区まで

で出土した木簡は、『平城宮木簡』未掲載の

もの（木簡番号をもたないもの）も含めて、

全て国宝に指定されることにな った（『平城

宮木簡 l』・『同 2』所収の木簡の うち、木簡

番号］から 2550まで）。指定点数が計 3,184

点で『平城宮木簡』の番号（上記の 2550)

と合わないのは、『平城宮木簡 1』では一文

字も読めないものも含めて全てに木簡番号を

付けていたのに対し、『平城宮木簡 2』以降

は読めないものには原則として木簡番号を付

けていないという事情による。

今回の指定結果、平城宮跡に埋もれている

木簡は、将来発掘されて保存処理が済めば、

国宝に指定されてもおかしくない資料という

ことになった。将来の国宝候補が多数地下に

眠っているというわけである。このことは、

特別史跡平城宮跡の学術的価値が、将来の国

宝の包蔵地としてさらに高く評価されたこと

になる。その意味で今回の国宝指定答申は、

木簡にとってだけでなく、平城宮跡にとって

もかけがえのない出来事といえよう。
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I -3 

日本の木簡研究拠点に相応しい機能を果た

せるようなシステムの構築の実現が、本科研

の究極の目標であった。アノテーションツー

ルMokkAnnotat or IIを開発して実用に供した

こと、そして新統合木簡データベースとして

「木簡庫」を構築して公開できたことで、こ

の目標は一応達成できたようである。それは

木簡という日本古代のかけがえのない資料

を、真の意味で国民共有の財産とするための

一過程であり、そのためのレールを引くこと

はできたといえそうである。

今後の課題は大きくふたつある。一つは、

木簡について進めてきたこれまでの保存・公

開・活用の道筋をより確固たるものとするこ

とである。当然のことながらデータベースは

公開で終わりではなく、むしろ公開後のメン

テナンスにこそ、それが真に役に立つツール

たり得るかの分岐点がある。日々刻々と増え

続ける資料をいかに効率よく整理し、その情

報を着実かつ速やかに公開してゆけるか、シ

ステムを構築を済ませた今こそ、私たちの真

の力量が試されていると言わなければならな

いであろう。

もう一つの課題は、木簡が考古遺物である

以上、出土遺跡や遺構、共伴遺物の情報と切

り離しては成り立ち得ない遺物であることで

ある。そのためには、それらの情報を総合的

に盛り込め、かつ自在に検索できるようなシ

ステムの構築が必要となってこよう。

まとめと展望

幸いにして、これらの課題に取り組むため

の研究は、新規に科研課題を採用していただ

き、既に開始されている。はしがきで触れた

基盤研究 (s) 「木簡等の研究資源オープン

データ化を通じた参加誘発型研究スキーム確

立による知の展開」 (2018年度から 2022年

度まで。研究代表者：馬場基奈文研都城発掘

調査部史料研究室長）、及び基盤研究 (A)

「平城宮 ・京跡出土木簡とそのの歴史環境の

グローバル資源化」 (2018年度から 2021年

度まで。研究代表者：渡辺晃宏）である。後

者は、奈文研がフィールドとしている平城宮

・京跡に限定した検討ではあるが、それが全

国出士木簡の半数を占めていることからすれ

ば、充分そのプロトタイプたり得る研究成果

が期待できよう。

ここまで 3期にわたる基盤研究 (S) を遂

行してきたわけであるが、科研費による研究

は、その時々の段階の研究成果の蓄積ではあ

るが、過去から現在まで、そして未来に向け

て継続する長期的なスパンに及ぶ調査・研究

の過程に過ぎない。繰り返すが、システムの

構築は出発点であり、それが有効な工具とし

て機能し得るかどうかは、今後の不断の運用

・メンテナンスにかかっている。さらに、国

民共有の財産とすることだけが目標なのでは

ない。充分な情報公開を行えばこそ、今度は

初めて一研究者としてその資料を使った研究

が可能となる。今後の益々の研鑽を期したい。




